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第一話　彼女はなぜか無事だった

　　　―あの世まであと23時間59分―





　いきなりだけど、ぼくはソーマトーなんて知らないんだ。

　ああ、カタカナじゃわかりにくいよな。そうまとう。漢字だと……走そう馬ま燈とう。

　実物じゃなくて言葉のほう。棺かん桶おけに一歩足を踏み入れた際に見るはめになる自分史ダイジェスト版。思い出のスライドショーだ。でもさ、走馬燈そのものがどんなものか具体的には、ぼくはわかってないんだ。現物のほうはこの際どうでもいいや。

　噂そん長ちようを倒した。

　ぼくは生きてる。

　生命の危機（大げさだと思われるかもしれないけど、こうとしかいえない）から脱したのに、いろんなことが短い時間のなかで思い返されていた。

　そう、まるでソーマトーみたいに。

　前回のあらすじを話そうってわけじゃないんだ。だけど聞いてくれ。言葉を自由に吐き出させてくれ。唸うなりを上げる電ノコのスピードで廻まわる走馬燈のイメージ。誰だれかに聞かせるために努力をする以前の頭のなかの言葉は、不親切だ。

　地伝を解決する運命のぼく。真ま幌ぼろ市そっくりの無人の異世界。あの世に辿たどり着くまで二十四時間。かま子ことライムと三人がかりで戦った噂そん長ちよう。やつは視聴覚室の壁にぶちあけた穴の向こうの教室の床でうつぶせ。かま子とライムは擦すり傷打ち身があちこち。二人は目があうと力強い笑顔が健在。絆ばん創そう膏こうと湿布が似合う体育会系の女の子達。消えたエリアスと妃き唯い。

　そして、コトリのこと。



　――はるおくん、まけないで――

　必死の口パクでそういって、地伝の元凶と化していたコトリは、ぼくの持つ物もの干ほし竿ざおに自らぶつかってきた。

　その行動の意味は、コトリの身に起きてる歌沫姫うたかたひめの地伝の解決。

　それによってぼくは噂長を倒すことはできた。

　……だからどうしたっていうんだ。

　そのためにコトリも倒れてしまったじゃないか。そんな情けないヒーローの反省はあとだ。

　ぼくは悲ひ鳴めいを上げる代わりに、コトリのもとへ駆けた。

「……コトリ」

　視聴覚室の真っさらな灯りの下、膝ひざをついて、お姫様抱っこのようにしてコトリをかかえる。物干し竿はどっかに放り投げた。敵がいなくなった今、竿さおは武器ではなく、ただの日用雑貨だ。

「嘘うそだろ。なあコトリ、起きてくれよ」

　瞳ひとみを閉じたままのコトリは、歌沫姫から眠り姫になったようだ。コトリの肩を掴つかんでいたぼくの右手は、噂長との一戦で握りつぶされていて、握力なんて皆無だった。骨は折れちゃいないだろうが、乾いた血のこびりついた右手でコトリの制服の身体からだを抱く。女の子の身体はどうしてか肩まで柔らかくて、髪の間からほんのり甘い匂においを感じた。自分がちゃんと守れなかった者の重さを感じたくて、コトリの軽い身体を強く抱きかかえる。

　ぼくの持つ物干し竿に触れてしまえば、その姿も消えて成じよう仏ぶつしてしまった地伝の元凶もいる。それは最も避けたいケースだ。でもコトリの身体は確かな体温を持って、ぼくの腕のなかにある。消えて成仏することはなかったんだ。ひとまず安心。

　いや、不安だ。どうやってもとのコトリに戻せばいいんだ。



　コトリを抱きかかえたまま、何もできない二分。

　噂長との戦いに決着がついたのを察してか、廊ろう下かから視聴覚室をおそるおそる窺うかがっているクラスメイト達。

　エンジンが、集団のまえにでていった。

「ギャ、ギャルゴ様、噂そん長ちようを倒したんですか？」

　声にする気力もなくて返事は頷うなずき一つ。

　お互いの顔を見あわせたような短い間のあと、廊ろう下かにいた数十人の生徒達は喜びを爆発させた。みんなの声が届く。よっしゃーギャルゴマジ強え。わたし達助かったのね！　最強だぜギャルゴ。ギャルゴのおかげで帰れるっ。ほんとありがとう！ギャルゴの悪口大会するのもうやめるね。おいこらそこの女子、ギャルゴ様の悪口なんていってたのか、最低だな。なによアンタ、ギャルゴの子分みたいなもんでしょ、ギャルゴはカッコイイヒーローだけど、アンタに用はないのよ話しかけないでくれる？　みんな聞きましたか、この女は性格ブスですよ。うっさいわね、今度はアンタの悪口大会してやるわ。

　ぼくなんかを称賛してくれるみんな。ケンカを始めてる男女もいるようだが、コトリ以外気にしてられない。

　ぼくは神様について、あれこれ考えてるようなやつじゃなかったけど、思いっきり祈りたい気分だった。神様が世間一般通りのイメージなら、地表側じゃなく、遥はるか大空の彼方かなたにいるんだろう。ぼくは、流れた時間の落ちない汚れを感じさせる天井を見上げて、呟つぶやいた。

「コトリを救ってください。コトリを返してください」

　正気じゃないよな。狂気の噂長はもういないのに、ぼくの気が狂いそうだ。

「……春はる男おくぅん、みんながいるまえなのに、さん付けじゃなくてコトリって呼んでくれたねっ。うれしいなぁ」



    

  
    
      



    

  
    
      　天井越しの空にいる誰だれかに祈ってるぼくに空耳。なんか睡眠不足の園児のような恐ろしく舌っ足らずなかわいい女の子の声が聞こえた気がした。

　空の上の天使の声だろうか？

「あまりギュッと抱きつかれると照れちゃうよぉ」

　ぼくはよほど冷静じゃなかったのだろう。続けて聞こえてきた声で、やっと内容を聞き取った。それでもやっぱりぼくは相当テンパっていたのだろう。コトリを守れなかった。頭のなかはそれでいっぱいだったんだ。阿あ呆ほうのように天井を見上げたままのぼく。

　天使に抱きついた覚えはないと思っていたら、空の上ではなく、腕のなかの少女がもう一度、声を上げた。

「……春はる男おくんが生きててよかったぁ。春男くんが勝ったんだね。さすがヒーローさんだっ」

　これは天使の声なんかじゃない。いや、比ひ喩ゆ的にはエンジェルでも全然構わないけど、コトリの声だ。

　間抜けなぼくはそれでやっと顎あごを下げた。

「えへっ、ただいまぁ、春男くん」

「こ、コトリ。え？　ただいまってどういうことだい？」

「春男くんがね、天井の蛍光管に向かっていってたんだよっ。コトリを返してくださいって……私帰ってきました。だから、ただいまぁ」

　ぼくは公立中学校の備品に向かって祈っていたわけじゃないが、それについての訂正はどうでもよかった。この異世界にきてから状況は常に急展開。いろいろ確認するまえに、まずこういおう。

「コトリおかえり！」

　それでクラスメイト達の目も気にしないで、頬ほおと頬が触れあうくらい抱きあった。

　コトリの背中にまわしたぼくの右手の握力は一ひと桁けた台かもしれない。でもいいんだ。傷は生きていれば癒いえる。

　コトリが生きていて、なによりだ。



　お互い身体からだがあまりに密着していることを意識してしまい、ぼくは身体を離した。コトリはぼくの右手を労いたわるように触れて、いう。

「でもでもね、私お母さんとお父さん以外におかえりっていってもらったの初めてだぁ。今度は私が春男くんに、おかえりっていいたいな。春男くんがどこかにいっちゃって、私は帰ってきてよって思ってるのに、なかなか帰ってきてくれないで、やっと春男くんが私のもとにきてくれたら、いっぱいおかえりっていうから、ただいまっていってねっ」

　失われていた声を取り戻し、特に外傷もなく、ほどよく天然。完全無欠にいつものコトリだった。ぼくは起き上がる。

　この状況をなんていえばいい。奇跡。なんかミラクルなんていうと急に安っぽくなったが、コトリが無事ならなんだっていいんだ。

　地伝の元凶だったコトリが成じよう仏ぶつ（これは最悪のケース）することもなく、元戻り。地伝の元凶に人間がなったケースはコトリしか知らない。ダルマや自販機なんかじゃなく、人間だと無事に救われるというわけなのか？　なんの代償もなくコトリは救われたのか？

　答えがでてきそうにないクエスチョンはあとまわしだ。

　コトリの危機が去ったら、順番待ちしていたつぎの問題が滑り込んでくるだけだ。問題のまえに、ライムがぼくのもとにホームスチールでもするような勢いでやってきた。

「あ、よかった！　小鳥遊たかなしちゃん平気みたいで安心したわ。あなたはやっぱりヒーローね。最後の一撃を噂そん長ちように食らわせられたのは小鳥遊ちゃんのおかげもあるけど、あなたのスイングは妬やけちゃうくらい、とびっきりだった」

　誰だれかのバッティング速度に嫉しつ妬とする女子中学生なんてライムぐらいだろう。まや女子の制服にわずかな綻ほころびが見えるもののライムもいつも通りで安心した。横にいるかま子こが四つんばいになって、ぼくの足元にすり寄ってくる。咄とつ嗟さに犬の習性がでてしまったのだろう。スレンダー美女は極力四つんばいになってはいけませんというまえに、かま子が吠ほえる。

「ワン、ワン、ワァーン」

　ぼく達の勝利に喜びの「ワン」。コトリの無事に安あん堵どの「ワン」。グミ食べさせての「ワァーン」。艶つやのあるストレートの黒髪はボサボサになっていたが、かま子も普段通りだ。思わず笑顔になる。

　ライムがいった。

「あなたのヒーローインタビューをしてる場合じゃなさそうね。床屋帰りみたいなスポーツ刈りのギョロっとした目の男子が、スクリーンがなくなったっていって騒いでいるわよ。それってどういうこと？」

　それが早急に確認しないといけない問題だった。

　スポーツ刈りのギョロ目はジーズっていうんだと伝えるのはひとまず置いておいて、視聴覚室のまえの方を見た。

　ヨットの帆にだってつかえそうなほどのスクリーンの布が、忽こつ然ぜんと消えていた。ぼくとかま子とライムが隣の教室で噂長と戦い、その間避難していたクラスメイト達。視聴覚室には無人の時間があったようだ。その時に誰かが持ち去ったのだろう。

　でも誰がなんのためにスクリーンなんて持っていったんだ？

　スクリーン紛失に関して第一発見者のジーズを捜していたら、泡を食って向こうからやってきた。

「ギャルゴ様、聞いてくださいよ。一大事ですよ！」

　ジーズはお目当てのギャルゲーの初回特典の内容にだって大騒ぎする男だったから、大したことでもないように思えたが、これは本当に一大事だった。

「視聴覚室横の非常階段の踊り場でフネの旦だん那なが襲われました」

　フネの旦那というのは波なみ平へいのことじゃないだろう。

　ぼくは弾はじかれたように走りだした。



　噂そん長ちようの心象風景で気象がころころ変わる異世界。噂長が倒れた真夜中、校舎の外壁に設えられた非常階段の温度はそれでも20℃はあった。コトリとライムとかま子こはうしろからついてきている。

　狭い踊り場に座りこみ、右腕を回しているフネ。ぼくと目があうと破顔した。

「おお、ギャルゴ。噂長をやっつけたんだな。いやいや、さすがＭＢだぜ。あとで取材させてくれ。痛ててっ、それなのにおれは情けねえや。不覚をとっちまったぜ」

「もう！　フネっち、大人しくしてて」

　ランニングシャツのフネのむきだしの肩に、マキロンを塗っている中なか村むらさん。やんちゃ坊主の母親のような慈愛に満ちた顔。

　状況がまるでわかってないぼくはいった。

「どういうことなんだ？　不覚をとったって、いったい誰だれに？」

「おう、ギャルゴが戦ってる時によ、おれはクラスメイト達に避難を促してたんだ。それでよ、視聴覚室には誰もいなくなったかと見にいくと、誰かが勢いよくでてきた。そいつは由ゆ井い妃き唯いだった。電柱と物もの干ほし竿ざおの中間くらいの太さと長さの筒状のなにかを持って、非常階段に急いでるようだったぜ」

　電柱と物干し竿の中間の筒。なんかイメージしにくいな。背後のコトリが誰にともなくいう。

「その筒状のなにかって、視聴覚室のスクリーンのことだよねっ」

「ああ、間違いないだろう。それでフネは妃唯を追っかけたのか？」

「当然だ。おれは由井を保護しようと駆けだしたんだが、この踊り場で殴られちまった。相手が女の子だからって油断してたぜ。まさか攻撃を受けるとは思ってなかったからよ。いやいや、それになんか変なんだがよ。由井は全まつたくこっちに危害を加えようとする気配みたいなものがなかったんだ。まるで親友にハイタッチでもするような弾はじけた笑顔でグーパンチだ。たまらないぜ。おう、まあこれはおれのいいわけだな。すまね」

　フネはバツが悪そうに頭を掻かいた。肩の傷は殴られた時に、鉄サビの浮いた手すりにこすりつけてしまったようだ。

　ぼくは紙ヤスリのようにざらついた欄らん干かんの下に視線を飛ばした。人影はない。妃唯とは出で会あって一日だが、笑いながら人を殴るやつには見えなかった。いったいどうなってるんだ。

　中村さんがすくっと立っていう。

「ワタシがフネっちから少し離れている間にこんなことが起こるなんて。妃唯もまだそう遠くにはいってないよね。ワタシいってくるわ！」



　止める間もなかった。

　非常階段を飛ぶように降りていく中なか村むらさん。冷静沈着な学級委員長のはずだったが、好意を抱いている男がやられたとあっては、居ても立ってもいられないのだろう。恋は人を変えるようだ。

　中村さんの力の入った背中をぼくは追った。当然、残りのメンバーもあとに続く。

　未いまだにつっぱり棒を抱えたままのライムの声が、うしろから飛んできた。

「ちょっと！　その由ゆ井い妃き唯いって何？　名前なの？　なんか語ご呂ろ悪くない」

　ああ、そうだ。ライムとかま子こに伝えておかなきゃいけないことがあった。手短にいう。

「エリアスはその由井妃唯って女の子と一緒に、この異世界で行方不明になってるんだ」

「え、え、なによそれ。どういうこと!?」

「ワンワン、ワァーン！」

　ひな壇芸人のように間髪入れずリアクションをする二人。ただ、このあとぼく自身も思いっきりリアクションをするはめになった。

　非常階段を三階分降りて、校門までのグラウンドを横切っていた中村さんが不意に立ち止まった。

　ライダースーツ着用で有酸素運動を敢行したぼくは、乱れる息と共にいった。

「中村さん無理だよ。姿が見えなくなったら、どこにいったかなんて捜せない。一いつ旦たん戻ろう」

　振り返った中村さんは、学級会で議題が円滑に決まっていく時に見せるような晴れやかな顔をしていた。手にはついさっきまで持っていなかったスクールバッグ。

「これはきっと妃唯の落とし物ね」

　ランニングをあまり苦にしない肥満体型のフネがいった。

「おう。手がかりゲットだな」

　まさかの拾得物。中村さんがためらいもなくチャックを開けると、びっくり箱のおもちゃのようになにかが飛びだしてきた。

　真夜中のグラウンドに緊張が走る。

　驚きのあまりのけぞる中村さん。でも手は離さなかった。スクールバッグから上半身だけをだした影が軽い調子で自己紹介を始めていた。

「妃唯は慌てていてバッグを落としたようね。ふー、やっと春はる男おのもとに帰ってこれたわ。えーと、春男のクラスのみんなは三週間くらいまえに１７０センチになったわたしと一度会ってるわよね。でもこの大きさのわたしと会うのは初めてね。エリアスよ、よろしくね。それで真夜中の学校に集まってるボーイズ＆ガールズは不純異性交遊とかしてないでしょうね？」

　月明かりの下、いたずらっ子の笑み。

　待ちに待った再会だというのに、あまりにいつも通りのエリアス。ぼくは悲しくもないのに涙がでそうで困惑した。不意打ちのエリアスの登場で、沈黙するボーイズ＆ガールズに代わって、ぼくもなるべく軽い調子でいった。エリアスに会えて感激してることを悟られるのは、なんか悔しかったからだ。

「ああ、不純異性交遊するんなら、現実世界に戻ってからにするよ。エリアス、消えた妃き唯いとスクリーン探しに協力してくれるんだろ？」

「もちろんよ。かま子ことライムもこっちの世界にきたようね。地伝解決メンバーが全員揃そろえば問題なしね」

　ぼくは中なか村むらさんからスクールバッグを受けとる。エリアスを少しでも疑ってしまっていたのは反省。顔をまっすぐに見られない。着物姿のエリアスを自分の肩に移動させた。視界の端からエリアスが、ぼくの心を読んだようにいう。

「ねえ、もしかしてわたしが噂そん長ちようの仲間かもとか思わなかった？」

　図星。答えられないってことが答えになったようだ。エリアスはため息を吐いて続けた。

「もう、わたしを信じられなくてどうするのよ。だってね、びっくりなんだけど妃唯は字が書けないっていうんだよ。だからフネのいるクローゼットに置いておいた手紙は、わたしが代筆したんだから。春はる男おはわたしの字だって、気づいたんでしょ？」

「そうだったのか」

　確かに噂長宛あての手紙はエリアスの字だった。ぼくはそれもあってエリアスを信じきれなくなりそうになったんだった。

　エリアスの会話で名前が呼ばれたフネが唸うなる。

「エリアス嬢、ギャルゴから聞いてますよ。頭の切れる20センチの人形だって。いやいや、サミーの素人しろうとカラオケ大会で優勝したあのエリアス嬢にまた会えるとは嬉うれしいぜ」

　仲間の登場に、なんか久しぶりの和やかな空気。ただ、恋心補正がなければ最も冷静な中村さんが、ほとんど初対面のよそよそしさもなく、20センチの喋しやべる人形にいった。

「待って！　エ、エリアスさんが手紙を書いたってことは、気を失ったフネっちを噂長の家に運んでクローゼットに押しこんだのは、妃唯なの？」

　先生に授業内容を質問する優等生みたいだ。エリアスは大事なことをいうように、一つ大きく息を吐いてからいった。

「半分正解かな。確かに妃唯はフネをクローゼットに押しこんだわ。でも噂長の家にはフネを連れてきてないの。妃唯の体力自体は平均的な女子中学生のものだから、さすがにフネは運べないわ。フネは、自力で噂長の家を探し当てたんだよ。そこに妃唯があとからきて、フネの後頭部をガツンと一発殴ったの。あとは気絶したフネの直前までの記憶を上書き睡眠で、でたらめなものに変えたのよ。ひとまず自分が襲ったことさえフネが覚えてなかったらよかったみたい」

　フネは何者かに駅前で襲われたと思っていた。でも地伝のまえでは推理や憶測はまるで無意味だった。フネが頭をボリボリと掻かいた。

「おう、上書き睡眠の地伝はやっかいだな。おれは記憶力で役に立ちたかったんだが、その肝心の記憶が変えられてるなんてな。勘弁してほしいぜ」

　ライムが焦っていう。

「ちょっと、上書き睡眠ってなんなの？　それも地伝なの？」

「ああ、ライムとかま子こにはこの異世界で起こったトンデモな出来事をまず話さなきゃな。なあ、二人とも。ホラーは得意かい？」

　噂そん長ちようの言動は恐怖と不快感のミックスだ。思い返すのも精神衛生上よくない話だった。フネがいう。

「おう、ギャルゴ。まず視聴覚室に戻ろう。ヒーローがいなくなったままで、スクリーンもないんじゃ、クラスのみんなが焦っちまうぜ」

「ああ、そうだな」

　再び非常階段へ移動。この世界があの世に辿たどり着いてしまうまでに、まだしなきゃいけないことがある。まだまだわからないことがある。

　それでもエリアスと合流できたおかげで気持ちはかなり前向きになっていた。ただ、エリアスが現れてからずっと無言で眉み間けんに浅い皺しわを寄せていたのはコトリだった。かま子とライムに異世界でのトンデモ体験を一通り説明していると、コトリが意を決したようにいった。

「あのっ、もとの世界に戻れたら春はる男おくんは誰だれと不純異性交遊するんですかぁ」

　コトリは恐ろしく素直な子だった。ぼくの軽口を真に受けて今の今まで悩んでいたようだ。ぼく達は揃そろってコトリの可愛かわいらしい天然に笑った。ただ、ぼくは笑ってる場合じゃなかった。この場には天然のコトリより恐ろしい下しもネタドールがいたのだ。

「春男と同じ部屋で寝起きをしてるわたしは、もうかなり不純春男交遊をしちゃってるわよ。このまえの朝だってわたしが目覚まし時計の上で寝ていたら、ベルが鳴った直後にね、春男ったら寝ぼけてて、わたしの胸を押して目覚ましを止めようとするのよ。もう、朝からエッチなんだから」

　アラーム停止ボタンの上で仰向け。嫌がらせのような目覚めドッキリだ。ぼくがたまらずツッコむまえに、やきもち焼きのスプリンターが、エリアスを黙らせるためにその頭をかぽっと咥くわえた。こうなるとエリアスは静かなものだった。で、つぎに眉間に皺を寄せたのは、ライムだった。

「あなた、エリエリの胸をギュウギュウって押したの？」

　エリアスの話にギュウギュウという擬音は登場してなかったと思うが、目覚ましを止めようとしたのなら、ぼくは強く押していたかもしれない。でもそんなことをいったら、このつっぱり棒娘のつっぱり棒で押しだされ、非常階段から落とされる可能性がある。三階からの落下は無事では済まないだろう。

　ぼくはライムのツインテールでも褒ほめて無理矢理話題を変えようとしたが、それは爆弾発言娘に遮られた。

「そういえばぁ。巨乳風か邪ぜっていう地伝が流は行やった時に、春男くんは健康ランドのお風ふ呂ろで私のお胸をぎゅっとしてくれたよね。えへへっ、なんか懐かしいね。それに恥ずかしいなぁ」

　あったよね、そういうことが。

　ただ、どういうわけか、ぼくはさほど暑くもない異世界の非常階段で変な汗をかいた。

　コトリは本当、記憶力がいいよねと賛辞を述べてる余裕はなかった。つぎの瞬間には、「あなたのバカ！」というライムの声を合図に、ぼくの身体からだは非常階段の鉄てつ柵さくを越えていた。

　ここは地伝の影響がでている異世界。身体能力が上がっているぼくは、一階分の落下のあと、二階の踊り場になんとか着地した。コトリとエリアスとライムのスリーショットは、塩素系の漂白剤と同じだった。混ぜるな危険。

　ぼくはジャッキー・チェンじゃないんだ。スタントなしのアクションはしない特撮ヒーローになりたい気分だ。



　噂そん長ちようとの戦いで負傷した右手には、応急処置が必要だった。ぼくは傷口をゆすぎ、包帯を巻く。

　校舎三階の視聴覚室に戻ると、クラスメイトのみんなが集まっていた。

　０時を十五分ほどまわっていたが、眠そうな顔をしてるやつはいなかった。誰だれだっておばけ屋敷のなかを滑走するジェットコースターみたいなスリルとミステリアスの真まっ直ただ中なかでは、睡魔になんて襲われないよな。異世界の夜は、修学旅行の消灯時間後の好きな子の暴露大会以上のドーパミンの分泌だ。

　ぶち開けた壁の穴の向こう。隣の教室で倒れている噂長の姿を遠巻きに眺ながめていたみんなが、ぼく達の姿を見ると安心したように表情を柔らかくした。ぼくをギャルゴ様と呼んでくれる同じ趣味を持つ男子達だけじゃなく、一言も話したことない女子達までもが、やけに熱のこもった視線を飛ばしてくる。完全に慣れてない。

　優しかった新しん藤どう先生が急に大暴れした事情と、ぼくが戦った理由について、知る由もないクラスメイトに隠し事はもう無理だろう。これから力をあわせてスクリーン探しをしなきゃいけないわけだし。

　さて、なにから話そうか。

　エリアスを入れたスクールバッグをライムに渡して、ぼくは教壇に向かう。

　みんなの輪から数人の女子達がでてきた。我がクラスのどことなく派は手でで目立つ女子達グループのシュシュ以外の四人だ。半日ほどまえ、ぼくは職員室で噂長に迫られるところを目撃されてる。

　女子の一人がいう。

「新藤せんせが、超おかしな感じになっちゃったのって、ソレ地伝のセーなんでしょ？」

「ああ、そうなんだ」

　噂長は自ら起こした地伝の多さで我を忘れたんだ。それを説明するまえに、四人の女子が我を忘れたのかと疑いたくなる強行にでた。手にはなにやら粉雪のような白い塊。

「ホラやっぱりギャルゴにラブラブになっちゃう系の地伝が流は行やってたんだ。全然ヤダ！」

　最後の叫さけびが合図だったようだ。

　目のまえの女子たちは手のなかの塊をぼくにぶつけた。顔にも浴びせられる。砂のようなザラザラ。なんだこれ？　口に入ると唾つばと一緒に吐きだした。うわ、しょっぱ。呆ぼう然ぜんとする一同のなかからシュシュが飛びだしてくる。

「あんたら、なにしてるのよ。うちらのヒーローのギャルゴになにしてくれちゃってるのよ！」

　うちらのヒーローなんて呼ばれて照れてしまいそうだが、塩を払うのが先だ。ぼくは取り組みまえの土俵じゃないんだ。塩は食べるもので、浴びるものじゃない。

「ユウナ止めないで！　お清めの塩よ！　そこどいて！　ギャルゴに塩を塗りたくらないと！」

　漬け物じゃないんだ。塩まみれなんて御免だ。

　ぼくは隣の教室へと続く、壁の穴をくぐり抜ける。背中に塩の塊をぶつけられる。現役時代の水戸泉関のように豪快に塩を撒まく女子達。消灯しているこちらの教室まで追いかけてきそうな女子達を、穴のまえにでて食い止める影が眼前に見えた。え、誰だれ？

　視聴覚室の灯りを受けて、ぼくからは完全な逆光。タイミングが悪く、塩を思いっきり被った影の声がいった。

「アタシがおかしくなったのは、アタシに原因があるの。こんな異世界までみんなを連れてきてしまった。ごめんね、みんな。アタシ、先生失格だわ。ううん、先生どころかアタシは普通の人間ですらないの。ごめんなさい。こんな、こんな、バケモノがみんなの先生で」

　そのあとは涙で声にならなかった。スキーウェア姿の噂そん長ちようはその場に崩れた。噂長の恐怖をよく知ってるメンバーの顔が強こわばっているのが見えた。他のクラスメイト達は、大泣きする女教師に戸惑っているようだ。

　ぼくはみんなを守るためなら、無情にだってなれる。

　この教室の床に転がったままの塩化ビニールの物もの干ほし竿ざおを掴つかんだ。泣かれようが噂長の言葉を聞く耳は持ってなかった。

　起き上がってしまったのなら、もう一度、物干し竿の一撃を見舞うのみ。

　噂長の背後から歩み寄るぼく。音もなく、振りかぶる。

　ライムの持つスクールバッグからいつのまにか飛びだしたエリアスが叫んだのは、その時だ。

「春はる男お待って！　噂長はもうダイジョブ。ほとんど地伝のオーラなんて残ってない。噂長はもう狂った心も怪力も持ち合わせてはいないはずよ」

　ぼくは蹲うずくまる噂長の脇わきをすり抜け、視聴覚室へ。ライムの肩に座ったエリアスと向かいあう。クラスメイト達は、突如現れた喋しやべって動く人形に騒然としていた。およそ六十人の動揺を無視して、ぼくはいった。

「エリアス、それは信じていいのか？　ぼくは少しでも危険に発展しそうなことは取とり除のぞきたいんだ」

　取り除くというのはオブラートに包んだ言葉だった。心の声はもっと乱暴だった。噂そん長ちようにトドメを刺したいといってる。

「信じて。春はる男おはわたしがいなくなったあとも、結局最後までわたしを信じてくれてたんでしょ」

　エリアスのことは信じてる。復活した噂長を信じられるかなんて、かなりキツイ相談だ。でもエリアスのいってることは疑いたくはない。泣いている噂長の背中を見つめた。

「……ああ、わかったよ。でも」

　噂長を、気にしないでいった。自分でもびっくりするほど冷たい声がでた。

「噂長がいたって、なんの役にも立たないじゃないか」

「ううん、そんなことないわ。ねえ、噂長」

　噂長が涙も拭ぬぐわずにおずおずと顔を上げた。ほんの数十分まえまで最悪の狂人だったという面おも影かげすらない萎しぼんで濡ぬれた顔。それは誰だれも見たことがなかった新しん藤どう先生の悲しみだった。噂長は自分に呼びかけてきたのがエリアスだと気づくと、表情に驚きが広がった。

「え、あ、あなたは……エリアス。あぁ、よかった、生きていたのね。アタシったら、てっきり」

　そういえば、噂長はぼくがエリアスの身代わりにさしだした人形の首をもいでいたんだった。エリアスを自分が殺したと思っていたようだ。

「ええ、おかげさまでぴんぴんしてるわ。ねえ、噂長はもう思いだしているんじゃない？　由ゆ井い妃き唯いって誰なのか。わたしの読みが正しければ、春男に物もの干ほし竿ざおで殴られて、改変されてた部分の記憶が蘇よみがえったと思うんだけど」

　どうなってるんだ。そう感じたのはみんなも同じだったらしい。噂長のせいでパーカーが五分袖そでになったジーズがいった。

「ど、どういうことですか。改変されてた記憶っていうのはなんですか？　っていうか、あなた様がエリアス様ですか。ギャルゴ様のお仲間なんですよね。なんかすごくかわいいじゃないですか。どういう仕組みで動いているんですか。知りたいですよ」

「ジーズ黙れ。エリアス氏、この阿あ呆ほうが話の腰を折ってしまいましたが、どうか続けてください」

　ジーンズ姿のジーズ（ダジャレのつもりはない）をエンジンが落ち着かせる。この場で一番身体からだの小さいエリアスが注目の的だった。エリアスは重要な台詞せりふをいった。

「噂長も、由井妃唯に上書き睡眠の影響を受けさせられていたのよ。由井妃唯の生みの親は、噂長あなたなんでしょ」

「ア、アタシがユイキイを生みだした……ええ、そうだわ。そうだったんだわ」



　突然エリアスが帰ってきて、噂長は狂気や怪力を失って目覚める。

　なにか知っていそうなエリアス。

　由ゆ井い妃き唯いのことを思いだした様子の噂そん長ちよう。

　０時からの三十分はこうして怒ど濤とうの展開で、過ぎ去った。

　妃唯とスクリーンを探すのは最重要課題だったが、まずはエリアスと噂長に頭のなかを吐きだしてもらうのが先だった。妃唯を捜す手がかりがある気がしてならないからな。

　座りこんだまま、不安げに視線を床に落とす噂長にいう。

「由井妃唯を生みだしたってどういうことだよ？　彼女は普通の人間だろ。噂長がさ、小学六年生の妃唯に上書き睡眠の力を与えたんだろ。そのせいで妃唯の周りの人達は、妃唯の記憶を全すべて失うことになったんだ。なあ、噂長が妃唯をこの異世界に一年と半年以上もまえから閉じこめたんだろ」

　話しながらぼくは混乱しそうだった。だけど、ほとんど事情を知らないクラスメイト達のパニック度はもっと上だっただろう。みんなには、マボチュー入学以来、妃唯と一緒に机を並べて勉強した記憶があるからだ。

　噂長の頼りなく揺れる瞳ひとみが、ぼくの顔に焦点を定める。強い視線だった。

「ハルオ君、ユイキイから聞いた話はほとんど忘れちゃってもいいわ……大半が嘘うそだから」

「え、嘘って、なんだよそれ？」

「ユイキイは演技がとっても上う手まいの。嘘をつくことと、人の嘘を見破ることはおそらく誰だれよりも得意なはずよ」

「演技が上手いって。それじゃあ、まるで妃唯は女優みたいだな」

　由井妃唯の存在が急にきな臭くなってきた。ぼくは妃唯のことを妃唯の口から聞いた言葉でしか知らない。全部嘘だったんなら、ぼくのなかでの妃唯の存在は夢のようにうつろだ。

　噂長は前髪についた塩を払って、いった。つらそうな声は、塩が口に入ってしょっぱかったわけじゃなさそうだ。

「アタシはそういう性格とそういう能力を持った子に、ユイキイを生んで、育ててしまったの」

　暗雲のような後悔が噂長の表情を曇らせた。不老の噂長の顔は確かに二十代半ばのお姉さんのものだったが、皺しわには表れない五十年分の生きた重みと深みが見えた気がした。



　ぼくは、ＮＨＫ教育テレビの中国語講座でも見始めてしまったかのように、チンプンカンプンという表情のクラスメイト達にいった。

「みんな聞いてくれ。今の状況を説明すると、プチ神隠しの地伝の効果があるスクリーンを見つけないと、もとの世界には帰れないんだ。ああ、それでスクリーンを持っていったのはどうやら由井妃唯っぽいんだ」

　スクリーンが無くなっているということで、すぐに帰れないという状況をある程度察しているクラスメイトもいたようだが、大半は騒然。ガヤガヤ。

「落ち着いてくれ。ぼくは必ずみんなを無事にもとの世界に戻す。頼りないかもしれないけど、約束するよ」

　そこで楽観主義の代表のようなバスローブ姿の桑くわ島しまがいった。

「ヘイ、田た中なか。いいかい？　もとの世界には当然帰りたいけどよ、そんなに焦らなくてもいいんじゃないか。この世界結構楽しいぜ。贅ぜい沢たくいうともう少し遊んでたいな俺おれ。鬼ごっことかもしたいよな。町中のおもちゃと遊具を俺達で独占できるんだしな」

　桑島が喋しやべると、周りが明るいムードになるようだ。クラスメイト達の顔が休日前の夜のサラリーマンみたいにだらしなくなる。ただ、ぼくはそのムードを壊す発言をしなきゃいけない。クラスのみんなに大事なことを隠したまま、危険な目にはもう遭あわせられない。

「実はこの異世界は、明日に日付が変わる瞬間あの世に到達してしまうんだ。今日の24時。あと23時間と25分ってとこか。あの世に着いてしまったら、ぼく達はもとの世界には帰れないんだ」

　この情報をぼくにもたらした噂そん長ちようは鎮痛な面おも持もちで頷うなずいた。ぼくはてっきりこれをいったら、みんなは悲ひ鳴めいを上げると思っていた。だが、クラスメイト達の顔にあるのは、不安を吹き飛ばす希望だった。

　真夜中でも疲れを感じさせないシュシュがネオン管みたいなキラキラした声でいった。

「ネーでもさ、それって、うちらは心配しなくてもいーんだよね。あーあ、別にうちらに無関係っていってるワケじゃないからね。だってさっきギャルゴがいってくれたじゃん。みんなを無事にもとの世界に戻すって。うちはギャルゴなら、きっと約束守ってくれるって思ってる。って、うちだけじゃないよね。そー思ってんの」

　クラスメイト達はそれぞれ頷いて、笑みを見せる。みんなの気持ちがありがたかった。

　ぼくは口のなかにしょっぱいものを感じた。泣きそうだったが泣いたわけじゃない。さっき投げつけられた塩が口に入ったのだ。

「みんな、ほんとありがとう。それでこっからはちょっと踏み込んだ話を新しん藤どう先生としたいんだ。悪いんだけどみんな席を外してくれないか。申し訳ない。もしよかったら、寝ててくれないか？　もうこんな遅い時間になっちゃったしさ」

　あと一日もしないであの世行きだといわれて、そこから先は聞かないでくれというのは、ムチャな相談だと思った。だけど、すでに噂長の過去話をある程度聞いていて、これからの話にも興味があるだろうエンジンがいった。

「御ぎよ意い。ギャルゴ様、自分はここをでていきます。どうぞ新藤先生と話してください。杳ようとして消息がわからない由ゆ井い氏とスクリーンの捜索には、僭せん越えつながら全力を尽くさせていただきますから」

　窓際で桑島がいう。

「田中、先生の話をしっかり聞いてやれよ。俺はせっかくだから屋上で星空でも見てこようかな。ハハハッ、さすがにこの状況で、眠くなってるやつなんていないよな」

　あとはそれぞれぼくに頷きやひと言をかけ、クラスメイト達は視聴覚室をでていこうとする。一時的にのけ者にされることに、嫌がるそぶりも見せない。信じられない素直なやつら。

　みんなの背中を見送るぼくのまえに、シュシュ以外の派は手でな女子グループ四人がでてきた。一人の子がいう。

「ギャルゴさっきは塩をぶつけちゃってごめん。許してよね。いきなりいろんなことが起こるから、戸惑っちゃって。ねー、妃き唯いはあたし達の友達じゃなかったってことなの？　あ、ううん、その答えはいいや。とにかくギャルゴがあたしらのために一生懸命なのわかったから」

　ぼくに向かって四人の女子達は胸元で小さく手を振って、視聴覚室をでていこうとする。なんかみんないいやつら過ぎて、困ってしまう。

　先頭の何人かが廊ろう下かにでた時、噂そん長ちようが叫さけぶようにいった。

「待って！　みんなにはここにいてもらったほうがいいわ。アタシはみんなに罪滅ぼしをしたいの。だから、まず自分のしてきたことをみんなに聞いてもらいたいわ」

　始業のチャイムのようなものだった。出て行こうとしていたクラスメイト達も戻って視聴覚室の床に腰を降ろした。完全に聞く姿勢。本当に屋上に星を見にいこうとする桑くわ島しまを草そう一いちが連れ戻してきて、噂長の話が始まった。

　これだけ大勢のまえで、たとえ否定されても今さら変えることのできない自分の過去を話すのは、大変な勇気だったと思う。



　噂長はまずエルグランドの車内でしてくれた話をした。

　せっかくここは学校の教室なんだ。視聴覚室にだって、しっかり黒板はある。チョークを掴つかんで、ぼくにとってはおさらいの噂長の自分史を箇か条じよう書がきしていく。



・五十年前に不老不死の身である噂長として生まれた。

・噂長は双子だった。新しん藤どう先生は姉の方だ。

・姉のあやかし村の噂長は、名をあやか。妹のまやかし村の噂長は、名をまやかといった。

（これは今初めて聞いた情報だ）

・妹の噂長は、姉の噂長を救う存在に生まれ変わるという強大な地伝を起こし、死んだ。

・妹の生まれ変わりと思おぼしき者とは現在まで会えていない。

・自分のことを知っていてくれて、知ろうとしてくれて、自分の不死の人生に終わりを用意することができる存在をつくった。

・その存在とは物もの干ほし竿ざお占い師の宝ほう明めい院いん真ま魅み。

・なぜすぐに人生を終わりにしなかったかというと、その理由は、一生で一度でいいから　誰だれかを心底愛し、愛されたかったから。決して地伝の力をつかったりせずに、ありのままの自分を愛してほしいと思っていた。



　最後の箇か条じよう書がきには、女子達の共感が集まった。涙ぐんでいる子までいる。

　今日まで、地伝の影響を垣かい間ま見みたりする以外は、摩ま訶か不ふ思し議ぎ（続けてアドベンチャーと書きたくなる）とは、ほとんど無縁の生活を送っていたクラスメイト達の顔には、困惑が見えた。噂そん長ちようの話は、数学の方程式を理解するより難しいよな。

　でも多感なお年とし頃ごろのぼく達には、五十年間誰だれにも異性に愛されることのなかった孤独は、安易に想像できるなんていえないけど、なんとか想像を働かせたかった。でも、その思考の先に待っていたのはやっぱり想像できない孤独だった。噂長への感情移入のあとには、噂長への深い同情が残った。

　同情は噂長の罪をも流す。関係のないみんなを異世界へ連れてきたというおこない。もともと噂長はみんなに愛される新しん藤どう先生だ。クラスメイト達の声に噂長への怒りはない。噂長カワイソー。噂長ツラソー。

　ただ、教室のそんな雰囲気に、彼女は流されたくなかったようだ。ホームルーム中のように中なか村むらさんが挙手して、叫さけんだ。

「ワタシは噂長先生のことを許せない！　噂長先生、まずフネっちに謝ってよ。サミーでフネっちのこと突き飛ばしたでしょ。謝ってよ！」

　我を忘れた噂長がショッピングセンター・サミーでフネを吹っ飛ばしたのは二時間まえのことだ。委員長の激げつ昂こうに沈黙する教室。フネがなんでもないことのようにいった。

「いやいや委員長。いいんだ。幸い特にケガもしてなかったしさ。噂長、いや、新藤先生は、こうしてみんなのまえで自分の辛つらい過去を正直に話してくれてるんだ。それでいいんだよ」

　フネがいい終わったあとには、噂長は教壇の上で土下座をしていた。お笑い芸人のコントなんかじゃなく、本当の切羽詰まった土下座を初めて見た。頭を下げたまま、噂長がいう。

「中村さん、フネくんごめんなさい。アタシのせいで本当に危険な目に遭あわせてしまって。命に代えても、みんなを無事にもとの世界に帰すわ」

「命に代えてもっていったって、噂長先生は不老不死なんでしょ？　なら、命に代えられないじゃない！」

　不老不死に対する皮肉たっぷりのツッコミ。怒ったのはフネだった。

「おう、委員長。それはいいすぎだぜ。新藤先生だって、好きで噂長になったわけでもないし、好きで我を忘れてしまったわけじゃないんだ」

「なによ！　なんでワタシがフネっちに怒られなきゃいけないのよ。ワタシだって、好きでこんな異世界にきたんじゃないから！」

　誰も止める間もなく中村さんは廊ろう下かへ飛びだしていった。フネと目があう。フネ追っかけてくれ。意味は伝わったようだ。

「おう、ギャルゴ。おれのとこの隊員が迷惑かけてすまね。呼び戻してくるぜ」

　フネが廊下に消えた。噂長も視聴覚室をでていこうとしたが、止めた。今の中村さんには、フネのいうこと以外届かないだろう。

　この場から二人のクラスメイトがいなくなって、どんよりしたムードになっちまった。なるべくシリアスにならないで、なるべく深刻にならないで、とにかく今は噂そん長ちようの過去を聞いて、妃き唯いとスクリーンを捜すことに前向きに取り組まなきゃいけないのに。

　出し抜けに桑くわ島しまがいう。

「な、田た中なか。気になってることがあるんだけどよ」

「うん？　なんだ？　わかりにくいとこがあったんなら、噂長に説明してもらうけど」

「ヘイ、そこにいるエリアスちゃんについてだ。もしかしてサミーの素人しろうとカラオケ大会で優勝した、田中の遠い親しん戚せきだっていってたあのエンジェルちゃんことエリアスちゃんか!?」

　漢検５級レベルの常用漢字と空気が読めない桑島は、このどシリアスなムードのなか、突き抜けた明るい声だった。ぼくはあのエンジェルちゃんことエリアスちゃんで間違いないと伝えた。地伝の効果でエリアスが大きくなったんだと補足。

「ということは、エンジェルちゃんは俺おれのプレゼントを田中から受けとってもらえたかい？　図書カード千円分だぜ」

　あったね、そんなことが。

　あの千円分の図書カードはありがたくマンガの購入資金につかわせてもらった。もちろんエリアスのチョイス。20センチのいたずらっ子がいう。



    

  
    
      



    

  
    
      「え、図書カードってなんのこと？　わたし知らなーい」

　エリアスがぼくを見てウィンク。困ったやつだ。桑くわ島しまが喚いた。

「ヘイ、田た中なか！　どういうことだ。俺おれのエンジェルちゃんへの純真になんてことを。恋愛裁判だと有罪だぜ。ギルティ、ギルティ」

　桑島の馬ば鹿かみたいなギルティコールには、立ちこめていた重苦しい空気を消し去る力があるようだ。学校の休み時間みたいな雰囲気になっていた。

　ただ残念なことに土下座でもしないと、喚いている桑島は止まらなさそうだ。



　エリアスが桑島の誤解を解き、プレゼントのお礼に投げキッスを一度くれてやると、桑島だけじゃなく他の男子達の胸もキュンとさせた。それが男子達の間でエリアスに「エンジェルちゃん」というあだ名が浸透した瞬間だった。休憩時間は終わりだ。天使と呼ばれて上機嫌のエリアスが男子達のまえで自慢のスリーサイズを発表するまえに、二時間目の授業を始めよう。

　授業内容は、妃き唯いの誕生秘話だ。



　再び、噂そん長ちようが壇上に立った。

「アタシが思いだしたユイキイについて話すわ」

　これから聞く内容は、ぼくもまだ知らないことだろう。

「アタシはユイキイに関する記憶を忘れていたの。でも取り戻したわ。ユイキイという名前もアタシがつけたんだわ。ユイにしようか、キイにしようか悩んでいて。生まれてきたばかりのユイキイが、両方がいいっていうから。ユイキイって名前になったの。みんなの前では、無理矢理日本人の名前っぽく由ゆ井い妃唯って漢字にしたのね」

　ユイ。キイ。ネーミングの最終選考に、生後まもない本人が名付け親に希望をいう。妃唯は誕生からして普通の人間ではなかったんだな。初めから喋しやべることができる状態で人生が始まる。ひよこクラブは必要なさそうだ。

「ユイキイを生みだしたのにはもちろん理由があるの。アタシは噂長ということを隠して社会に出て、不老不死だとバレるまえに関かかわった人達のなかからアタシに纏まつわる記憶を消していたわ。そんなことを幾たびも繰り返して生きていた。でもね、今から六年前のアタシは、自分に纏わる記憶を奪ってしまうのがとてもつらいと感じてしまう子達に出逢っていたの。アタシはその頃ころ、小学校の先生をしていたわ。受け持っていたのは二年生のクラスよ。アタシのことを忘れてほしくないと強く思った」

　この時点で勘の鋭するどい何人かは気づいていただろう。不思議な符合に。ぼく達の六年前は小学二年生なのだ。勘だけじゃなく観察力も鋭いやつは、噂長がなぜかチラッとハナさんを見たことに気づいただろう。ぼくはたまたまそれがわかった。でも視線の意味なんてまるでわからないし、気にしていられなかった。噂長のつぎの一言が強烈だったのだ。

「ここにいる男の子と女の子のなかには、小学校一、二年生の時、アタシが担任をした子が何人かいるわね。アタシは六年前の小学二年生のクラスの子達に、自分との思い出を自らの手で忘れさせるのがどうしてもつらくて。アタシの代わりに、みんなのなかのアタシの記憶を消してくれる存在、上書き睡眠の地伝の元凶として、ユイキイを生みだしたの」

　ユイキイ、いや、ぼくは今まで通り妃き唯いと呼ぶことにしよう。

　妃唯が小学二年生のぼく達のなかから、新しん藤どう先生の記憶を消し去った。おそらくぼくもコトリも新藤先生の教え子だったのだろう。小学一、二年生の頃ころの友達や遠足のことは思いだせても、なぜか担任については靄もやがかかったように思いだせなかった。いい先生だった気がする。何日かまえに見た夢の内容のように曖あい昧まいな思い出。

「地伝の元凶として生みだしたユイキイだったけど、アタシは一緒に暮らすことにしたの。ユイキイの容姿を中学生くらいの女の子にしたのは、妹がほしかったし、二人で演劇がしたかったから。存在を生みだす時、ユイキイはとっても演技の上う手まい子にしたわ。それに無条件でアタシのことを愛してくれる子にもしたわ」

　上書き睡眠で妃唯はマボチューの二年二組にいる演劇部の女の子という記憶を、クラスメイト達に植え付けていた。演技の天才。嘘うその天才。ぼくの知らない妃唯の正体がどんどん見えてくる。

　ここまで黙って聞いていたエリアスがいった。

「ねえ、噂そん長ちよう。ユイキイって、あ、わたしは妃唯って呼ばせてもらうわ。妃唯って、人間なら誰だれしもあたりまえに持っている感情が抜け落ちてたりしない？」

　感情が抜け落ちている。どういうことだ？　エリアスは妃唯と過ごした空白の七時間半になにを知ったんだ？　エリアスが妃唯と一緒にいた事実を伝えると、噂長がいう。

「エリアスちゃんはユイキイに連れ去られていたのね。そうよ、あの子はある感情が全まつたくないの。上書き睡眠で人の記憶を消すことはどうしてもつらいことよ、罪悪感も覚えるわ。ユイキイにはそんなつらい思いをしてほしくなかった。アタシと楽しく毎日過ごしてくれる同居人でよかった。だからあの子には、上書き睡眠をつかうにあたって、最適な人格を与えてしまった」

　教卓のまえで噂長はクラスのみんなの顔を見まわした。まるでこれからいうことは、テスト範囲だから、しっかり覚えておくように、と促すようだ。噂長の張り詰めた表情が、これがただの授業中でないことを伝えていた。

「ユイキイには、将来への不安も、自分という存在への疑問も持たないようにしたの。今が楽しければいいというような、とても享きよう楽らく的てきな人間にしてしまったの。もっというと、負の感情は一切持ってないわ。怒りも悲しみも感じない、肉体的な痛みすら感じない無痛の子なの」

　喜怒哀楽のうち、二つが欠けてる。それはどんな人間なのだろうか。いや、痛覚すらないらしい。それは人間じゃなく、無痛の怪物じゃないのか。ぼくがこの異世界で妃唯としたおしゃべりは全すべて演技。嘘。虚像。

「アタシのことをとても好いてくれるユイキイが、みんなの中から記憶を消されてしまうアタシの辛つらい気持ちを思いやるなんてこともなく、上書き睡眠の力を存分に発はつ揮きしてもらうためには、そうするしかなかったの……ごめんなさい」

　噂そん長ちようのその謝罪は誰だれに向けているのかわからなかった。素の妃き唯いを見たというエリアスが、印象を語った。

「妃唯はわたしを無理矢理連れ去ったわ。スクールバッグのなかに詰め込まれた。バッグからだしてもらったら、どこかの家だったわ。それでこの真夜中にマボチューにくるまでの七時間以上、その家で強制的にＴＶゲームをさせられたわ。二人でゲームができるって、妃唯はずっと楽しそうにしてた。演技をしてない時の妃唯は二種類だった。楽しそうにしてるか、楽しくなさそうにしてるか」

　自分達が知っていた由ゆ井い妃唯はまるで別人だったと知って、クラスメイト達は打ちひしがれたようだ。ぼくはいう。

「なあエリアス、そのどこかの家というのは場所とかわかるのか？」

「移動中はずっとスクールバッグのなかだったから、ゲームした家がどこにあるのかわからないわ。地理は苦手なのよ、普段あんまり春はる男おの部屋からでることないし、一人ででかけないから……ねえ、噂長、妃唯がいたあの家だけど、それがどこかわかるんじゃない？」

　教壇に集まる視線。噂長の声は六年前にユイキイを生んだ頃ころに戻ったように遠くなった。

「ええ、わかるわ。その場所はおそらくアタシとユイキイが四年間、一緒に暮らした家だわ。さあ、今からいきましょうか」



    

  
    
      


第二話　奇跡の名は？

　　　―あの世まであと22時間41分―





　つぎの行動は決まった。

　噂長が妃き唯いを生みだした六年前から去年の三月まで、四年間以上を一緒に暮らした住処すみか。まずはそこにいくことだ。ただ、ぞろぞろと六十人以上でお出かけする必要はない。

　選抜した真夜中のお宅訪問メンバーは、噂長、エリアス、かま子こ、ぼく。それになぜか桑くわ島しま。

　せっかく再会できたエンジェルちゃんと離れたくないといい始めたのだ。なんてやつだ。まあ、張り詰めていた空気を和ますには桑島はいいキャラクターなのかもしれない。不思議な取りあわせの五人で夜のピクニックだ。

　地伝解決メンバーのライムを外したのには、理由がある。ぼくが不在のマボチューに、戦闘に慣れた人材を残しておきたかったのだ。ライムはマボチューの守備隊長。怒りと悲しみのない妃唯の行動が読めないのが、とにかく不気味だしね。

　グラウンドでフネがいっていた言葉が思い返された。

　――由ゆ井いは全まつたくこっちに危害を加えようとする気配みたいなものがなかったんだ――

　――まるで親友にハイタッチでもするような弾はじけた笑顔でグーパンチだ――

　人を殴ることに一切のためらいも罪悪感も覚えない人間がいたら。それが一般的な女子中学生の体力しか持ち合わせていなかったとしても、充分強敵だった。

　しかも妃き唯い自身は痛みを感じないのだ。

　相手の痛みをイメージすらできないのなら、人間はどこまでも残酷になれるのかもしれない。想像のなかで妃唯がどんどんバケモノじみてくる。

　マボチューに残るライム以外のメンバーには、無理なお願いかもしれないが寝ていてくれと伝えた。これからどうなるかわからない。上う手まくいけば、噂そん長ちようと妃唯の家でスクリーンを取り戻せるかもしれない。寝れるうちに寝ていてほしい。



　ぼく達五人が視聴覚室をでると、ちょうどフネと中なか村むらさんが戻ってきた。

　中村さんが噂長を許すにはまだ時間がかかりそうだ。噂長は再び謝ったが、目すら合わせてもらえなかった。まあ仕方ないよな。噂長に悪意があったわけでないにしろ、我を忘れて暴走したのだから。これは道徳の教科書じゃないんだ。罪を憎んで人を憎まずみたいな大層な話とは違う。

　昇降口で外靴に履き替え、物もの干ほし竿ざおを不携帯のぼくは噂長とエリアスに聞いた。

「ところで妃唯はさ、なぜスクリーンを持っていったのかな？」

　かま子この肩に乗っているエリアスがまず答えた。

「妃唯は噂長のことを愛してるわ。一人ぼっちで異世界に残されるのは淋さびしいからじゃないかな」

　噂長が悲しげに訂正した。

「そうね、ユイキイはこの世界に一人で残ることは嫌がるでしょうね。でもそれは、淋しいからではないわ。誰だれもいなくなると楽しくなくなるからだわ」

　楽しくなくなるという理由で、みんなの帰り道を塞ふさぐ。妃唯は無邪気な悪魔なのかもしれない。

　たまらなく気持ちが重くなって、校門を抜ける。外気温は15℃。自分が生みだした妃唯の記憶を取り戻して、噂長の気持ちも少し冷え込んだようだ。バスローブ姿のまま、路上を歩く桑くわ島しまがいう。

「ヘイ、まるで由井を怪物かなにかみたいに怖がってないか。結局のところ、楽しいことばかり考えてるやつなんだろ。別に悪い人間じゃないじゃんか。えーと、東ひがし舟ふな道みちを殴ったんだっけ？　あちゃー、やっちゃった感じがするな。あー、でもさ、人を殴るのは悪いことだって知らないから、由井はやっちゃったんだろ。いけないことだってちゃんと教えてやろうぜ」

　桑島の言葉は純粋な五歳児並だった。ぼくは頷うなずく。歩いて十分もかからないという噂長と妃唯の家に向かいながら、ぼくは生みの親に訊きいた。

「妃き唯いに、例えば善悪なんかを教えられるのかい？」

「ええ、ユイキイに人間らしい感情や社会のルールなんかを伝える方法はあるわ。アタシの書いた演劇の台本がそうなの。生まれてすぐのからっぽだったユイキイに、創作した物語をつかって、いろいろ教えたわ。ただ、アタシは自分と楽しく暮らせさえすればいいと思っていたから、肝心な感情を伝えるのをあとまわしにしてしまっていたわ」

　噂そん長ちようは完全に地伝的子育てをしていたのだ。教育方針に後悔。ため息が漏れてる。外灯の下。噂長の顔は光が当たっている部分より、影の部分が多かった。スポットを全身に浴びて、桑くわ島しまがいう。

「先生、元気だしちゃってくださいよ。ハハッ、逆よりいいじゃんって感じですよ」

　エリアスが首を傾かしげる。

「逆って？」

「由ゆ井いはさ、ムカツクとか泣けるとかっていう……あぁ、負の感情っていいかたであってたっけ。その負の感情を持ってないわけだろ。だったら逆にヤッターとかハッピーとかっていうキモチを全まつたく持っていない、負の感情だらけのやつよりいいでしょ。アハハ」

　桑島の楽観的な笑いにぼく達はつられて笑った。確かに負の感情しかないやつよりはマシかもしれない。桑島が続けた。

「キレてるか泣いてるかしかしてなかったら、人生きつそうだもんな。田た中なか、知ってるか？　グチや悪口ばかりいったりしてると、人に嫌われるらしいぞ。人に嫌われるより、好かれる人生のほうがいいよな。ハハ」

　知ってるよと答える代わりに笑った。

　桑島が人生を語る夜。ぼくは今から得体の知れないバケモノの巣そう窟くつにでも赴く心境だったが、そんなことはないんだ。悪気のない子どもの家にいくんだ。

　ぼく達の敵というと、我を忘れた噂長の姿が浮かんで、どうしてもバケモノじみたやつが待っているような気がしていたけど、もともと地伝の元凶として生まれた存在は、どこか間の抜けた憎めないやつが多かった。

　さあ、ひどく楽観的なお芝しば居い好きのひとりぼっちの少女を迎えにいこうか。



　排気ガスが全く排出されていない真ま幌ぼろ市の空気を胸の奥に溜ためて、に壊されていない空の下を歩く。目的地に着くまで、ぼくは気になってたことをエリアスに聞いた。

　噂長がぼくの持つ物もの干ほし竿ざおで叩たたかれたことによって、上書き睡眠で失っていた妃唯の記憶を取り戻せたと、エリアスが知っていたのはなぜか？

　答えは噂長と妃唯の家に着いてからだという。別にもったいぶってるわけじゃなくて、ものを見て話したほうがわかりやすいとのこと。ものって何？

　あと気になるといえば、なぜ噂長は自分を愛してくれているはずの妃唯に上書き睡眠の影響を受けさせられ、妃唯は一年半以上もこの異世界で過ごすことになったかということ。妃唯はこの異世界で噂長の家を見つけたフネを、縛り上げてまで噂長に自分をアピールしている。妃き唯いが噂そん長ちようを好きだという気持ちに変化はなさそうだ。

　そんな疑問を噂長にぶつけた。でも「……それは、まずはユイキイを見つけてからにしましょ、ねえ」と、かわされてしまった。

　ぼくの情報処理能力が限界に近かったのだろう。話で聞くより、妃唯そのものに会い、家宅捜索したほうが早いと、確かに思ったのだ。

　噂長がいいにくそうにして、隠した事実をぼくが知ったのはだいぶあとのことだ。



　桑くわ島しまは、地伝を解決していたぼくにも地伝を生みだしていた噂長にも、全まつたく今までと接し方の変わらない男だった。

「ＭＢだかなんだかあんまわかんないけどさ、田た中なかは田中ってことなんだろ」

「噂長っていうのはよくわかんないけどさ、新しん藤どう先生は新藤先生ってことなんだろ」

　これで片づけたのだ。様々な真相と向かいあうことになるだろう夜。ぼくも桑島を見習おうかな。混乱してちゃいけない。

　だから、必死にいつも通りでいこうとするぼく達はなぜかしりとりを始めた。目指せリラックスだ。

　始めてから気づいた。確実に負けてしまう可哀想かわいそうなメンバーがいたことに。

　ボキャブラリーがゴリラ、ラッパ、パンダ並みの桑島じゃない。かま子こだ。そりゃそうだ。せっかく「わ」で順番がきても、ワニとすらいえず「ワン」一言。

　ケラケラ笑うエリアスを見て、桑島はぼくの顔の横で寝ぼけたような声でいった。

「いやー、やっぱり小柄の女の子って、キュートだよな」

　そんな馬ば鹿かな。20センチのエリアスを小柄の女の子のカテゴリーに入れていいのか。

　短いしりとりが終わったあと、桑島がいった。

「今までにどんな地伝が流は行やったか、古今東西でもしちゃおうぜ」

　そんなアホな。こっちは地伝解決チーム＆噂長。桑島は自分が明らかに不利だということに気づいていない。



　地伝の生みの親に地伝の古今東西で挑戦するという無謀な遊びはお流れになって、噂長と妃唯が四年間住んでいた家に辿たどり着いた。あの世まであと22時間半。

　クライマックスが近いからといって、目的の妃唯の住処すみかがＲＰＧのラスボスが潜んでいるようなお城ってわけじゃない。ただ、賃貸マガジンかなにかで紹介されている住宅とも違う。エリアスがいう。

「室内はなんかすごく天井が高くて広かったんだけど、外観はこんな感じだったのね」

　そこは、地方都市ならではの住宅街のなかで忘れられていたような場所だった。雑草の茂ったテニスコート二面分の敷地に一回り小さくした体育館みたいな建物が、無造作に置かれた箱のように佇たたずんでいる。高さは二階建てと三階建ての中間ぐらいの長方形だ。

　一年半ぶりに妃唯と暮らした住処を見つめ、噂長の声に懐かしさが滲にじんだ。

「……ここ、元は貸倉庫だったんだわ。それをアタシは、ユイキイと心おきなく演劇がしたいからここで暮らした……あぁ、なんでここでの生活を忘れちゃっていたんだろ」

　確かに思いっきり発声練習をするには文句なしの物件だった。

　ただ、郷愁に想おもいを馳はせている噂そん長ちようの横で、こっちは緊張していた。建物の窓から灯りが漏れてる。妃き唯いがいるのかもしれない。

　先頭のぼくが、玄関の扉としては少々頼りない磨りガラスの引き戸に手をかける。

　レールを滑る戸の音は、カラカラと冗談みたいに安っぽい。

　玄関を抜けた瞬間、ここに妃唯がいないのがわかった。建物内が見事に見渡せるのだ。部屋を仕切る壁のない巨大な１ＤＫ。

　生活感たっぷりの元・貸倉庫ツアーの始まりだ。



　玄関スペースのつもりなのだろう。引き戸の内側のコンクリートの床には、たたみ半畳分くらいに、花柄模様のテープが貼はられていた。

　バレーボールができそうな高い天井に少し圧倒されながら、いった。

「噂長、すごい家だな。いや、家っていうより空間って感じだ。玄関にいるのに、家の隅まで見えるんだな」

　玄関を入って左の空間に、冷蔵庫や二人がけの食卓テーブル。調理スペースと呼べるのかわからないが、食器棚の横にカセットコンロが置いてある流し台があった。水道もひいているようだ。いちいち感心してしまうのは仕方ない。元は倉庫だ。

　右を向けば、パーティションに区切られた一角が見えた。足元の敷物がそこだけ途切れ、キャンディみたいな明るい色のカラータイルの床が見えた。どうやらシャワーとトイレのようだ。

　前を見れば、木の平たい台（平台っていうらしい）が奥の壁から教室の半分くらいの広さで敷き詰めてあった。

　天井には端から端まで届きそうな物もの干ほし竿ざおのような棒（バトンっていうらしい）が吊つるされていて、それに黒いバケツをひっくり返したような照明器具がいくつも取り付けてあった。

　どうやらここは稽けい古こ場ば兼住宅兼小劇場のようだ。室内のスペースの説明は以上。室内と家具の印象については、桑くわ島しまがいった。

「スゲー。超ラブリーな部屋だ。女の子女の子してるぜ」

「いい感じの趣味してるよね」と笑うのはエリアスだ。

　壁紙は全面薄いピンク。

　窓には煌きらめくピンクの水玉のカーテン。

　舞台と調理＆食事スペースの間の寝室スペースには、猫脚のドレッサー。鏡は部屋中のピンクを映してる。

　異国のお姫様気分にでもしてくれそうなフリルスカート付きのベッドシーツ。

　そのベッド脇わきにある取っ手がハートのチェスト。

　淡いピンクのボアのソファ。黒地にピンクドットのクッションと、ピンクのヒョウ柄のクッションが転がってる。

　トイレのスリッパだってサテンのリボンがついていた。

「ああ、桑くわ島しまのいう通り。真ま幌ぼろ市中のピンクを集めたような部屋だ。確かにラブリーだな。舞台のほうはさすがにピンクじゃないよな」

　無骨なネズミ色のコンクリートの床が見えないように、敷き詰められたラグ。小さな体育館ほどのこの空間を一枚で埋められるカーペットがなかったためか、ラブリーな柄としかいえない何十枚ものラグがジグソーパズルのように合わさってる。

　プレハブの貸倉庫の外観のなかに、お姫様のような部屋がある。妃き唯いだけじゃなく建物にも、見かけによらない中身があるようだ。



　ドキンちゃんの身体からだよりピンクの占める割合の多い居住スペースに圧倒され、未いまだ玄関に立ち止まったままだったぼく達は「お邪魔します」といって、靴を脱ぐ。「いらっしゃい」とはいわない噂そん長ちように、ぼくはいう。

「肝心の妃唯がいないな。まさかマボチューに向かってるなんてことないよな？」

　かま子この肩の上でエリアスが首を振った。

「スクールバッグを落としてきちゃったことで、わたし達がここにくるのを予想して逃げたのかも。どうやらスクリーンもないみたいね」

　ここでスクリーンを取り戻せるんじゃないかと期待があっただけに残念だ。

　なにか手がかりがないかと辺りを見まわしていると、エリアスがいった。

「ねえ、舞台の上になにか置いてない？　わたしがこの家にいた時はなかったと思うけど」

　10センチほどの段差の平台に上がる。拾い上げたそれはホッチキスで留めた舞台の台本のようだった。ぼくのうしろで噂長がいう。

「あら、それはアタシが書いたものだわ……懐かしい。ユイキイとよく一緒に演じて遊んだのよ」

　ざっと百ページはありそうだった。噂長の文化的な活動に感心してる場合ではない。ぼくは、演劇を通じて、妃唯に人間らしい感情や社会のルールを一つ一つ教えていたという話を思いだしていた。

「この台本で妃唯になにかを教えたのか？」

「これはね、子ども達が主人公で、鬼ごっこやかくれんぼをする話なの。生まれたばかりのユイキイにはなるべく子どもっぽくなってほしくてね」

「え、『子どもらしさ』を伝えるための台本なのか？」

　噂長は頷うなずく。驚きだった。地伝の元凶ユイキイ。子どもに子どもっぽさとはなにかを教えないと、子どもっぽくならない。それが誕生直後にからっぽだったというユイキイの子育て方法なのか。

　人間も人外も子育てが大変なのは一緒だった。まあ、中学生のぼくには世のお母さん方の苦労はわからないんだけどね。



「で、この台本を舞台に置いてったのには、意味があるのかな？」

「そうね……ユイキイは、アタシ達と鬼ごっこでもしてるつもりなのかもしれないわ。捕まえてごらんって感じかしら。字が書けないから書き置きの代わりに戯ぎ曲きよくを置いて」

「なんだって！　お、鬼ごっこって、あと二十二時間かそこらであの世にいっちまうのに」

「ユイキイに死の概念はないの。怖いとも嫌だとも、ううん、なんとも考えてないでしょうね。死に無関心……アタシの代わりにアタシを知ってる人々の記憶を上書きしていく役目を押しつけたユイキイに、死について教えることは難しかったわ。誰だれかに忘れ去られることはその人のなかで自分が死ぬようなものだから。そのことの意味をユイキイには知っていてほしくなかった。アタシを無条件で愛しているユイキイはその意味を知ってしまったら、アタシの記憶を消してくれなくなるだろうから」

　頭を抱えた。子どもらしさを伝えて、死の概念は教えない。確かに楽しいことしか知らなければ、笑って生きていけるだろう。でも、ぼくらはピエロじゃないんだ。悲しい時には泣きたいよな。

　桑くわ島しまが馬ば鹿かみたいに深刻そうな声でいった。

「そうか、由ゆ井いは死を知らないのか。ハハッ、って俺おれもよくわからないんだけど、ようは生きてないってことだよな……うーん、むずかしいよな。ヘイ、そんな話やめて由ゆ井いがどこいったか考えようぜ」

　桑島のいう通り。死の概念を考えるより、妃き唯いの行方を考えたほうが楽だし、なにより先決だ。



「なあ、エリアス。妃唯といた七時間半はここにいたんだよな。テレビゲーム以外はなにをしたんだ？」

　かま子この肩の上でエリアスがどこかに視線を飛ばした。シャワー＆トイレと舞台との間のスペース。こちらに背を向けたソファの奥には、壁を背にしたローボードとテレビがあった。

「それ以外がないくらいテレビゲームばっかりよ。たぶん妃唯は一年半以上のほとんどの時間をゲームしてたんだと思う。ぷよぷよで十一連鎖って初めて見たわ」

　草そう一いちが聞いたら、ライバル心を燃やしそうなゲーマーっぷりだ。ローボードの手前のラグには、ＤＶＤのケースが何枚か散らかっていた。

「エリアスも一緒にプレイしたのか？」

　コントローラーを握ることができない同居人は、ぼくとはもっぱら恋愛シミュレーションゲームをしてばかりだった。

「素早くボタン入力しなくてもいいゲームはギャルゲーだけじゃないのよ。ボードゲームしたの。七時間ずっと人生ゲームよ。ずっと読んであげてたから疲れたけどね」

「読んだって、なにを？」

「妃き唯いは字が書けないっていったでしょ。つまり字も読めないのよ。それなのに人生ゲームやろうなんて、変わってるでしょ？　フネを隠したクローゼットに置き手紙を代筆した時にそのことに気づいていたら、妃唯にいわれた通りには書かなかったんだけどね。まあ、後の祭りね、そのことはいいわ」

　字が読めないのに人生ゲーム。ムチャクチャだ。エリアスが続ける。

「画面内の文字は全部朗読したわ。一人でも遊んでいたみたいだけどね。ハッピーマスっていういいことが起こるマスに、いかにサイコロで止まり続けられるかを楽しんで遊んでいたみたい。妃唯は世の中にはどんな楽しいことがあるか学びたかったみたいよ。だからハッピーマスで起こるイベントから知ろうとしたんだって。とんだ社会勉強よ」

　人生ゲームから人生を教わる。頭が痛くなってきた。

「じゃあ妃唯は人生ゲームをするために、エリアスを連れていったのか？」

「それなんだけど、愛する噂そん長ちようを狙ねらう春はる男おの仲間だからわたしを狙ったらしいわ」

　ぼくは間抜けだった。噂長を憎んでいるという妃唯の嘘うそにだまされて、仲間のエリアスを紹介してしまったのだ。

「とにかくここで一番話さなきゃいけないことをいうわ。妃唯はこの無人の異世界内の春男の家で、たぶんナナコちゃんの部屋だと思うけど。とんでもないものを見つけたのよ。ねえ、そのローボードの下を見て」

　エリアスの指示通り移動すると、紙の空箱を見つけた。ハッとする。これはエリアスが入っていただろう着せ替え人形の外箱だ。エリアスがいう。

「まさか自分の取り扱い説明書を見ることになるとは思わなかったわ。妃唯には書いてある内容は読めなかったみたいだけどね。箱の絵でわたしに関するものだってわかったみたい」

「読んでいいのか？」

「もちろんよ。春男にはわたしのスリーサイズだけじゃなく、全すべてを知っていてほしいから。かま子こも噂長も読んで。あ、でも桑くわ島しまはダメよ」

　かま子の肩の上からエリアスがジャンプ一発。ソファに着地して、魅惑の手招き。

「桑島はこっちでわたしと体位四十八手の古今東西でもしましょ」

　チュウより先はなにも知らないマボチュー屈指の純情イケメンは「たいいしじゅうはって？」とハテナ顔だが、エリアスに指名され嬉うれしそうだった。

「じゃあ始めるわよ。オーソドックスだけど、時雨茶臼しぐれちやうす」

　とんだ弩ど級きゆうの下しもネタ娘を無視して、ぼく達三人は安っぽいおもちゃの紙箱を見つめた。



　ドライヤー使用時は必ず冷風にしてくださいといったような簡単な使用上の注意が、外箱の背面にいくつか書いてあった。

　対象年齢６才以上と書いてあるのには、ぼくとかま子こは笑った。クレヨンしんちゃんでもないかぎり、小学校に上がるまえではエリアスは刺激が強すぎる。

　そして、笑っていられなくなったのは、箱のなかにあったものを見つけた時だ。スーパーで買い物しすぎた時のレシートのような細長い紙には、箇か条じよう書がきで以下の通りに書いてあった。



　　○本製品にプリセットされている『ねえ、起きて』という声を聞き続けることによって、地伝の元凶及び地伝の生みの親・噂そん長ちようを、倒すのではなく、救う力が目覚めます。



　太字のあとには救う力についての詳細が細字で添えられていた。



　　・地伝の元凶に関しては、物もの干ほし竿ざおで叩たたくことによって、その元凶が望んだ終しゆう焉えんを迎えられます。



　歌沫姫うたかたひめのコトリがぼくの持つ物干し竿にぶつかって倒れたあと、何事もなく声を取り戻して起き上がったのはこのためだったのか。

　ぼくは能力覚かく醒せいの鍵かぎをつかわずに、地伝を解決できる力が自然に目覚めたと思っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　でも、そうじゃなかったんだ。

　目覚めたのは、地伝の元凶を倒す力ではなく、救う力。

　そして、ぼくを目覚めさせたのはエリアスなのか。

　――ねえ、起きて――

　そう何度も呼びかけられたのは、エリアスに初めて会った時だ。

　まさか、あれがきっかけで、ぼくは地伝を救う力を手に入れてたなんて。

　噂そん長ちように対しての救う力の作用も驚きだった。つぎの通りだ。



　　・噂長に関しては、物もの干ほし竿ざおで叩たたくことによって、噂長自身の地伝を生みだす力が叩かれた時点以降は蓄積されることはなくなり、また、噂長自身が受けていた地伝の影響や不老不死の運命からも解放される。なお、圧倒的な身体能力を失い、一般的成人女性のそれに落ち着く。



「え、嘘うそ」

　声を漏らしたのは噂長だ。ぼくとかま子この視線を受け、噂長がいう。

「……アタシ、不老不死じゃなくなったの？　老けられるってことかしら。そんなどうしよ」

　噂長の顔がパッと明るくなる。老化できることに喜ぶ。そんなの普通じゃないよな。そして、この時にはもう噂長は普通に近づいていた。普通の人間に。

「なあ、噂長。もう人外の存在ですらなくなってきてるんじゃないのか？　地伝を生みだす力はもう溜たまらないんだろ」

「ええ、あと一つ地伝を起こせる力はそのままのようだけどね……あら、そうだわ、今だって地伝を二つ起こしているのに、我を忘れてハルオ君に迫ろうとはしないでいられる。気持ちが落ち着いている気がするわ」

　不意に噂長はローボードの上にあったテレビのリモコンを掴つかんだ。なにをするつもりだろう？　リモコンを片手で、そしてすぐに両手で握りしめる。力んだ短い息が噂長の口から漏れた。そのまま二十秒。なにかの拍子に電池カバーが開いただけで、リモコンはローボードの上に戻された。

　そのリモコンは別にダイヤモンドや未知の超硬素材でできてるわけじゃない。ただのプラスチックだ。噂長は自分の胸のまえで両手のグーパーを繰り返し、笑った。壊せなかったリモコンを見て、本当にうれしそうに笑った。

「……アタシ、もう、馬ば鹿かみたいな力もなくなったんだわ。ハルオ君、かま子ちゃん。アタシ、人間に見えるかしら？」

　ぼくとかま子は、思いっきり頷うなずいてやった。

「噂長、人間に見えるかどうかなんて愚問だよ。外見が怪物じみていたら、もっと早く誰だれが噂長がわかったはずだからな」

　今の噂そん長ちようの見た目は、優しくて綺き麗れいな新しん藤どう先生のままなんだ。



　それにしてもなんでぼく達はこの時、噂長を救う力をもたらしたエリアスは噂長の妹まやかの生まれ変わりだと、気づかなかったのだろう。

　きっとぼくは噂長や地伝の元凶のコトリを救えた理由がわかって、はしゃいでいたし。

　噂長は、「さっそくアンチエイジングの化粧品を揃そろえなきゃ」と、老いたいんだか、老いたくないんだかわからないことをいって、笑ってるし。

　かま子こはワンワン吠ほえて、喜びを分かち合っていたし。

　なにより、救いの主であるエリアスが「菊きく一いち文もん字じ」とか「乱みだれ牡ぼ丹たん」とか「首くび引ひき恋れん慕ぼ」とか、わけのわからないことをいっていたせいかもしれない。妹の生まれ変わりを待っていた噂長にも四十三年間は長すぎたんだ。

　一人で体位四十八手を暗あん誦しようしていたいたずらっ子が、艶つやっぽい視線を飛ばしてくる。

「えっと、つぎはじゃあ、松まつ葉ば崩くずし。もう、なんでこんなにバリエーションがあるのに、春はる男おとわたしが実現可能な体位がないのよ……三人とも取り扱い説明書読んだみたいね。それでさ、ここには妃き唯い捜しの手がかりはないようね。ねえ、春はる男おもちょっと遊ばない。平成百八手で古今東西なんてどう？」

　ぼくはエリアスがこれ以上過激な遊びをしないように捕まえて、ライダースーツの胸ポケットに押しこんだ。未いまだにスキーウェア姿だった噂長は、部屋のチェストからパンツスーツを見つけた。それはどうやら一年半以上まえに噂長が着ていたスーツらしかった。

　噂長が着替えている間、ぼくと桑くわ島しまはひとあし先に外にでた。

　うわごとのように「エンジェルちゃん可愛かわいいよな」と呟つぶやく美男子を無視して、ぼくは真ま魅みばあちゃんが予言し、忠告してくれた言葉を思いだしていた。

　――地伝を二つ以上起こしている噂長は、とてつもなく強いのよ。１００％勝てないのよ――

　ばあちゃんの予言が外れた。ぼくは地伝を二つ起こしている噂長を倒した。

　そして、コトリは救われ、噂長も狂気から解放された。

　その奇跡の名はエリアス。

「エリアスちゃんって、ホント奇跡みたいにカワイイよな」

　ぼくの隣にも、エリアスに奇跡を感じているやつがいるようだった。



    

  
    
      


第三話　ガーリック味のキスを止めろ！

　　　―あの世まであと21時間48分―





　気温は噂そん長ちようの穏おだやかな心境を示す23℃。

　体感温度はもっと高く感じられた。五人横一列でマボチューに戻る道のりでは、温かい言葉が溢あふれていたのだ。

　噂長は不老不死の運命から救う力をぼくに与えたエリアスに、「ありがとう」と繰り返していた。普段お礼なんかいわれ慣れてないエリアスは照れまくりだ。

　ぼくは鬼ごっこ大好き野郎にいった。

「桑島よかったな。この異世界で鬼ごっこができるぞ」

「ヘイ、やろうぜ。夜中だけど全然眠くならない。そういえば俺おれ、大晦日おおみそかでもないのに十二時過ぎても寝てないのは初だ。人生初の徹夜しちゃうのか。うわ、すげえ。徹夜って大人みたいだ！　イヤッホー」

　桑島の理屈では徹夜は大人らしい。寝なさすぎてテンションが上がってきた美少年は放っておいて、ぼくは鬼ごっこの申し子にいった。

「噂長の体力はもう人並みだ。妃き唯いは特別足が速いわけじゃないから、かま子こがこの異世界で一番足が速い。妃唯を見つけたら、飛びかかってくれ」

「ワン！」

　もう午前二時をまわっていた。やることは決まってる。

　妃唯とスクリーンを見つけだすこと。それだけだ。



　五分後。マボチューに着くと、まず生徒玄関でライムに会った。

　プレハブのピンク御殿で知ったことを手っ取り早くライムに伝える。やっぱり地伝を救う力の話には驚いていた。エリエリはやっぱただ者じゃないわねと、助っ人外国人の活躍を褒ほめる一軍野手コーチのように舌を打つ。で、そのつっぱり棒使いの守備隊長が、マボチューの現状を報告してくれる。

「一階の窓ガラスや非常階段は全すべて施せ錠じようしているわ。ひとまず異状なしよ」

「みんなはもう寝てるのかな？　いや、さすがにこの状況じゃ眠れないかな」

「うんとね、男女別々の教室に体育用のマットとか敷いて寝てもらってるわ。みんな、あなたのことを信頼してるみたい。ギャルゴがなんとかしてくれる、ギャルゴが寝てろというなら、寝とこうぜっていっていたわ。まったく、まや女子のソフトボール部より団結力がありそうよ」

「そうか、みんなが落ち着いてるようでよかった」

　ぼくの言葉でライムの瞳ひとみに火が灯った。責める視線。

「お、落ち着いてなんかいられないわよ。あたし泣きながら悲ひ鳴めいを上げそうだったんだからね」

「うん？　どうした。もしかしてバケモノでもでたのか？」

　未知の敵の出現は勘弁してほしい。ライムの瞳に今度は怯おびえの色が混じって揺れる。

「う、うん。バケモノぐらい怖かった」

　いったいライムはなにに遭遇したんだろうか。

「お、男の子達があたしに話しかけてきたの。怖かった。だって、こんな夜中に何人もの男の子達があたしを取り囲んで、おれ達にもなにか役に立てることないか？　って迫ってくるのよ。鳥肌立っちゃった」

　忘れてたわけじゃないが、ライムは無類の男嫌いでお嬢様中学生だ。

「その男子達は今どうしてるんだ？」

「とりあえず、校内のパトロールをしてもらってるわ」

　よかった。つっぱり棒で全員成敗したといわれたら、どうしようかと思った。

「あ、あなたが悪いんだからね。あたしがあなたの仲間だと思われたせいで、男の子と話さなきゃいけなかったんだから。もう、なんとかしてよ」

　物もの干ほし竿ざおとつっぱり棒を持った男女が同類に見えるのは仕方ない。ひとまず、恐怖体験の被害者然とした表情で震ふるえているライムに謝罪でもしようかと思ったら、マボチューの女性陣の好感度を独り占めにするイケメンがやってきた。

「田た中なか。地伝を一緒に解決していた噂うわさのお仲間っていうのは彼女かい？　ツインテールがとってもキュートだぜ。ヘイ彼女、俺おれは桑くわ島しまよろし――」

「いやー」

　その瞬間ぼくは不思議体験をした。視界からイケメンが消えたのだ。ライムと握手をしようとしたのだろう桑島の伸ばした手はそのままに、桑島の身体からだは突如として伸びたつっぱり棒でうしろに軽く５メートルは押しだされていた。テンパった声を上げたのは桑島じゃなくライム。

「あたし、ヘイ彼女っていわれちゃった。あたし、あの人の彼女じゃないよ。あなた、信じて」

　なんちゅう誤解をしてるんだ。

「ライム落ち着け。桑島は還暦を迎えていようが、生後まもなくだろうが、女性相手なら誰だれにでも『ヘイ彼女』っていうやつなんだ。ライムの彼氏が桑島だとはこれっぽっちも思ってないから」

　つっぱり棒を縮めて、ライムがいう。

「え、そうだったの。誰にでもヘイ彼女って声かけるなんて、そんなのあたしにしたら、バケモノみたいなものよ」

　ぼくは笑った。バケモノ呼ばわりされるイケメンの桑島なんて、おもしろいよな。



　ライムも入れて六人で三階の視聴覚室へ移動する。家庭科準備室のまえを通ると、ほのかに焼き肉の匂においの名残があった。エリアスがぼそっという。

「妃き唯いは缶詰ばかり食べてたなー。今はなにかおいしいもの食べてるかな？」

　ハッとしたのは噂そん長ちようだ。「そうだったの」と沈痛な顔で頷うなずいている。

「うん？　どういうことなんだ。話が見えないぞ。妃唯は缶詰が好きなのか？」

「ここは現実の真ま幌ぼろ市のコピーみたいな異世界だけどね。プチ神隠しの地伝の力によってこの異世界と現実との扉が開かれないと、コピーは更新されないのよ」

「ああ、悪いが更新って言葉がわかりにくいぜ。どういうことだ？」

　噂長が教科書を読むような声でいう。

「この異世界は、現実世界の現代の真幌市にそっくりだけど、それは互いの世界を隔てる扉が開かれた時に、その都度この異世界が現実世界の真幌市をコピーしているからなのよ。プチ神隠しで現実世界の扉が開かれないと、この世界は現実の真幌市とはかけ離れていく」

　噂長に続いて、エリアスがいう。

「妃唯はショッピングセンターが好きじゃないっていってた。食料品売り場はメチャクチャ嫌な匂いがするからだって。そりゃそうよね、一年半以上異世界と現実世界は繋つながらなかったんだから、食べ物なんて腐り放題よね」

　更新されるまえのここは文字通り腐敗した世界だったのだろう。完全に全すべての流行も文化も止まった場所で、食べ物だけがどんどん腐っていく。妃唯が週刊少年ジャンプを読んでないことを祈る。いきなり一年半以上先の連載を読むはめになるのだ。まあ、マンガなら単行本で補えるけどね。エリアスがぼくと同じようなことをいう。

「もし、この世界でデアゴスティーニを集めている人がいたらやってられないでしょうね。部品が揃そろわないわ」

「あ！　デアゴスティーニといえば俺おれはレゴブロックが大好きだぜ」

　デアゴスティーニといえばレゴブロックと連想するのが、遠すぎないようで、けれど近くもなくて、なんか気持ちが悪い。桑くわ島しまの頭はどうなってるんだ。

「今年の誕生日プレゼントにレゴのキャッスルシリーズ買って貰もらったんだぜ。エンジェルちゃん、よかったら今度それで一緒に遊ばない？」

　中学生でブロック遊びをしていることは特になにもいう気はないが、女の子にブロック遊びをしないかと誘うのは、さすが桑島だ。エリアスが桑島にウィンクを飛ばす。

「悪いけどブロック遊びは遠慮しておくわ。ブロックプレイなら考えてあげてもいいけど。そっちは春はる男おじゃなきゃダメよ」

　桑島の顔が授業中のように険しくなった。

「田た中なか、ブロックプレイってなんなんだ？　俺、エンジェルちゃんのこと好きなんだけど、時たまエンジェルちゃんのいってることがわからないんだ」

　苦笑のエリアス。ぼく達は笑った。エリアスのいってることはぼくも半分はわからない。エリアスのボキャブラリーに完全についていけるようになったら、ノーマルな性癖とはおさらばしなきゃいけない。

　この場で唯一笑ってなかったライムがいう。

「なんで笑ってられるの？　悪いけどあたしは笑えない。噂そん長ちようがいるところではちっとも笑えないわ。だって、あなた忘れてないよね？　真ま魅み先生を殺したのはそこにいる噂長なんだよ」

　突風が吹き抜けたような言葉だった。和やかなムードが霧散した。噂長の湿った声が聞こえてきた。

「ごめんなさい。アタシのせいで、ライムさんにとっても大切な宝ほう明めい院いん真魅さんを奪ってしまった……ごめんなさい」

　噂長はその場に崩れてしまいそうだった。黙ってられない。ライムにいう。

「ライム聞いてくれ。確かにぼくも噂長を許せない。だけど、今はみんなで無事に現実世界に帰るのが大事だ。そのためには噂長は不可欠なんだよ……ライムが真魅ばあちゃんのことを今でも大切に思ってくれているのはとてもうれしいよ、ありがとな」

　ライムは胸のまえでつっぱり棒を両手で握る。まや女子の制服のスカートに視線を落としたまま、ライムはいった。

「あなたが噂長と協力しろというなら、あたしは別にいいけど」

「ライムさん。アタシはエリアスちゃんとハルオ君の救う力のおかげでまだ生きてる。今はみんなを無事に現実世界に帰すためにある命だと思ってるわ。アタシはね、スクリーンを取り返せてもこの世界に残るわ。それがアタシの罰だと思うから」

　せっかく不老不死の運命から逃れることができたのに、その結末はあんまりじゃないか。

「別に噂長がこの世界と心中してくれても、真魅先生は戻らない。もうヤダ、こんなこといってたら、あたしが悪者みたい」

　ライムは駆けだして、前方の視聴覚室のなかに消えた。ぼくはいう。

「噂長、ライムを悪く思わないでくれ」

「ええ、もちろんよ。アタシが悪いんだから。ね、ハルオ君はどうしてアタシを責めないの？」

　エリアスとかま子この視線がぼくに集まる。珍しく桑くわ島しまもシリアスな空気を読んで黙っていたが、その視線はエリアスに注がれていた。恋するイケメンを放っておいて、いった。

「ぼくも噂長を許してない。だから新しん藤どう先生とはまだ呼べない。ただ、噂長が純粋な悪だったら、たとえ妃き唯い捜しの役に立っても一緒に行動はしない。噂長だって、好きで我を忘れて、狂気に支配されたわけじゃないんだろ。噂長として生まれてしまったあんたも、ぼくには地伝の被害者に見えるよ」

　頬ほおに一筋の涙を流して、噂長がぼくに抱きついてきた。タオルケットを掛けられたような優しくて軽い抱擁。

「アタシのことを、地伝の被害者だって初めていってもらった。アタシ、誰だれの加害者にもなりたくなんてなかったんだよ」

　誰だれの加害者にもなりたくない。それは噂そん長ちようの偽いつわらざる強い想おもいだ。涙もろい元悪役。もらい泣きのエリアスが前方を指さした。

「さあ、視聴覚室にいこう。噂長、泣いてちゃダメだよ。生徒達が不安になるからね、明るくいきましょ。春はる男おの胸で泣いたのは今回は特別に許してあげるから、涙を拭ふいてね」

　噂長の身体からだが離れて、ぼく達は視聴覚室に入っていった。

　ぼくは自分のいった言葉を思い返していた。ぼくは「新しん藤どう先生とはまだ呼べない」といったんだ。「まだ」と。

　ぼくは心のどこかで噂長のことを、いつかまた新藤先生と呼びたがっているんだろうか。



　約一時間ぶりの視聴覚室には、夜通し起きてることを決めたメンバーが目をランランとさせて待っていた。

　そんな頼もしいやつらを紹介しよう。つぎの通りだ。

　恋愛シミュレーションゲームでもっぱら徹夜はお手の物の草そう一いち、ジーズ、エンジン含む十人の精せい鋭えい達たち。

　体脂肪は燃えてないが異世界探索に並々ならぬ熱意を燃やすフネと、そのフネにどうやらお熱を上げてるクラス一の微少女こと中なか村むら委員長（噂長を許せないのか、中村さんの視線は噂長を極端に避けてる）。

　夜更かしは美容に悪いじゃないのといいながらも、夜のほうがテンション高めのシュシュを中心としたどことなく派は手でな女子グループの五人。

「みんな寝なくていいのか？　残念な報告だが妃き唯いとスクリーンは見つからなかった。これから捜索するんだが、つきあってくれるか？」

　合唱のような返事は、笑っていいとものテレフォンショッキングでつぎのゲストが「いいとも」と応じるみたいに明るくて軽かった。望むところって感じだ。

　どっから手に入れたのか、アメリカンフランクフルトにかぶりつくフネが教壇に躍りでてきた。

「おいおい、おまえら、あまりはしゃぐと校内で寝てるメンバーが起きちまうぜ。おう、ギャルゴ。とりあえず住宅地図を壁に貼はっておいたぜ。話はわかってる。ただよ、捜索範囲は地方都市だがたった一人の少女をあと二十一時間と三十五分で見つけ出さなきゃいけないってことだろ。こっちには六十人はいるが、これは楽じゃないぜ。いやいや、とんだ人捜しだ」

　廊ろう下か側の壁一面にＡ３の住宅地図のページが何十枚も貼られ、真ま幌ぼろ市内の各世帯の姓までわかる。フネのいう通りだ。捜索範囲の広さをまざまざと感じた。エリアスがため息のようにいう。

「例えば妃唯が建物内にいないでぶらぶら外を歩いていたとして、捜索中のわたし達の誰かと偶然はち合わせる確率なんて、おそらく宝クジに当たるみたいなものね」

　真夜中でもまぶたが下がる気配がないギョロ目のジーズがいう。

「エリアスの姉さん、それはあれですよ。約11％ってことですよ」

「え？　なにそのパーセント？」

「宝くじを一枚購入してですよ、なにかしら当選する確率ですよ。11％強ですよ」

　地図と睨にらめっこをしていたフネが唸うなる。

「いやいや、なんの策もなしじゃもっと低いだろうな。七等の三百円を抜かしたぐらいの確率じゃないか」

　ジーズが泡食ったように吠ほえる。

「フネの旦だん那な、それじゃあ約１％ですよ！」

　想像してみてほしい。真ま幌ぼろ市だって東京ドームに換算したら、何百個、いや、何千個分の広さだ。そこからたった一人の女の子を見つけだす。

　１％以下の奇跡にしか思えない。

　でも無理だとは思ってないんだ。心強い仲間がいる。

　真幌市内を知り尽くしているフネ。

　誰だれよりも頭が小さいのに頭がよくまわる策士エリアス。

　今は人間の姿になっているが、それでも嗅きゆう覚かくと敏びん捷しよう性せいが抜群のかま子こ。

　妃き唯いの生みの親である噂そん長ちよう。

　自分達がこれからしようとしていることの難しさを改めて認識して、表情を曇らせるメンバーにいってやった。

「みんな、元気をなくしてる場合じゃないぞ。だいじょぶだ。なにも怪獣と戦えっていってるわけじゃない。女の子を見つけるだけのことだ。ぼくは１％以下だと思ってる。妃唯を見つけられない確率がな」

　夜中の中学生は単純なのかもしれない。また盛りあがる教室。慣れないビッグマウス。でも、ぼくのことをヒーローだと思ってくれているクラスメイト達に不安な顔は見せられないよな。



　スクリーンを失い、本来の用途である視聴覚の用を成さなくなった教室は今や作戦本部だ。

　教壇には、ぼくとエリアスと中なか村むらさんと桑くわ島しま。廊ろう下か側の黒板の端には噂長。

　教室の前方の扉にはＳＰのようなライム。後方の扉にはかま子こ。

　窓際にはマボチュー二大美少女のコトリとハナさんが、二人組アイドルユニットのポスター撮りのように、仲良く並んで座っている。

　ただ、オシャレとテレビのなかのイケメンの話だけで半日過ごせちゃうシュシュとその社交的な仲間達と、ギャルゲー精せい鋭えいの男子達は、水と油だった。視聴覚室の端と端に陣取っている。

　そのため、教室のど真ん中にはフネが一人大仏のように座っている。

　黒板の下部、チョーク置き場の溝に立った着物姿のエリアスがいう。

「みんなにひとまず地伝解決チームのメンバー紹介をしておくわ。えっと、まずわたしはエリアス。春はる男おと同じクラスの子達は、大きくなったわたしと教室で会ったよね。20センチになってるから驚いてるかもしれないけど、これがわたしの本来の姿なの」

　エリアスが、かま子、ライムの順に視線を流した。なんか嫌な予感。

「物もの干ほし竿ざお使いの春男は紹介するまでもないわね。じゃああっちの教室の扉のとこにいる背の高いジャージ女がかま子。ワンしかいわないけどそういうプレイとかじゃないからね。タニザキのかまいたちってドーベルマンを知ってる人もいると思うけど、その番犬がいろいろな事情のせいで今は人間の姿になってるの。わたしには及ばないけど綺き麗れいでしょ？　でも人間の姿になって嗅きゆう覚かくは衰えちゃったけど咀そ嚼しやく力は健在だから、冗談でキスでもしようとしたら、唇噛かみ千切られるわよ。で、そこにいる背の低いツインテールはつっぱり棒使いのライム。小学生に見えちゃうけど、一応みんなと同い年よ。男嫌いで有名なんだけど。でもね、異性に対して過剰に反応したり意識するのって、男でも女でもムッツリスケベだと思うんだよね。そんなエロ可愛かわいいライムはまや女子のお嬢様よ。みんなよろしくしてあげてね」

　そのあとのクラスメイト達の行動は統率の取れた軍隊のようだった。かまいたちの恐怖を知らないやつはいない。スポーツブランドのモデルのようなジャージ姿の長身のスレンダー美女がいる教室後方から、体育座りのまま移動した。恐怖から逃れた精せい鋭えい達たちは、無意識下で安息の地を求めたのだろう。シャイな男子達は声をかけたりはできないものの、まや女子のお嬢様にお近づきになりたいと考えたのだ。物理的にライムの近くにいく精鋭達。

　このあとは可哀想かわいそうな話だ。

　ライムがじゃない、精鋭達がだ。

　風の谷のナウシカの王蟲オウムのようにもぞもぞと体育座りで迫ってくる男子達。ムッツリスケベ呼ばわりされて赤くなっていたライムの顔が、青白くなった。限界は近い。

　つぎの瞬間、伸ばしたつっぱり棒を長刀なぎなたのように振るライム。

「そ、側そばにくるな。え、え、エロ可愛いのはエリエリのほうよ。あたしはあんた達とよろしくするつもりなんて全然ないから。あたしに許可無く近づいた男の子は、つっぱり棒でぶん殴って、洗濯物みたいにペラペラにしてやるわ」

　二次元のツンデレは大好物でも、現実の女の子の素っ気ない態度にはすぐさま心が折れるのが精鋭達だった。すごすごと引き下がり、教室の中央の大仏然として座るフネのまわりに落ち着いた。

「おい、エリアス。なんちゅう紹介してくれるんだ。うーんと、まあとにかく、妃き唯いを捜す方法を考えたいと思う。みんな、ガンガン、アイディアをいってくれ」



　いきなり挙手したのは、ぼくの真横にいた桑くわ島しまだった。

　実は桑島のアイディアには少し期待していた。楽しいことばかりを追い求める妃唯。ぼく達のなかでそんな妃き唯いに一番近いのは桑島だった。桑島はエリアスにいいところでも見せたいのか、勢い込んでいった。

「グラウンドでバーベキューなんてどうだ？　おいしそうな匂においにつられて、やってくるんじゃないか？　いいアイディアだろ」

「却下よ」

　ぼくより先にエリアスがいった。妃唯が匂いにつられてくる子だったとしても、グラウンドでのバーベキューでは、匂いはやっぱりグラウンドの外にはでていかないだろう。捜索範囲がグラウンド限定でもない限り無意味だ。

　エリアスに却下といわれて凹へこむ桑島を放っておいて、シュシュがいう。

「ネー、せっかく一人で街のどこにでもいけるわけなんでしょ。うちだったら、ひと晩中お買い物するかな。アパレルのテナントが入ってるショッピングモールとかにいたりしないかなー？」

　フネが唸うなる。「いやいや、由ゆ井いはこの世界にもうかれこれ一年半以上もいるんだ。おしゃれが好きな女の子でも、なにもこのタイミングで服選びはしないだろ」

　噂そん長ちようが補足する。「そうね。ユイキイには『女性らしさ』を教えたから、ぴったりサイズのあった綺き麗れいな服以外は神経質なほど着ないようにしている一面があるんだけどね。別に今ショッピングはしないでしょうね」

　ダウンしたテンションから復活した桑島がいった。

「じゃあ、耳を澄ませばいいんだ。どっかで洗濯機を回してるかもしれない。脱水中とかって、結構音すごいよな」

「却下です」委員長の中なか村むらさんにまでいわれて、イケメンは再び黙った。噂長がダメ押しでいう。

「ユイキイは、たぶん洗濯はしないわ。洗濯はアタシがしていたから。着ている服が汚れたと感じたら、捨てるだけだと思うわ」

　衣服のつかい捨てとはムチャクチャな話だが、一人ぼっちの世界には服が溢あふれている。洗濯に楽しみを覚えていなければ、それも無理ない話なのかもしれない。

　女子達の視線があると急に無口になってしまう精せい鋭えい達たちのなかで、ジーズがいう。

「桑くわ島しまの兄さんからヒントを得たんですが、やっぱ耳を澄ませばいいんですよ。妃唯の姉さんは演劇が好きなんですよ。ってことは発声練習してるんですよ。きっと堤てい防ぼうかなんかで夕日を浴びて、発声練習するんですよ」

　ものすごい自信を感じさせる断言口調のジーズを落ち着かせるのは、相方のエンジンの役目だった。

「ジーズ黙れ。夕日といっても、今は夜半過ぎだ。夕方まで由井氏はなにをやってるんだ。ギャルゴ様、具申させていただきますと、噂長氏はあと一つ地伝を起こせるわけですよね。なにか由井氏を見つける地伝みたいなものは起こせないものなんでしょうか？」

　ぼく達の視線が噂長に集まった。

「ええ、アタシはあと一つ地伝を起こすことができるわ」

　窓際のコトリがいう。

「あのぉ、新しん藤どう先生が起こしてる地伝の数が三つになったら、また我を忘れちゃったりするんですかぁ？」

「うふっ、それはきっとヘーキよ、ハルオ君とエリアスちゃんの救う力のおかげ。アタシは平常心でいられるわ。でも問題があるの、誰だれか特定の人をどうにかするっていう地伝は生み出せないの。例えばユイキイをこの場に連れてくる効果のある地伝とか。ユイキイの居場所がわかる地伝とか」

「プチ神隠しのように現実世界に帰れる地伝はつくれないのか？」

「それもダメなの。同じような効果がある地伝は、同時に二つは生みだせないの」

　手詰まり。不特定多数に影響をもたらす効果のある地伝で、なにか妃き唯いを見つけだすのに最適なものはないのか。桑島が復活する。

「そうだ。真ま幌ぼろ市中にもの凄すごくおいしいバーベキューの匂においを漂わせられる地伝なんてのはどうだ。これなら妃唯も匂いに誘われてくるだろ」

　集団のなかでは発言するのが苦手な草そう一いちがたまらずいった。

「桑島くん、町中で匂ってたら、どっから匂ってきてるのかわからないよ。あと一回しかつかえない噂そん長ちようさんの地伝をそんなことにつかっちゃ駄だ目めだよ。たぶん」

　あと一回しかつかえない地伝。なにか全すべてを上う手まい方向にもっていける地伝はないのだろうか。

　只ただ今いま午前二時半。貴重な時間をこれ以上、話し合いで消費するのはよくないかもしれない。でも闇やみ雲くもに街を歩いて見つけようなんて楽観的にはなれない。

「……地伝を生みだす上で大事なことが一つあるわ」

　出し抜けに噂長がいう。なにやらいいにくそうに続けた。

「みんなは新しく起こった地伝の噂うわさをいつもどこからともなく聞いていたと思うけど、いったい誰が一番最初に地伝の噂を広めていたと思う？　実は一番最初というのは誰もいないの。真幌市に住む人々は地伝が起きた瞬間に、その地伝の影響や効果をぼんやりと察してしまうことができるの」

「うん？　それどういうことなんだ？」

「そうね、わかりやすく説明できればいいんだけど。洗脳や暗示とも違うんだけど、無意識のうちにみんなの頭のなかに去来した新しい地伝の情報を、誰かから聞いたものや噂で知ったと錯覚して、人々は口にするのよ。それで地伝は広まるの」

　確かに以前から誰が一番最初に地伝の噂を広めているのかは謎なぞだった。ただ、噂長から聞いたそのからくりは摩ま訶か不ふ思し議ぎだ。たまらず質問したのは新聞部員のフネ。「いやいや、ってことはなんで地伝の効果や影響がどっからともなく人々の頭に漏れるようにしたんだ？　噂長が地伝をそういう仕組みにしたってことだよな」

「ええ。アタシは噂長だから、どうしても地伝を定期的に起こさないといけなかった。そして、地伝はちゃんと解決してもらわないといけないとも思ったの。だからどんな地伝が起こったのか少しはヒントを与えなきゃって、そんなことを考えながら地伝を生みだしていたわ。そうしたら地伝が起こると必ずみんなの頭の中に噂うわさがすりこまれるようになったの。全すべての地伝はそういう現象が起きるのよ」

　なんてこった。ぼく達はまるでケータイみたいだ。知らぬ間にソフトウェアが自動更新されてる。知らぬ間にある程度の地伝の情報をキャッチしている。そんな不可思議な力が働いていたのか。

「じゃあ、あくまで例えばだけど、桑くわ島しまがいったような、いい匂においが真ま幌ぼろ市中に充満して、その匂いを嗅かいだ者はどうにかなるって地伝を生みだしたら、妃き唯いはそのことを知ってしまうのか？」

「そうね。しかもユイキイは地伝の元凶だから、新たに地伝が広まったら、普通の人より敏感に察してしまう。おそらく、どんなことが起きる地伝か漠然と知ってしまう。ハルオ君のいう通り、いい匂いを嗅いだらどうにかなるっていう地伝が流は行やりだしたって気づいてしまう。もちろん匂いに警戒して鼻にティッシュでも詰めるでしょうね」

　頭を抱えた。それでは妃唯捜しのどんな画期的なアイディアの地伝を生みだしたところで、こっちの手の内はバレバレ。

　例えば、○○にいくと、マボチューにテレポートしてしまう地伝とか。○○を見ると、人恋しくなって人がいるところに移動してしまう地伝とか。○○をするとケータイのＧＰＳ機能に反応してしまうとか。

　これら全て、○○を警戒されておしまいだ。

　フネの唸うなり声だけが聞こえる視聴覚室。沈黙を破ったのは、やっぱりエリアスだった。

「思いだしたんだけど、巨乳風か邪ぜが流行った時に地伝の元凶の温泉ライオンのもとに、蜚ひ子ごのオカマ石せつ膏こうがきたことあったよね。あれも、オカマ石膏は今起きてる地伝のことを敏感に察していたから、自力で温泉ライオンの場所がわかったのね。妃唯にこれから起こす地伝の情報がある程度筒抜けになっちゃうのかー。マズイわね……あ、噂そん長ちよう。じゃあこんな地伝は起こせたりするのかな？」

「あら、どんなのかしら？」

　エリアスが胸を張って、答えた。

「今年、春はる男おが解決した地伝が復活しちゃうっていう地伝よ」



　ぼくが今年の夏から今まで関かかわった地伝の元凶を紹介しよう。

　ダルマさんが転んだで負けた者を、強制的に自分の側そばまで引き寄せて黒目を奪うダルマさま。

　一時的に最強になれるジュースを１２０円で販売していたおしゃべりな自販機（「売切れ」の表示のコーラを買おうとすると真っ白い缶がでてくる）。

　真幌市民ホールで、とある舞台を観た後は関係者観客各位の会話がしりとりになる地伝。

　かま子こを犬から人間の姿にした変身トンネル。

　市内中の女性の胸を大きくする巨乳風か邪ぜを流は行やらせた石像の温泉ライオン。

　石化デッサンという地伝を広めるまえに成じよう仏ぶつしたオカマ石せつ膏こう像。

　それについ数時間まえに解決されたバリ４の基地局。

　そして、歌沫姫うたかたひめのコトリだ。

「なあ、そんな裏技みたいな地伝起こせるのか？　一度起こした地伝をまた起こすってのも、そもそも可能なのか？」

　ぼくの言葉に、噂そん長ちようが微笑ほほえみながら力強く頷うなずいた。

「アタシはユイキイにその役目を託すまでは上書き睡眠を定期的に起こし、人々からアタシの記憶を奪っていたわ。一度起こした地伝をまた起こすのは全まつたく新しい地伝を起こすより、地伝を生みだす力はそんなに消費しないの。うふっ、ホント裏技みたいだけど、できないことはないと思うわ」

「でも今までの地伝を復活させることが妃き唯い捜しの役に立つのか？」

「ええ、そうね。少なくとも、ユイキイに復活させた地伝の個々の情報が流れることはないわ。ダルマさまが転んだで負けるとどうにかなるって情報は、察することができないはずよ。おそらくだけどユイキイが知ることができるのは、田た中なかハルオ君が解決した地伝が復活しちゃう地伝が起こったっていう情報だけだと思うわ」

　エリアスが笑顔で引き継いだ。

「それ、いい！　ここ一年半この異世界にいる妃唯はどんな地伝を春はる男おが解決したのか知らない。どんな地伝が真ま幌ぼろ市で噂うわさされていたのかも知らないわ。これはかなり強味よ。それに妃唯捜しだけじゃなく、バリ４が復活すれば、また真ま魅みばあちゃんとも話せるじゃない」

　ばあちゃんとの最後の会話は噂長にケータイを壊される直前で終わっていた。噂長を倒したという報告をできることならしたい。でもぼくは慎重だった。

「いや、でもバリ４が復活するのはありがたいけど、それは妃唯捜しには役に立たない。妃唯に新たに起こった地伝の効果や影響が知られることがないのはとてもいいんだけど、肝心の見つけるのに役に立つ地伝がないと」

　妃唯に地伝の効果や影響が筒抜けにならないメリット。でも、最後に起こす地伝が妃唯を見つけるのに、効果を発はつ揮きしなければ意味がない。失敗はできないんだ。

「ワン、ワンワン」

　突然教室の扉に寄りかかっていたかま子が吠ほえる。意味はおよそわかった。

　変身トンネルさえもう一度起こればドーベルマンの姿に戻れる。そんなふうにいっていた。犬の姿なら抜群の嗅きゆう覚かくを発揮できて妃唯の匂においを追えるかもしれない、なんて考えが過ぎる。いつのまにか、かま子の手には妃唯が忘れていったスクールバッグが握られていた。それを鼻先に掲げて、もう一度かま子が「ワン」と吠える。きっとかま子は犬の姿に戻れれば、匂いで捜せるといっているのだろう。かま子の言葉はわかってないだろうが、地伝に詳しい事情通のフネは勘も鋭するどく、いう。

「おうおう、そうか！　復活する地伝のなかに『変身トンネル』っていう地伝があるもんな。うーん、あの地伝なら黒髪の美女のかま子こさんが犬のかまいたちに戻れるってわけか。いやいや、そいつは心強いな」

　噂そん長ちようも声を弾はずませていう。

「そうね。複数の地伝を復活させるわけだから、由ゆ井い妃き唯いには悟られなくて済むわ。ユイキイ捜しに必要な地伝は変身トンネルだけどね、それだけ復活させたら由井妃唯に地伝の効果がバレてしまうから。やっぱりハルオ君の関かかわった地伝を全すべて復活させるのは、いい方法よ」

　かま子を物もの干ほし竿ざおで叩たたいてももとの犬の姿に戻れないのは、すでに試していた。クラスのみんなと同じだ。上書き睡眠の力で、妃唯の記憶を植え付けられたメンバーも、物干し竿の救う力でも、妃唯の記憶は消せなかった。地伝の元凶である妃唯を叩かないことにはどうにもできないらしい。

　クラスメイト達の希望の籠こもった視線がかま子に集まる。かま子は、任せてといわんばかりに、力強く頷うなずいた。エリアスが優しい声でいう。

「……かま子、いいの？」

　かま子は小さく頷いた。エリアスは淋さびしそうな顔をする。なんの話をしてるんだ？

「いいのってどういうことだ？　エリアス」

「かま子はね、観覧車に乗れるの楽しみにしてるの。ねえ春はる男お、現実世界で約束したでしょ。もう昨日になっちゃったけどマボチューから春男が帰ったら、オープンしたばかりの真ま幌ぼろ市大観覧車に乗りにいくって。犬の姿じゃ観覧車に乗れないでしょ。だから」

　その約束は忘れていなかった。人間の姿になったからこそできる思い出をかま子にあげたかった。でも、いつまでも犬の姿に戻らないでいるわけにはいかないと、一番わかっていたのは、かま子自身だった。噂長が起こせる最後の地伝を、犬の姿に戻れる効力のある地伝にしなければ、かま子は一生犬の姿に戻れなくなる。そのこともよくわかってるかま子だ。

「ワンワン、ワァーン」

　意味は、春男様の役に立つのがなによりの喜びですといってる。

　ぼくは健けな気げなかま子に歩み寄る。透明感のある整った顔に、ドーベルマンの時の愛くるしい表情が重なっていた。

「かま子、必ず現実世界に帰ろう。観覧車の代わりにどっか楽しいところにいこう。グミでいいなら、連日食べ放題を約束するよ」

「ワン……クゥン」

　校内で寝ているみんなを起こさないように、嬉うれしそうにお上品に鳴いた。

　優しいかま子。それが無理してるってことはわかっていた。クゥンと鳴くのは、かま子が自分の気持ちに嘘うそをついてる時の癖なんだ。

　教室をでていこうとする噂そん長ちようがいう。

「それじゃあ決まりね。ハルオ君が解決した地伝を再び起こすわ」

「なあ、噂長。復活した地伝の元凶達は、だいじょぶかな？　その、みんなに危害とか加えようなんてしてこないかな？」

　慎重で臆おく病びようになるぼくに、噂長は笑う。

「うふふっ、ヘーキよ。生みだした元凶達はアタシのいうことは素直に聞いてくれるわ。地伝を起こす時は一人で集中しなきゃいけないから、少し離れるわね。五分で戻るわ」



　待機の五分間。まずぼくはコトリに謝った。

「ごめん。コトリさんをまた歌沫姫うたかたひめの地伝の元凶にしてしまう。物もの干ほし竿ざおで叩たたいてしまうけど、本当ごめん」

「ううん、いいの春はる男おくん。あのね、お願いなんだけど私の地伝が戻ったらね、すぐに解決しないでほしいの……だってね、なにが起こるかわからないから、歌沫姫の力がまた役立つならその時は力を発はつ揮きできるようにしたいの」

　声が舌っ足らずにならない時のコトリは頑固だった。例え再びコトリが声を失ったとしても、物干し竿で救ってあげることができる。問題は、かわいい子を物干し竿なんていう無粋なもので、あまり小突きたくないだけだ。

　ぼくは頷うなずいてコトリに笑いかけた。同じく窓際にいたハナさんの姿が目に入った。

　妃き唯い捜しの大きな戦力になるだろうかま子こを犬に戻すこと、妃唯に地伝の情報を悟られにくい以外に、数々の地伝が復活することに賛成だったのには、まだ理由があった。

　バリ４だ。

　ぼくはどうしてもハナさんに、愛する両親とたった一度でもいいから話をしてほしいと思ってる。ただ、ハナさんのケータイからでは両親には繋つながらないから、どうすればいいのかわからないけど。

　噂長がこれから最後に起こす地伝のおかげで、誰だれかがハッピーになるのをぼくは望んでいるんだ。



　地伝を起こすことに精神や体力を消耗するのだろう。五分間でマラソンでもしたかのように浅い息を繰り返しながら噂長が、視聴覚室に帰ってくる。

　そして、地伝とは別にエリアスから案があるようだ。放課後カラオケにでも誘うような調子でいう。

「噂長おかえり。じゃあつぎは、雪を降らせましょ」

　どういうこと？　この場にいた全員がポカンとした顔。桑くわ島しまがいう。

「エンジェルちゃん、それって雪合戦するってこと？　わかったぜ。俺おれ達たちが楽しそうに遊んでいたら、由ゆ井いは羨うらやましくなって、遊びにいれてよってやってくるっていう作戦だね」

　エリアスはクールな策士の表情で続けた。

「そんなの却下よ。えっと、雪は５センチか10センチもあれば、十分ね。妃き唯いは楽しいことを求めてる。噂そん長ちようと妃唯の住処すみかにいない今、眠ってるんじゃないなら外を出歩いていると思うわ。街を出歩けば、雪に足跡が残る。その足跡を見つけて追うの」

「足跡か。それはまあ、やみくもな人海戦術よりはだいぶいい気がするけど、どうやって雪を降らせるんだ？」

　窓の外の世界は只ただ今いま20℃。

「春はる男お、丑うし三みつ時どきはとっくに過ぎたけど寝ぼけちゃダメよ。ここは噂長の心象風景の世界なのよ。噂長が悲しい思いをすれば気温は下がって、雪も降るでしょ」

　一同納得。エリアスは、ミックスカラースプレー（アイスクリームとかにのってるカラフルなチョコの粒）ほどの細い指を、ぼくに指した。

「さあ春男、早く噂長を悲しませなさい」

「え、え？　どうすればいいんだよ？」

　エリアスは鋭するどい眼光。クラスメイト達はヒーローに期待する目。

　勘弁してくれよ。

　ぼくはおそらく有効な方法を試すため、噂長に面と向かって、いった。

「えーと、あのさ、ぼくは、香か奈な子このことなんて大嫌いだ」

　みんなが一斉に窓の外を見た。変化なし。噂長は眉み間けんに浅い皺しわを寄せた。

「ハルオ君。アタシのこと大嫌いっていうのは嘘うそでしょ？」

「ああ、うん。申し訳ないが悲しんでもらおうと思ってさ」

「ぷふっ、嘘だとわかるから、全然悲しくないわ」

　問題発生だった。誰だれかをなんとか悲しませなきゃいけない。嫌な話だよな。

　エリアスがすかさず打開策をいう。

「もう、こうなったら強硬手段よ。わたしが春男とここでキスするわ！　噂長はそれをしっかり見てて。噂長は寝取られ属性とかないんでしょ？　嫉しつ妬との炎に身を焦がして、たっぷり悲しんでちょうだい」

　一同絶句の事態だ。エリアスは教卓のまえに立つぼくの肩口に大ジャンプ。一気に唇が迫ってくる。目を見開いた精せい鋭えい達たちのなか、アニメのキスシーンでも頬ほおを染めるシャイな草そう一いちは、なぜかまぶたを閉じていた。ぼくは目を瞑つぶってる場合じゃない。爆弾発言娘の導火線に火が走っていたからだ。

「エリアスさん待ってくださいっ、私、さっき歯磨きしたばかりです。だから春男くんにキスするのは私がいいなぁ」

　コトリはこの場に同級生の男女が優に二十人はいることを忘れているようだ。ただ、積極的なのはこの二人だけじゃなかった。恋の肉食獣がいるのだ。

「ワンワンワン！」

　突如として吠ほえたかま子こが、駆け寄ってくる。必死な表情にチロチロと舌が見え隠れ。犬ではなく人間の姿で舌の出し入れをされると実に卑ひ猥わいだ。

「……あ、あの、その、田た中なか君」

　まだ体調が全快ではないのだろう、微熱があると急に大胆になるクラス一の美少女が平均台の上を歩いてきたかのように、ふらふらとやってくる。

「ハナがそのお役目を果たしたいです。でも困りました。ここでは恥ずかしいので、田中君、隣の教室にいきましょう」

　ハナさんの声は小さかったが、はっきりと聞こえた。フネ以外の男子達が身を捩よじって煩はん悶もんする。フネは身体からだが分厚くて捩れないようだ。桑くわ島しまが「エンジェルちゃんのエンジェルリップが田中に奪われる」と騒いでる。急展開に女子達は楽しげな悲ひ鳴めいを上げてる。なぜかシュシュに睨にらまれた。ことの元凶である噂そん長ちようがいう。

「アタシ以外の人と、ハルオ君がキスするのは確かに悲しいわ。ひとおもいにやってちょうだい」

　ぼくの気持ちは尊重されないのか!?

　内心パニック。寸前でエリアスの身体を押さえているぼく。ライダースーツの上着の裾すそが引っ張られる。振り向くと、ライムがいた。

「あのね、うーん、キ、キスする以外の方法を考えようよ。それとも、あなたは誰だれかと、キ、キスしたいの？」

　イエスとはいえないだろう。ライムのぷるぷる震ふるえる手がつっぱり棒をしっかり掴つかんでいる。どうしようもない状況だ。誰かなんとかしてと叫さけびたい。



    

  
    
      



    

  
    
      　騒然とする視聴覚室。不意に閉じられた窓がガタガタと風に揺らされ、一瞬ぴかっと光ったかと思うと、遠雷の響きがやってきた。

　噂そん長ちようが首を横を振る。

「ごめんなさい。どうやらハルオ君が他の女の子とキスするのなんか見たら、悲しみより怒りが湧わいてきちゃいそう。たぶん雪だけじゃなくて、氷点下の台風がきちゃうわ」

　暴風雨は足跡を飛ばすし、そもそも外なんか歩けない。策士のエリアスもぼくの手のなかで意気消沈。エンジェルちゃんの元気ない顔を目の当たりにした桑くわ島しまが無理矢理アイディアをだした。

「ヘイ、ようは田た中なかが女の子とキスするのがまずいんだろ。じゃあ、俺おれが田中にキスするのはどうだ？　ギャグで一発くらいなら、俺は気にしないぜ。アハハッ」

　桑島よ。そんなことされたら噂長が悲しむんじゃなくて、ぼくが悲しい。

　だが、事態はこれで終わらなかった。絶望的な声がぼくに届く。

「ハルオ君が男の子とキスをするのはいいと思うわ。怒りは感じないと思うし、純粋な悲しみが得られそうよ」

　噂長なにいってくれてるんだ、と詰め寄る間はなかった。

　エリアスが手招きしてる。

「桑島に、そうね、草そう一いちと、あとフネでいっか。ちょっとこっちにきて……そうよ、教壇に並んでね」

「ちょ、ちょっと待てエリアス！　なにを始めようっていうんだ？」

「もう春はる男おったら、ここまでの話を聞いてなかったの？　そうね、桑くわ島しま、草一、フネの順でキスしていきましょう。氷点下になった時点で終了にしてあげる」

　驚きよう愕がくのバツゲームだ。悲ひ鳴めいを上げたのはぼくだけ。

　人生初の徹夜を目指し、明らかに眠そうな桑島はただでさえもさほど高くない思考能力を思いっきり低下させているようだ。アホみたいなことをいう。

「ヘイ田中、長い人生だぜ。男とキスすることもあるよ、サムライだって人生の最後にキスをしたんだろ。問題ないって」

　まだ十四年の人生で、そんな経験したくない。切腹と接せつ吻ぷんを勘違いしてるバスローブの美男子の横で、草一が俯うつむいている。

「ギャ、ギャルゴくん。僕、チュウってしたことがないよ。ドキドキしちゃうよ、これは妃き唯いさんを見つけるために、雪を降らす必要があるからするチュウなんだよね。好きだからするチュウとは違うんだよね。はぁ、でも僕ギャルゴくんのこと好きだよ。か、軽い気持ちですればいいんだよね？」

　全然軽さとは無縁の草一だ。足が震ふるえてる。草一はポケットからリップクリームをだすと、唇に潤うるおいを与え始める。ぼくと目があうと、頬ほおを染めたまま視線を足元に落とし、もじもじと肩を揺らす。ぼくは草一のファーストキスを奪うわけにはいかない。草一の隣で巨漢が唸うなった。

「いやいや、ギャルゴ。おれはよ、ヒーローＭＢの役に立てるなら、いくらでも一肌脱ぐつもりだから気にしないでくれ。おう、でもギャルゴすまね、さっきニンニク餃子ぎようざしこたまくっちまったから、ガーリック味の口づけになっちまうぜ。まあ、みんなで現実世界へ帰るためだ、口づけぐらいへっちゃらだよな」

　へっちゃらじゃねー。男とキスをするという悪夢みたいな事態になっているが、最悪でも草そう一いちとのキスまでに雪を降らせよう。フネには別の機会で一肌脱いで頂きたい。

　他のクラスメイト達は、馬ば鹿かみたいに真剣な顔でぼくを応援してる。みんなは妃き唯い捜しに必死なのだ。エリアスとのキスになりそうな時は待ったをかけたコトリも、男同士のキスには寛容なのか、微笑ほほえみながら見守っている。誰だれか反対運動をしてくれ。

　中なか村むらさんがぼくの側そばに歩いてくる。署名活動でもしてくれるのだろうか。ぼくの顔の横で、素早く耳打ち。

「フネっちのファーストキスを奪ったら、わかってるよね？　学級委員長として、ギャルゴあんたに便所の掃除当番を一ヶ月させてやるから」

　恐ろしき職権濫らん用よう。級長にそれだけの権限があるのかなんてどうでもよかった。中村さんをキレさせたら、二年二組では過ごしにくくなる。

　ぼくはこれからも楽しく学校生活が送れるよう、決死のキスに挑むことにした。桑島がいう。

「田た中なか、どうする？　俺おれが目を瞑つぶるか、それとも田中がいくか？　ウケるよな、俺達ホモじゃないのにさ。アハハッ」

　全然ウケないよ。本当に桑くわ島しまとキスをするカウントダウンが始まった。

　ぼくの話をずっと追いかけてきてくれたきみにも、この展開はうれしくないだろ？　気があうね。ぼくも全まつたくうれしくない。人生には避けられない辛つらいことがあるよな。ただ、その辛いことを男の唇から教わりたくはない。

「桑島、目を瞑れ。噂そん長ちよう、しっかり見ててくれよ」

　イケメンはまぶたを閉じてもイケメンだった。ぼくが桑島の肩に手を軽くのせると、女子達が黄色い悲ひ鳴めいを上げた。

「マボチューの女子の人気を二分する男子達のＢＬよ」

　いつからぼくは桑島と人気を分けあうようになったのだろうか。桑島の端正な顔立ちはすぐそこ。

　桑島とのキスの感触や匂においやその他諸もろ々もろはなにも感じたくない。だから、ほんとサラッと、桑島がいうようにタチの悪いギャグみたいに、やればいいんだ。

　背伸びをしたぼくはマッチ棒を擦こするくらいの一瞬のキスを桑島の唇にした。

　うげー。

　視聴覚室はお祭り騒ぎ。精せい鋭えい達たちの声が飛ぶ。

「ギャルゴ様、男気見せてもらいました。感動しました」

　シュシュ率いる派は手でな女子達の声も飛ぶ。

「っていうか、マジでしちゃったし。ギャルゴのキス、なんかカワイイし。キャー、ギャルゴマジヒーローだわ。キュンとしちゃった」

　ぼくは外の世界に視線を向けた。冷気が教室に入ってくるのを感じる。

　温度計を窓の外にだしていた中なか村むらさんが、審判を告げる。

「外気温は……12℃ね。８℃ダウンしたわ」

　男同士のキスで噂そん長ちように悲しみがやってくるのは実証されたが、こいつはやばい。

　草そう一いちとのキスで、氷点下まで下がらなければ、唇が食用油でテカっているフネにご登場してもらわなくてはいけなくなる。

「さあ、春はる男お。つぎは草一の出番よ、しっかりね」

　いつのまにか草一の肩に移動していたエリアス。草一の耳に顔を近づけ、なにかいったようだ。励ましの類だろう。

　おどおどとした草一は赤い顔のままだ。

「ギャルゴくん、僕、目を瞑つぶるね。胸のドキドキがギャルゴくんに聞こえちゃいそうで、恥ずかしいよ」

　男子の背の順でも最前方が定位置の小柄な草一は、以前から何気ない仕草に女の子っぽさがあった。

　不安そうに揺れる潤うるんだ瞳ひとみ。細い肩。未いまだ声変わりしない柔らかい声。

　ぼくにも寝不足の弊害がでてきたのだろうか。目のまえにいるのが本当に男か疑わしくなってきた。

　目を瞑る草一。両手はまっすぐ下にピンと伸ばしていた。ぼくの胸の高さの草一の顎あごが若干上向きになっている。ぼくにキスをしやすくする配慮だろう。

「なあ草一、軽い調子でいこう。だいじょぶ、ぼくに任せろ。いっちゃうぜ」

　妙な緊張感を振り払いたくて、ふざけた調子でいったのだが、草一はどこまでも真剣だった。

「うん、きて」

　緊張感が高まるばかり。こうなったら、さっさと終わらせてしまおう。

　草一の肩に手をおくと、「あっ」という草一の小さな声と熱っぽい吐息が一緒に漏れた。

　桑くわ島しまが相手の時より、断然変な空気が流れていた。ぼくと草一以外は、まさに固かた唾ずを呑のんで見守るという感じだ。誰だれもが呼吸をすることを忘れたようだ。二十人以上いる教室なのに、ひどく静か。窓の外からの空気が気持ち冷え込んだ気がする。

　ぼくの唇が草一の顔に近づく数秒。草一が吐息の声でいう。

「ギャルゴくん、キスしちゃっても、また僕とお泊まり会してくれるよね？」

　ドキッとした。実はぼくの知らないところで、女の子になっちゃう地伝が流は行やっていて、人知れず草一はその影響を受けているといわれても信じられる話だ。

　乙おと女めの顔をした友人にいう。

「もちろんだ。精せい鋭えい達たちと一緒に徹夜でゲームしようぜ」

　視界の端で中なか村むらさんが、温度計を指さしてるのがわかった。デジタル表示のそれは９℃と示してる。温度が下がってる！　噂そん長ちようの目には、ぼくと男がキスするようには見えていないようだ。草そう一いちを完全に恋のライバルとでも思って、会話のやりとりにも嫉しつ妬としてる。

　草一にコトリが移ったのかもしれない。とんでもない爆弾発言が飛んできた。

「僕、二人っきりのお泊まり会がいいな。だってギャルゴくんのことが、ううん、こんなとこじゃ、やっぱりいえないよ」

　どうしちまったんだ草一!?　閉じられていた草一のまぶたが開かれる。瞳ひとみは泣きそうになっていた。

　草一が心ときめく対象はギャルゲーであって、ギャルゲー仲間じゃないはずだ、と叫さけぼうとして、中村さんの姿が目に入った。温度計は３℃。再び目を瞑つぶり、銀縁のメガネのフレームを触る草一。エリアスのウィンク。

　ぼくは決意を固めた。

　噂長からは死角になる草一の頬ほおに唇を近づける。唇が草一の頬に触れるほんの瀬戸際。口のなかでほんの小さな湿った音をだした。チュって感じ。

　草一と向かいあい、決め台詞ぜりふをいった。

「……口はお泊まり会までとっておこうぜ。ほっぺたへのキスはどうだった？」

　窓の外を見た。レミオロメン状態だ。粉雪が舞ってる。中村さんが万歳をしている。温度計はマイナス２℃。噂長が素直で助かった。ぼくが男好きだとでも勘違いして、悲しんだのだろう。

　盛りあがる視聴覚室。噂長は落ち込んだ気持ちを維持するために廊ろう下かへとでていく。

「草一、名演技だったぞ。途中まで、草一が別の趣味に目覚めちゃったかと思った」

「やっぱりギャルゴくんにはわかっちゃったんだね。うん、エリアスさんにいわれたんだ。ギャルゴくんのことを好きだといえって、でも、さすがに好きはいえなかったよ」

　桑くわ島しまとのキスのあと、草一の肩にいたエリアスを思いだす。あのエリアスがただの激励のために行動するとは思えなかった。

「好きといわないのが逆にパンチ力があったぜ。お泊まり会の件もエリアスからの指示か。背筋に嫌な汗かいたぜ」

　不意に草一の顔に乙おと女めの恥じらいが戻ってきた。リップクリームが塗られたばかりの潤うるおった唇から言葉が漏れだす。

「ううん、あれは僕のアドリブ。エリアスさんが、ギャルゴくんと仲いいところを見せつけてやってっていうから……ギャルゴくん、今度お泊まり会する時はゲームだけじゃなくて、二人でいろんなことしようね」

　今度のお泊まり会には、桑島を是非誘おう。草一のいう「いろんなこと」が、いつも通りギャルゲーのドラマＣＤを聞くことだと祈りながら、ぼくは草一から離れた。



    

  
    
      


第四話　ウサギのストラップ

　　　―あの世まであと21時間12分―





　粉雪はぼたん雪に変わり、急速に世界を白く染めていく。大雪警報発令なみだ。

　ぼくのキスシーンでしっかり目を覚ましたクラスメイト達が、壁一面の住宅地図と睨にらめっこしていた。各自、足跡を追う場所の割り振りをしてるようだ。

　ぼくは窓枠に寄りかかる。エリアスが肩によじ登ってきた。

「キスの余韻に浸ってるの？　感謝してよね。フネとのキスは避けられたでしょ」

「エリアス、作戦がある時は事前にぼくにも教えてくれ。草そう一いちが乙おと女めに見えてしかたない。友情に終わりがきたかと思った」

「あははっ、今度草一を女装させてみようかな……ねえ、春はる男お」

　粉雪からぼたん雪に変わったみたいに、エリアスの声が急に重くなった。

「なに？」

　室内の灯りを反射して、鏡のようになった窓ガラス越しにエリアスと目があう。

「わたしってさ、どうして地伝の元凶や地伝の生みの親の噂そん長ちようを救うことのできる力を持ってたんだろ。それを春男に与える役目が……わたしの存在理由だったんだよね」

　一分前には冗談や下しもネタをいっていても、突然シリアスになるのがエリアスだった。

「ああ、エリアスがいてくれたおかげで、噂長もコトリもみんな無事だ。あとはスクリーンと妃き唯いだけだ。エリアスはぼくに下ネタをいうために存在していたのかと思ってたけど、違ったんだな」

「あははっ、なによそれ。人のことをエロの権化とでも思ってたの？」

「違うのか。ああ、そうだな、エリアスはエロの宣教師だったな」

　ハハと笑って見せたが、窓ガラスのなかのエリアスは思い詰めた顔で俯うつむいていた。

「どうしたんだ？　どっか調子でも悪いのか」

　不意にエリアスが着物の腰帯を解き、肩を剥むき出だしにした。胸元で着物の襟を両手で支えていたが、胸の上部の豊満な丸みまでは隠れてなかった。いきなりのセクシーポーズ。念願であったストリップでも始めるつもりか。ぼくは慌てた。

「え、エリアス。なにやってるんだ？　ここには中学生と齢よわい三歳のかま子こしかいない。Ｒ18指定になるような行為はやめてくれ」

「春男、背中を見て」

　どういうことだと思いながら、その通りにした。

　たわんだ着物のなか白い肌が蛍光管の灯りを受けて輝いてる。その肌から視線を下へ向かわせると着物の奥の闇やみになる。お尻しりの割れ目が見えないギリギリのライン。

「エリアス、すごい寸止めだな。もう少しで見えそうだ」

「ちょっと春はる男お、わたしは着エロやってるわけじゃないのよ。着物の内側に折り畳んだ紙があるでしょ？」

　着物と背中の間、白っぽい紙の角が見えた。

「ああ、あったよ。エリアスの肌の色が白すぎるのが悪いんだ。完全に同化してた」

　普段なら美白を褒ほめられて喜ぶエリアスだが、返ってきた声は重い。

「それ、開いて読んでみてほしいの」

　ぼくはいわれた通りにした。開いたそれはレシートほどの細長い紙だった。ハッとした。これは噂そん長ちようと妃き唯いの家で見たおもちゃの箱にあった紙と同じだ。

　窓越しではなく、直接エリアスの顔を見た。

「それは、なんとなく、あの時は見せちゃいけない気がして。まず春男だけに見て貰もらおうと思ったの」

　またエリアスの説明書なのかと思って、細かく印字された文面を追った。

　それはさっき見たもう一枚の紙のように、エリアスの救う力が地伝の元凶や噂長に与える影響について書かれているものではなかった。

　文面はこうだ。



・本製品から救う力を与えられた者が物もの干ほし竿ざおで本製品を叩たたくと、エリアスの前世の記憶が戻ります。



「ねえ、春男。前世ってなにかな？　なんかちょっと意味がわからなくてさ」

　ぼくは動けないでいた。一気に頭のなかでフラッシュする感覚がある。前世の記憶。噂長を救う力。噂長を救う存在に生まれ変わろうとした噂長の妹まやか。

　エリアスは噂長が過去の話をしていた車内にはいなかった。だから、噂長の妹が死んだ理由についても、エリアスは知らないんだ。

「わたしの前世って、どっかのお姫様とかかな？　それともマリリン・モンローだったりして。ねえ、わたし21世紀のセックスシンボルになれるかな。春男はどう思う？」

「あ、いや。エリアスは、モンローの生まれ変わりじゃないよ」

「なによ、それ。そんな真面目まじめに否定しなくてもいいじゃん。冗談なんだから」

「ははっ、そうだよな。ごめん、冗談なんだよな」

　どう考えても、エリアスは噂長の妹の生まれ変わりにしか思えなかった。

　秘密にしていた紙をぼくに見せたことで、気持ちが楽になったのか、エリアスが軽い調子でいう。

「ねえ春男、試しに物干し竿で叩いてみてくれない？　前世とかわかるなら知っておきたいし。あはっ、まさか前世も人形ってことはないだろうから」

「駄だ目めだ！　あ、あとにしよう。今はさ、妃唯捜しをしなきゃいけないわけだしさ。なあ」

「なによ春はる男お、そんな怒鳴っちゃって。あ、もしかして、わたしが前世に愛した男のこととか思いだしちゃったりするのが嫌なんでしょ？　もう、春男ったらやきもち焼きなんだから困っちゃう。でも、わたしの前世か……きっと恋多き女だったんだろうな」

　エリアスが前世の記憶を戻すことがいいことなのか、悪いことなのか、判断つかなかった。ただ、エリアスの前世は部屋に籠こもって姉の噂そん長ちようあやかの帰りを、本を読んで待ち続けた人外の存在だ。

　それがエリアスの望む前世とは思えなかった。



　ぼくは肩のエリアスを窓枠に移動させた。

「あぁん、春男どうしたの？」

「ああ、ちょっと噂長のもとにいってこようと思う。雪はもう充分だろ。この紙、ぼくが持ってていいか？」

　三階からの窓ではわかりにくいが、それでも５センチから10センチは積もっているようだった。冷え込んだ室内では、クラスメイト達がそれぞれ上着を羽織り始めている。

「うん、いいよ。そうね、あとは雪が溶けちゃわないように、氷点下さえ維持してくれれば問題なしね」

　目があってるうちはエリアスにぼくの悩んでる顔は見せたくなかった。振り返り廊ろう下かに向かうと、ハアーと重いため息がでた。スピースピーと、どこからか寝息が聞こえる。足元で桑くわ島しまが寝ていた。五分前まではしゃいでいたはずなのに、もう熟睡。幼稚園の昼食後のお昼寝タイムだ。寝顔はひたすら無む垢く。徹夜するという夢は叶かなわなかったが、いい夢を見ているのだろう桑島をまたいで教室をでた。

　ぼくはどうしようとしてるんだろう？

　噂長に妹の生まれ変わりが見つかったと伝える気なのか。

　いや、噂長に伝えるまえにやっぱりエリアスには話さなきゃいけない。きっとすぐには信じてもらえないだろうから、結局物もの干ほし竿ざおでエリアスを叩たたいて、前世の記憶を呼び起こさせなきゃいけなくなるだろう。

　前世の記憶を取り戻したエリアスは、ぼくのよく知っているエリアスのままでいてくれるのだろうか？

　記憶で人格が変わるってことだってあるんじゃないのか。急に全まつたく下しもネタをいわなくなったら、ぼくはエリアスとなにを話せばいいのか困る。

　だって、エリアスとの会話の半分以上は下ネタなんだ。



　噂長は三階の非常階段の踊り場にいた。

　非常口のノブを回すと「ギ」と「キ」の合わさったような音が大きく響いてしまった。手すりにもたれかかっていた噂長が振り返る。氷点下の世界では、鉄の階段は冷え切ってる。噂長のパンツスーツ姿は寒々しかった。

「噂そん長ちよう、なかに戻ろうぜ。風か邪ぜひいちまう」

「ううん、いいの。この寒さがアタシの気持ちも凍らせてくれるから」

「もう、雪は降らさなくていいんだ。なるべく雪が溶けないくらいに低温なら文句なし。噂長、雪を降らせてくれてありがとな」

「ハルオ君、あんまり優しくしないで、気持ちが温かくなっちゃう」

「ああ、すまん。えっと、じゃあ、なるべくドＳでいくよ」

　噂長は、ふふっと笑う。しまった。気持ちを盛りあげちゃいけないんだ。

「優しいハルオ君には、Ｓなんて無理じゃない」

「じゃあ、寒いギャグでもいってるよ」

　考えること五秒。

「バスガス爆発。あ、これは早口言葉だったな。えっと、チキンナゲットを地銀に投げよっと。ああ、地銀っていうのは地方銀行の略ね」

　やっちまった。あまりにつまらないし、寒い以前にこれじゃあ意味不明だ。

「投げようとしてたけど、投げなくてよかった」

　うん？　噂長の言葉も意味不明だ。

「なにを投げようとしてたんだ？　チキンナゲットじゃないんだろ」

　つまらないギャグ炸さく裂れつ。ただ、微笑ほほえむ噂長の視線は手元に落ちてる。両手に握られているのはウサギのマスコットがついたストラップ。新品だろうか、透明のビニールに入ったままだった。

　あれ？　見覚えがある気がする。

「これは大事なものだから、ケータイにつけられなかったの。汚れちゃうといけないから、たまに袋からだして見るだけ。そして、また袋に戻すの」

　安価なストラップをまるで宝石のように扱う噂長。

　まあ、誰だれだってそのストラップが安物だと見ればわかるだろうが、ぼくには値段もだいたいわかった。思いだしたのだ。

「噂長、それって、もしかしてぼくがプレゼントしたやつかな」

　気がついたら粉雪になっていた。うしろの廊ろう下かで、ニンニク餃子ぎようざの口臭を防ぐために歯磨きをしてるフネが遠くに見えたが、気がついていないふりをした。

「そうよ。クラスのみんなが一学期にアタシの誕生日会をしてくれた時。ハルオ君がアタシにくれたの。みんながくれたプレゼントも宝物だけど、このストラップはとっておきの宝物なの。あら、先生が生徒を贔ひい屓きしちゃいけないわよね」

「ストラップつかってくれていいんだぜ。もし、汚れちゃったら、また買ってやるよ。中学生のこづかいでもストラップぐらいはプレゼントできるんだぜ」

「うふっ、アリガト。でもいけないわ。せっかくのおこづかいは、自分のためとかわいい女の子のためにつかって……あぁ、アタシは中高年なのに、なんで好きな人は中高生なんだろ」

　上う手まいことをいって噂そん長ちようは自分の言葉で凹へこんだ。ぼくもなにか上手いことをいって、フォローができればいいと思ったが、中高年と聞いて綾あやの小こう路じきみまろの顔が浮かんできていた。邪魔くせ。

「さっきハルオ君が桑くわ島しま君や草くさ野の君とキスしてるのを見て、悲しい気持ちになれなかったら、このストラップを壊そうと思ってたの。でも悲しいって気持ちになれた。アタシのせいで、ハルオ君が男同士でキスしなきゃいけなくなってるかと思うと……ハルオ君がつらそうにしてると、アタシ悲しいから」

「ああ、噂長優しいんだな。でもあんな馬ば鹿かなキス騒動でも、噂長の宝物が壊れず済んだのなら、幸いだよ」

　胸に抱えていたストラップをビニールから取りだし、噂長はポケットから抜いたケータイに取り付けた。非常階段にくるまえに職員室に置きっぱなしにしていたケータイを持ってきていたようだ。

「大事にするね」

　つらそうにしてるぼくを見せるだけでよかったのなら、空気イスでもしていればよかったんじゃないだろうか。後の祭りだ。



　細ささめ雪ゆきが舞ってる０℃の世界から校内に戻る。

「ハルオ君、手を軽く握ってもらえないかな？　軽くでいいから。軽くね」

　新機種モバイルＰＣの広告のように軽くという部分を強調する噂長。なにか意味がありそうだ。

「生徒のみんなはとっても大事。ハルオ君も大事。アタシのせいでその大事な人達をあの世行きにしてしまうかもしれないって思うだけで、今はとても悲しいの。氷点下を維持するのはヘーキだと思うわ。ただ、雪を止やませるために手を握ってほしいの」

　それは目隠しをして一人でシーソーの真ん中に立つようなものだった。そうだよな、心象風景をコントロールするなんて、もともとムチャクチャな話だ。噂長は感情のシーソーで必死にバランスを取ってる。ぼくは左手で噂長の手を取った。話したことない女子とフォークダンスをする小学校高学年の男子のように、ぎこちなく握る。

　窓の外。雪は止んだ。

　噂長はヘーキといっていたが、ぼくの言動によっては気温が一気に上がってしまう可能性がある。それじゃあ、せっかく積もらせた雪が溶けてしまう。気をつけなきゃいけない。

　氷点下スレスレを維持できる程度の触れあいと言動に集中だ。すごい難しいよな。



　午前三時三分。

　噂長と手を繋つないだまま視聴覚室に戻ってきたら、地伝解決メンバー女性陣になにかいわれるかと覚悟してたが、視聴覚室には誰だれもいなくなっていた。

　黒板には各自現在なにをしているのか、という行動予定が書き込まれていた。

　それによると、ライムとかま子ことエリアスは復活した地伝の元凶達のお出迎えにいったようだ。

　フネ＆中なか村むらさんの異世界探索隊と、草そう一いち、ジーズ、エンジン含む精せい鋭えい達たちと、シュシュと派は手でな女子の仲間達は、妃き唯いの足跡を捜しに真ま幌ぼろ市内のエリアを分担して、出払ったようだ。氷点下の人海戦術。厳しい作戦だ。

　フネの字だと思うが、注意事項が書いてあった。



・マボチューの上靴を履くこと（おれ達の足跡を統一させ、妃唯の足跡をわかりやすくするのが狙ねらい）。

・ホッカイロなどを常備し、寒さ対策をしっかり行うこと。

・無人の世界では聞き込みができない。人物捜索は足をつかうしかない。

・由ゆ井い妃唯を見つけたら、直ちに花火を打ち上げ仲間に現在地を知らせること。深追いはせず、連携して捉とらえること（負傷には気をつけてくれ。労災は下りないぞ）。



　フネのテンションが最高潮になってるのが伺える。折れたチョークが黒板の下に落ちてるわけだ。

　黒板には、コトリとハナさんの行動予定も書いてあった。

　コトリは、眠気が限界にきていたようで、空き教室で仮眠を取るとのこと。地伝の元凶の身になっているコトリだ。無理はしてほしくない。

　ハナさんのほうは、風か邪ぜ薬を服用して寝ているように中村さんに指示されたようだ。体調がまだ万全ではないハナさんだ。休んでくれるのは賛成。

　エリアスが書いたのだろうか。コトリとハナさんの書き込みの下にひらがなで、『はるお　よばいするなよ』と書いてある。しかも油性マジックで。消せないじゃないか。苦笑だ。ぼくは一緒に黒板を眺ながめていた噂そん長ちようにいう。

「それにしても、みんな水臭いな。なんでぼくに黙っていっちゃうんだ」

「あら、そんなことないわよ。ハルオ君、そこを見て」

　黒板の端になにか細かな字で書き込まれてる。

『ギャルゴはしっかり休んでてくれ　おれ達に任せろ』『うちらがきっと妃き唯いを見つけるからね』『ギャルゴ様　僕達だって役に立つとこ見せます』『いい夢見ろよ』『わたし　ギャルゴのためならなんだってできるから　キャーなに書いちゃってるんだろ』

　そんなメッセージが二十以上あった。

「なんか、転校生に宛あてる寄せ書きみたいだ」

「ハルオ君、ちょっと照れてるでしょ？」

「うん、ちょっとだけ」

　寝る前のコトリが書いたんだろう。『春はる男おくん　おやすみなさい』というのがあって、笑った。

　そのあと、ボキャブラリーから推察するにエンジンが書いたメッセージを見つけて、笑みが引っ込んだ。『差し出がましいとも思いましたが、某ギャルゲーのヒロインの匂におい付き枕まくらをご用意させて頂きました。柳やなぎ腰ごしの美人との一夜の夢をお楽しみください』

　ぼくは女子からの人気がまた下がってしまわないように、それを黙って消した。



    

  
    
      


第五話　春はる男おとどこまでしたか発表会

　　　―あの世まであと20時間41分―





　みんなの心遣いはありがたかったが、眠るわけにはいかなかった。

　地伝の元凶を連れてくるという地伝解決チームのメンバーがいるから、足跡捜しにはでかけられない。ひとまず待機。今は噂そん長ちようと手を繋つないだまま、思いだした妃き唯いの話を聞くことにしよう。

「アタシにとってね、戯ぎ曲きよくを書くのは一人でもできる趣味だったの。自分のことは忘れ去られても、自分の書いたお話がもしかしたら誰だれかの心のなかに残っているのかもしれないって思うのが、喜びだったの、救いだったの……自分でも不思議に思ってることがあったわ。六年くらい前から、去年の三月にかけて一人芝しば居いの戯曲をアタシはよく書いていたんだけど、それはユイキイの教本として書いていたのね。ふふっ、さっき記憶が蘇よみがえるまでなんでこんなに一人芝居のお話を書いたんだっけって、思ってたわ。さんざん人々の記憶のなかから自分を消してきたアタシがいうのもなんだけど、忘れられるだけじゃなく、忘れるのも怖いわね。とっても」

「ああ、忘れたことも忘れてしまってるからな」

　それから五分後。ぼく達は演劇部の部室から台本をいくつか視聴覚室に持ってきた。ホッチキスで留めた小冊子が軽く三十部ってとこ。教室の机のなかに押し込んだら、いっぱいになりそうなくらいのボリュームだ。

　薄っぺらい台本なのに、重く感じる。それは妃き唯いに必要な感情を与えることができる力を持つ本だと、わかってるからだろう。適当に手に取って、パラパラと捲めくっていく。台本にはそれぞれ噂そん長ちようが書き上げた日付が振ってあった。

　聞きそびれていたことを思いだした。

「ああ、そういえば噂長は、なんでこの異世界に妃唯を閉じこめたんだ？　あまりにいろんなことが起こりすぎて、大事なことなのに聞くの忘れてたよ。妃唯は、噂長の存在を誰だれかに教えようとしたから、この異世界に閉じこめられたっていってたけど。それは嘘うそなんだろ」

　その時、噂長がどんな顔をしていたか見ていればよかったなと、あとになって思う。

　質問しておきながらぼくは初めて見る一人芝しば居い用の台本に、目を奪われていたのだ。登場人物が一人でも物語に起承転結がある。妃唯にとっての教本だが、お説教じみた内容じゃなく、ちゃんとエンターテインメントしてる。すごいよな。なんてのんきに感心してた。

「……あれは去年の三月で、また上書き睡眠の力で、アタシの記憶を持つ人々とお別れをしなきゃいけない時期だった。アタシは別れの淋さびしさを紛まぎらわすために、ユイキイが上書き睡眠をしてくれた直後、この異世界に二人だけでこようって約束をしたの。いっぱい遊ぼうって誘うとユイキイはうれしそうにしてたわ。とっても喜んでいた」

　すぐ側そばにいる噂長の声が遠くなった。それでぼくはやっと台本から顔を上げた。過去を話す噂長の顔を見るのがなんとなく悪い気がしていたんだ。噂長の過去を聞いても、受け止めることなんて、ぼくには到底できないと思っていたから。噂長は感情を濾ろ過かした声で続ける。悲しいモノローグ。

「そして、その日がきて、上書き睡眠をしてもらったんだけど。ユイキイは誤ってアタシのなかにあるユイキイ自身の記憶も消してしまったの。その誤りに気づかなかったユイキイは、すでにプチ神隠しの力が働いていたスクリーンのなかに一人で入っていったの。遊びにいくのが待ちきれなかったのね。アタシはユイキイとの約束どころか存在すらも忘れていたから、なぜか効果を発はつ揮きして、開いたままになってる異世界への扉を閉じてしまったわ。異世界でアタシがくるのをずっと待っていたんでしょうね。ホントひどい事故みたいなもの。ユイキイに会ったら、抱き締めてあげたいわ」

　そんなことが理由だったのか。妃唯にとっては災難だ。でも、こういっちゃ悪いが案外間抜けな話だった。誤って噂長のなかから自分の記憶を消す。どこか腑ふに落ちないものを感じたが、俯うつむいて萎しぼんだ表情の噂長には、真実の悲しみがあるように見えた。この時のぼくにはその悲しみの本当の理由がわからなかっただけ。

「去年の三月か。妃唯が異世界にいった時期と、真ま魅みばあちゃんが死んだのは同じ頃ころなんだな」

「……ハルオ君。ごめんなさい、アタシが真ま魅みさんを死なせてしまった」

　実は噂そん長ちようと真魅ばあちゃんの話はしたくはなかった。おまえがばあちゃんを倒したんだろ？　純粋な怒りにどこまでも傾いていきそうな自分を抑える自信がなかったからだ。ただ、救う力で目覚めてからの噂長は、常に罪の意識に囚とらわれているようで、怒りをぶつけにくかった。

「その話は、最強になれるジュースを売っていた自販機から聞いたよ」

　――その噂長にあんたのばあさんは戦って殺されたんだろ――

　頭のなかに、自販機のＬＥＤ表示板のやけに赤い文字が蘇よみがえってくる。

「アタシ、いろいろ耐えられなくて、そんな話をしてしまったの」

「なあ、気になってたんだが、真魅ばあちゃんは悪い病気で死んだんだ。だから、誰だれかに殺されたなんて、自販機から聞くまで考えもしなかった。誰かを悪い病気にさせられるとか、なんかそういう地伝を起こしたのか？　真魅ばあちゃんはその地伝を解決するために戦いにいったけど、噂長には勝てなかったとかそういうことなのか？」

「……ええ、そうよ。ごめんなさい、ひどい地伝を生んでしまった」

　声が濡ぬれてる。泣いてる女の人の顔を見るのは、たとえばあちゃんの仇かたきでも苦手だった。

「噂長、アンタは優しい新しん藤どう先生の一面を持ってる。どうせ、ばあちゃんを悪い病気にした時も我を忘れていたんだろ？　ぼくには噂長をどうすればいいのかわからないよ。とりあえず妃き唯いを見つけてから、この話の続きをしよう」

　続きにはなにを話せばいいのかわからないけどね。

　たまたま手に取っていた台本の日付が去年の三月だった。

　一ページ目の表題の上に『未』の印。妃唯が異世界に来てしまう直前に完成したため、一人芝しば居いを妃唯に見せられなかった台本なのだろう。

　この台本は妃唯になにを与えることができるのか聞いた。噂長は台本を演じられなかったことを無念そうに教えてくれた。

「その戯ぎ曲きよくはね……『悲しみ』。ユイキイには『悲しみ』を教えてあげようと思ったの」

　それはなにかきっかけがあって、『悲しみ』を教えようと思ったのかと口にするまえに噂長が見越していう。

「ユイキイがもっと上手にお芝居ができるようになりたいっていってたから、悲しみを知らないようでは、いい女優にはなれないでしょ。だからね、『悲しみ』という感情をユイキイに与えようと思って」

　ぼくは泣いてる女の人の言葉を疑うことができないようだ。だからぼくはこの場でした会話で、噂長の嘘うそを見破れなかったのだ。だてに原作演出主演で一人芝居をしていない。この時の噂長は、悲しみをよく知ったいい女優だったのだ。



　ぼくと手を握っていなくても、雪を降らさずにコントロールできそうという噂長と手を離した三時半過ぎ。

　三階の視聴覚室の窓から賑にぎやかなメンバーが帰ってきた。

　バスケットボールほどの真っ赤なダルマの上に器用に立つかま子ことライム。エリアスはかま子の肩に乗ってる。徹夜で見る玉乗りにビックリ。どうやら無用な足跡を残さないように、ダルマに乗ってきたようだ。

　三人娘が視聴覚室に降り立ち、防寒着の雪を払っている。女性陣に頭頂部を踏みつけられていたダルマさまが、ぼくと噂そん長ちようの顔を見ると懐かしさからか、表情が柔らかくなった。

「諸もろ々もろの事情は聞きました。なんでも由ゆ井い妃き唯いさんという少女を見つけないと、大変だとかで。私を自由に動けるようにしてくれた噂長さんにも、成じよう仏ぶつさせてくれた田た中なか春はる男おさんにもお礼がしたいと思っていたんです。曲がりなりにも私も地伝の元凶ですから、微力ながらお役に立ちたいという思いです」

　ダルマさまは相変わらずだ。身体からだのほとんどが顔なのに、腰が低い喋しやべり方だった。

「ああ、よろしく頼むダルマさま。安らかに成仏してたところを復活させて、悪いな。ダルマさまが転んだをしながら、市内を巡回してきてほしいんだ。妃唯がいたら捕まえてほしい」

　噂長がダルマさまのデッキブラシのように硬そうな眉まゆ毛げに、胸を当てて包み込むようにして抱きついた。

「ダルちゃん、アタシの都合で呼びだしてごめんね。あなたの力、頼りにしてるわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ダルマさまと噂そん長ちようはしっかりとした信頼関係があるようだ。

「頼りにして頂き、私うれしいです。この白い目で、鵜うの目め鷹たかの目めで由ゆ井い妃き唯いさんを捜して参ります。見つけだした折りには、何卒、私に祝いの黒い目を描き入れてください」

　ダルマさまは、窓の外に消えていった。

　日ハムのダルビッシュだけじゃなく、こっちのダルちゃんも頼もしい感じだ。



　ダルマさまと入れ違いに、スペシャルゲストがまた三階の窓からやってきた。

　常に温泉にいるくせに一向に肌のうるおいが得られない石像の温泉ライオンと、男湯にも女湯にも堂々と入っていけないオカマ石せつ膏こうだった。

　体重が10キロもないダイエットいらずの石膏のほうがいう。

「ふー、ご無ぶ沙さ汰たね。わたくしの一糸まとわぬ美しいナイスバディが恋しくなったのかしら」

　ぼく達は揃そろって苦笑。復活してもキャラクターのぶれないナルシストな石膏だった。一方、温泉ライオンはのんきだ。シルベスター・スタローンの日本語版吹き替えの声優みたいな渋い声でいう。

「へっへっへっ、すっかり寒くなっちまったね。露ろ天てん風ぶ呂ろが気持ちいい季節だ。お兄ちゃんにお姉ちゃん方、健康ランドに寄っていくってのはどうだい？」

　噂長は耐え難い苦しみから逃れるために地伝を生みだしていたのであって、故意に誰だれかを傷つけるために地伝をつくる気はなかったということを、こののほほんとした地伝の元凶達を眺ながめて、改めて思った。

　ＮＨＫ教育テレビの低予算の短編アニメにでてくるキャラクターのように牧歌的なライオンとオカマは、ぼくの隣の噂長の存在にやっと気づいた。オカマが悲ひ鳴めいを上げる。

「ギャアア！　噂長様ではないですか！　相も変わらずお美しくて、ボインボインですわ。わたくしが復活した理由がわかりましたわ。もしかして合コン要員ですか？　噂長様、ご一緒に世の男共をひれ伏させてやりましょ」

　このオカマはなにかの役に立つのだろうか。噂長は出来の悪い子どもを見るように、眉み間けんに皺しわを寄せた。ライオンがいう。

「あんたは噂長とかいうやつだったな。で、わし達が復活したってことは、のっぴきならない問題が起こってるとみたね。なんだい？　話してくれないか」

　温泉ライオンの頭はのぼせてるわけじゃないようだ。

　噂長がいう。「あなた達の力を借りたいの」

　それから妃唯とスクリーンを見つけださなくてはいけない事情を、手早く伝える。

　新しん藤どう先生こと噂長は、中学生だけじゃなく、人外の存在にも物事をわかりやすく教えるのが上う手まいようだ。



　ぼく達の事情を聞き終えた人外の二人。

　ひとまずは人海戦術の要員として働いてもらう予定。温泉ライオンがそわそわとその場で足踏み。どうした？　と聞くと、復活した喜びに浮かれた温泉ライオンが残念なカミングアウトをしてくる。

「へっへっ、わしはまた自由に動けるようになったのがうれしくてのう。叫さけんじまってな。そしたら、温泉を盛大に噴き上がらせてしまったんだ」

　噂そん長ちようが困ったようにいう。

「女の子のみんなは気をつけてね。徐々に発育し始めてあと何時間かしたら、またみんな巨乳になってしまうわ」

　あの世に辿たどり着くまで20時間と少し。最後に巨乳を眺ながめて死ねるならいいやと軽口を叩たたいている場合ではない。



　上靴を履いたオカマ石せつ膏こうと、四本足に上靴を無理矢理くくりつけた温泉ライオンはマボチューをでていった。

　自由に動ける地伝の元凶に指示だしは終わった。それじゃあ、妃き唯い捜しに最も重要な地伝、かま子こを犬に戻せる変身トンネルにいこうか。

　氷点下の外にでるため、ぼくはライダースーツの上に防寒着を羽織っていると、隣の教室で眠っていたはずのコトリとハナさんがやってきた。コトリは怖い夢で目が覚めてしまったようだ。ハナさんは眠れなかったようだ。

「ハナさん、体調はどうだい？」

「心配させてしまってすみません。平気です。あの、ハナも足跡捜しにいきたいです」

　隣のコトリも黙っていない。「春はる男おくん、私もいくっ」

　マボチューで一、二を争う美少女二人に同時にお願いごとをされる。あっさり参った。

「うーん、絶対に無理はしないってことで約束してくれ。それじゃあ、みんなでいこうか」

　二人の美少女が笑顔で頷うなずく。その様子に見とれていたら、強い視線がぼくに集まっている気がした。

　なんか嫌な予感。ぼくはなるべく早くここをでたいと本能で感じた。

　気づけばぼく以外に男子はいない教室。コトリ、ライム、エリアス、かま子、ハナさん、噂長が集まっている状況は危険地帯の気配。

　予感は的中した。エリアスの発言でおかしな展開になる。

「ここには春男によく関かかわっている女の子達が揃そろってるわけだけど、今は春男争奪戦を一時休戦にして、妃唯とスクリーンを見つけなきゃいけない。仲良く協力しあわなきゃ。そこでみんな気になってるだろうことをハッキリさせておくわ。それで春男に抜け駆けして性的アピールをしないっていう協定を結びましょ」

　争奪戦ってなに？　っていうか性的アピールなんてするのはエリアスと我を忘れた噂長くらいだ。なにをハッキリさせるつもりだろう。

　エリアスは自慢の胸をそらして、宣誓した。

「さあ、お互い春はる男おとどこまでしたかいいあいましょ」

　なんだって!?

　並々ならぬ表情で頷うなずきあう女子達に囲まれ、ぼくはなにもいえない。ここはマボチューの視聴覚室のはずで、サファリパークの降車禁止エリアじゃないはずなのだが。

「まず、わたしからいうわ。わたしが春男にした一番過激なことはね、春男の海パンのなかに入って、春男のアレにぶら下がったことよ。しかもアレを軽くかじったわ」

　エリアスはいったいなにをいってるんだ!?

　ハナさんは息を呑のみ、ライムのキツイ視線が飛んできて、かま子こが吠ほえる。

「なあ、みんなこんなのやめようぜ」

　ぼくの言葉は女の子達の誰だれにも届かず、そよ風のように流れていった。なんてこった。止められる気がしない。

　ぼくと一体どこまでの行為をしたかという冗談みたいな発表会が続く。

　つぎは体調が万全じゃないと積極的になるハナさん。さっきは平気だといっていたが、アグレッシブだったら微熱以上確定だ。

「ハナは誰もいない薄暗い祠ほこらのなかに、入ろうって田た中なか君に誘って頂きました。そこで田中君に抱き締めてもらいました。田中君の身体からだ、温かかった」

　エリアスが「何秒抱き合ったのよ」とヤジを飛ばし、コトリの爆弾発言も発射準備が整っていた。

「でもでもね。私は巨乳になっちゃった時に春男くんに裸見られちゃったしねっ、春男くんの裸も見ちゃったしねっ、その時に私のお胸だって生で触ってもらったもん」

　生で触って、という言葉に女性陣の顔が一段険しくなる。ぼく泣きそう。この場から逃げたい。

　しかし、ぼくの腕はかま子に掴つかまれる。かま子が人間の姿でよかったと思った。ドーベルマンの姿なら、噛かみつきでズタボロにされるところだ。エサの気分で、ぼくはつぎの発表者を待った。

「ワンワンワンワンワンワンワンワン！」

　かま子それをいうのか！　およそ意味がわかるぼくは俯うつむいた。

　ほぼ完かん璧ぺきにかま子言語がわかるエリアスが絶望的な通訳をする。

「かま子は犬の姿の時おんぶをしてもらいながら相合い傘をしたのと、人間の姿になってからは春男の指をペロペロ舐なめたのと、夜の学校で春男に裸で抱きついたのと、首にキスマークをつけたことだって。ちょっとかま子、発表する体験談多すぎ。一つだけだよ。そんなこといったらわたしだって、春男にキスマークつけたことあるもん。わたしからいわせりゃ、かま子は犬の時に四つんばいになって、春男に生のお尻しりを見せ続けたのが一番過激よ。連日露出プレイで下校してたんだから」

　首関節の可動域の限界に挑むような勢いで、ぼくは俯いた。女の子達がどんな顔してるか、見るのが怖かったのだ。

　発表を終えたここまでの女子中学生達より恥ずかしがるような声で噂そん長ちようがいう。

「ごめんなさいね。アタシが一番エッチなことをしてるわね。ハルオ君と……ううん、口にしていえないわ。とりあえず舌を絡ませあう大人のキスをしちゃったわ。うん、そんなところかしら」

　とりあえずビールじゃなくて、とりあえずディープ（キス）。心なしか、ぼくの腕を掴つかむかま子この力が増したような気がする。人間かま子の握力がオリンピック級でないことを祈る。

「もう！　下しもネタはわたしの専売特許なのに、噂長はかなりきっつい下ネタをいいまくったそうね。強敵だわ！　ああん、わたしは舌が短いから春はる男おと大人のキスはできないのよね。えっと、ひとまずみんないい終わったわね」

　助かった。約二十時間前倒しでぼくだけあの世にいくのは避けられたようだ。

　女の子達が、互いに頷うなずきあう少し奇妙な光景。合意の視線。これで協定は結ばれたのか。ツインテールの先をいじりながら、見逃し三振したような顔でライムがいう。

「あの、あたし、まだなんだけど」

　エリアスがいう。「ライムごめんね。さあ教えて、春男とどこまでしたの？」

「あたしは、その、ト、トレーナーの裾すそを握ったりとかしたよ」

　女の子達は沈黙。ライムは慌てたようにいう。

「し、しかもね。ギュッと掴んだんだから。それにあたし、田た中なか春男くんとバッティングセンターにもいったことがあるんだよ。あ、ごめん、二つ発表しちゃった」

「いいのよライム、二ついっちゃったって。へえ、そうなんだ。わたしは春男とバッティングセンターにいったことないなー。ライム羨うらやましいなー」

　エリアスの声は思いっきり感情が入っていなかった。なぜかその場でもじもじしているライム。「羨ましがられちゃった」と、ライムらしくないボソボソ声でいってる。

　自分でも白々しい声のトーンになっていたのに気づいたのか、エリアスはド下ネタでその場の空気を変える。

「ハナとかって文化系な女の子だからわからなかったかもしれないけど、ライムと春男がいったのは健全なほうのバッティングセンターだから。別に春男のバットがどうのこうのする場所っていう暗あん喩ゆは含まれてないからね」

　誰だれもそんなことは疑っていなかった。ここまで黙っていたぼくはテンパった声を上げた。

「エリアス。いまさらだがなんでこんなことを確認しあったんだ？」

「これからみんなで力をあわせていくため、恨みっこなしにするためよ。平等にしなきゃいけないわね。噂長かコトリのがすごかったわね」

　平等ってなに？

　名前を呼ばれた二人がいい返す。

「あら、エリアスちゃんも負けてないと思うけど」

「エリアスさんの体験談ドキドキですっ」

「じゃあ、みんなが一番過激だと思ったことと同一のことを今から春はる男おにしましょ。それでわたし達の協定は完成するわ。えっと、噂そん長ちようのほうを基準にすると、春男とねっとりディープキス。コトリを基準にするとこの場で全員裸になって、春男に胸を触ってもらう。わたしを基準にすると、春男のアレに直接触れて、少し齧かじる。さあ、どれにする？」

　ぼくが悲ひ鳴めいを上げるまえに、ライムが真っ赤な顔をして視聴覚室の隅に逃げた。つっぱり棒も持って、ガクガク震ふるえてる。

　悪のりのエリアスがいたずらっ子の顔でいう。

「ライムは、わたしと噂長とコトリ基準のことを全部春男にしてもいいわよ。特別サービスよ」



    

  
    
      


第六話　クジ運

　　　―あの世まであと20時間―





　視聴覚室の掃除ロッカーに逃げ込んだライムに、エリアスが呼びかける。

「ライムごめん。協定結ぶためにそんなエッチなことをみんなでしたりするわけないじゃない。それじゃあ変態みたいでしょ。ねえ、でてきてよ」

　エリアスは充分変態じゃないか。

　ぼくも呼びかけ、ライムがおずおずとでてきた。ロッカーでなにか見つけたようだ。手にはファッションブランドのロゴの入ったビニールの袋を持っていた。

「うん？　ライムそれはなんだい？」

　ライムがビニールをほどく。

　なかからでてきたのはティッシュより小さな布地が三枚。確かそれは妃き唯いのマイクロビキニだった。でも、ぼくが目ざとく妃唯の水着だというのはばつが悪かった。妃唯の水着姿を見ていたコトリがいう。

「あっ、妃唯さんのビキニ」

「え、それを着るんですか。とっても大胆です」

　ハナさんは顔を赤くしている。このビキニは、おかしな協定から話題を変えるには絶好のチャンスだった。

「それさ、妃き唯いの匂においが残ってないかな？」

　頭がエロにシフトしてるエリアスが声を尖とがらせる。

「春はる男お、なに考えてるのよ。匂いを嗅かいでお楽しみってわけなの？　オカズにする気なの？」

「春男くんっ、オカズってどういうこと？　お醤しよう油ゆとかソースをかけてビキニを食べちゃうのぉ？」

「違うわよコトリ。素材の味は大事だから、調味料はつかわないわ。まあ、口に含んだりするかもしれないけど、さすがにゴックンはしないわよ。それをつかって、アレを」

　ぼくはエリアスの口をライダースーツの裾すそで塞ふさいだ。下しもネタと天然はひどいコンビだった。

「違うよ。かま子こに嗅いでもらったら、スクールバッグ同様、妃唯を捜す手がかりになるだろ？　早く変身トンネルにいこうぜ」



　変身トンネルの舞台になった旧農道トンネルは、マボチューのグラウンドの端だ。

　防寒着に着替え中のコトリとハナさんと噂そん長ちようを視聴覚室に残して、ひとまずかま子とライムとエリアスとぼくの四人でいく。トンネルを抜けるだけで、元の姿に戻るはずなので一分で済む話だった。ただ、グラウンドの端には、予想外の事態が待っていた。

「嘘うそでしょ？」

　旧農道トンネルのまえに来て、ライムが声を漏らした。

　全長百メートルはあろうかというトンネルは部分崩落を起こしてる。トンネルの原形は残ってるけど、トンネルの抗口は膝ひざの高さまで土砂に埋もれていた。なんてこった。向こう側の出口に外灯があるはずだが、トンネルの奥は微かすかな光すら見えない。深い暗くら闇やみ。こいつは塞がってるようだ。

　エリアスがフォローのようにいう。

「一応、変身トンネルの地伝の力はちゃんと感じられるわ。ただ、このトンネルのなかをこのままじゃ這はいつくばって歩くのも無理ね」

「この土砂と、うーん、コンクリの塊もあるな。これらをどかすしかないか。まずスコップが必要ってとこか」

「ちょっと春男、いくら人が通るだけの狭いトンネルっていっても、百メートルはあるのよ。スコップで掘るなんてどれくらいかかると思ってるの？　生徒達全員で掘ったって、何十日もかかるわよ。しかも身体能力が上がっていて、誰だれよりも力がある春男は利きき手をケガしてるじゃない」

　自分の右手を見て苦笑。ジンジンとした疼うずく痛みは抜けない。包帯の巻かれた手は足元に転がる石ころを落とさずに握れるだけの力しかなかった。難問に直面。つまらない冗談しかいえない。

「エンジンはショベルカーの運転もできないかな？」

　ライムがトンネルの抗口の横幅をつっぱり棒で計る。冷静なツッコミ。

「あなた、ショベルカーはこのなかには入っていけないわよ」

　こうしてぼく達四人は頭を抱えた。



　どっぷり肩を落として視聴覚室に戻った。

　かま子こを犬に戻すのはひとまず保留。妃き唯い捜しの最も有力な作戦がつかえない。ぼく達もマボチューをでて、捜索にいくことにする。

　集団で行動しても効率が悪いので、メンバー決めのクジ引きをすることになった。

　エリアス、コトリ、かま子、ライム、噂そん長ちよう、ハナさん、ぼくを二つのチームに分ける。

　噂長と同じチームになれば、一人暮らしの噂長の部屋に捜索にいくのが条件。妃唯がいる可能性は低いけど、記憶を取り戻した噂長に見てもらえば、なにか手がかりが見つかるかもしれないからだ。なので、噂長のいないチームは足跡捜しに精をだすってわけ。

「ぼくは噂長と同じチームにしてもらえないか。噂長の部屋をもう一度しっかり見ておきたいんだ。そのあとにしっかり足跡捜しをする」

　エリアスがアヒルのように口を尖とがらせた。

「えー、噂長と春はる男おが一緒なの。なんかずるい。ねえ、妃唯は上書き睡眠がつかえる以外は特別な力を持ってるわけじゃないけどさ、武器とか持って、突然襲いかかられちゃ、わたしやコトリやハナじゃあ戦えないよ。かま子かライムは、必然的に春男と違うチームにしようよ」

　ピッチャーライナーを捕球する反応速度で、ライムがすかさず反発する。

「それこそずるい。あたしだって、か、か弱い女の子なんですけど。たださ、ちょっとつっぱり棒を伸ばしたり、縮めたりできるだけで。このなかでだって、エリエリのつぎに身体からだだって小さいのに」

　バッティングセンターで年間ホームラン記録を狙ねらう女の子のどこがか弱いのか大いに疑問だが、寝不足の頭でもそれを口にするのはいい結果を招かないことくらいわかった。

　くじ引きで揉もめてる場合じゃない。

　結局ぼくと噂長は一緒のチームというのを確定した状態で、三人班と四人班にチーム分けをすることに決まった。



　ノートの切れ端をつかったくじ引き。

　ルールは机のなかに入れた紙切れを取るだけ。策もない運だけ。シンプルだ。

　ぼくと噂長と自動的に同じチームになる赤い印がついた紙が二枚。青い印のほうは三枚だ。

　女の子達が悲喜こもごもの表情を見せる結果は、つぎの通りだ。

　噂そん長ちようの部屋を訪ねるチームは、噂長、ぼく、ハナさん、かま子こ。

　妃き唯いの足跡を捜すチームは、エリアス、コトリ、ライム。

「ねえ春はる男お。わたしがいないからって、四人で噂長の部屋でいかがわしいことしちゃダメだからね」

「私、捜索から帰ってきたらっ、春男くんに頭を撫なで撫なでしてほしいなぁ」

「あたしがエリエリと小鳥遊たかなしちゃんをつっぱり棒で守るから、あなたは安心してて。今度バッティングセンターに一緒にいこ。こ、これは別にデートの誘いとかじゃないからね」

　ぼくとチームが分かれた女の子達はそれぞれに思うことを口にして、生徒玄関でお別れ。

　ライムの肩に乗ったエリアスと並んで歩くコトリのうしろ姿。

　異様な取りあわせだよな。



　普通じゃない取りあわせは、こっちも同じだった。

　噂長、ハナさん、かま子にぼく。共通点がどっかにあったら誰だれか見つけてほしい。夜から朝へとバトンリレーされる冷気をたらふく吸い込み、生徒玄関をでていく。

　心躍らない氷点下のウォーキングが始まってすぐ。ぼくは手元を見るように俯うつむき気味で歩くハナさんの様子が気がかりだった。

「ハナさんだいじょぶ？　具合悪くなったらいってくれよ」

「ハイ、平気です。今は、感謝してたんです」

　ハナさんがこちらに手を開いて見せる。そこには赤い印のついた紙。

「ハナはおそらくあまり運が強いほうじゃないんです。いつもクジ運がないんです。残念賞ばっかり。だから、この赤い印はきっとハナの人生史上最高のクジ運をつかいました」

　ぼくと噂長を抜かしたクジだから、確率は五分の二。ハナさんの嬉うれしそうな顔は、雪の結晶のようだ。透明で儚はかなさを感じさせる。

「ハナさんには、これからもっといいことが起こりまくるんだ。ハナさんに運がないなんて嘘うそだよ。そんな綺き麗れいな顔で生まれてきただけで、抜群に運がいいじゃないか」

　ぼくはどうも傷ついてる女の子を見るとクサイことをいっちまう癖があるようだ。いった自分が照れてるんだから世話ない。

「た、田た中なか君、ハナのこと、綺麗だっていってくれたんですか。そんなこといってくれた男の子は初めてです。あ、ありがとうございます」

　立ち止まって、深々と一礼をするハナさん。

　こちらこそといいたい。級友の美少女に、面と向かって綺麗だなんて口にだせる男子中学生がいたら、そいつは正気じゃない。今のぼくは、ドラクエでいうところのメダパニだ。

　キアラルを唱える白魔道師みたいな声で噂長がいう。

「あら、二人だけの世界に入っているようだけど、アタシ達もいるの忘れてないかしら」

「ワンワン」

「ああ、そんなことないよ。さあ、現実世界に帰るために頑張ろうぜ……かま子こ頼むから、人間の姿でぼくの頭部を噛かまないでくれ」



　まだ夜の暗さから抜けられない四時二十分。

　誰だれの顔にも抜けない緊張感とのしかかる疲労が滲にじんでいた。ちなみにぼくの額にはかま子の歯形。満まん身しん創そう痍いだ。

「ハナさん、眠くないかい？」

「ハナは中なか村むらちゃんの部屋で夕方から少し寝られましたから、平気です。田た中なか君はだいじょうぶですか？」

　あくびを噛みしめて頷うなずいた。踏み締める雪になけなしの体力を奪われていく。無類のタフネスのかま子も足が重そうだ。氷点下はぼく達の口も凍らせたようだ。わずかの沈黙のあと、ハナさんが唐突にその話を切りだした。

「中村ちゃんの家で見たビデオレターなんですけど、あれはどこにあったんですか？　田中君と中村ちゃんと東ひがし舟ふな道みち君が見つけてくれたんですよね」

　あまりにいろんなことが起こりすぎて、忘れていた。まだ赤ん坊のハナさんと両親の映ったビデオテープは、噂そん長ちようの部屋のビデオデッキのなかにあったのだ。ハナさんにちゃんと説明してあげなきゃ。それにぼく自身もなぜ噂長が持っていたのか謎なぞだった。

　噂長がこちらを見た気配。ぼくは黙って、噂長の声を待った。

「……ハナチャン、あのビデオレターはね。アタシが持っていたの」

　一人暮らしの噂長の部屋まであと徒歩五分ってとこか。まぼろ樹海に面した未舗装の道を歩きながら、噂長は一つ大きく息を吐いた。これから大事な話をするきっかけを自分でつくっているようだ。

「実はアタシはね、ある理由があってバリ４を起こしたの」

「それはあれか、真ま魅みばあちゃんに、ぼくをくださいって挨あい拶さつするためじゃなかったのか？」

　夜空の下の零度は、表情の変化を必要最低限まで小さくするようだった。噂長がどういう顔をしているのか、わからない。声は、空のように暗くなっていた。

「ハルオ君のケータイでアタシは真魅さんとお話したでしょ。アタシのケータイからでは真魅さんには繋つながらないの」

　噂長がスーツのポケットからケータイをだす。ぼくがプレゼントしたストラップが揺れる。ゆらゆら。ウサギの耳は雪より白い。

「ああ、じゃあ噂長のケータイはバリ４でいったい誰と話せるんだ？」

　質問したのはぼくだが、噂長の瞳ひとみはハナさんに向けられた。

「アタシのケータイは、ハナチャンの両親に繋がるのよ」

「えっ」

　ハナさんが立ち止まって、噂長の顔を覗のぞき込んだ。

　ハナさんはまるで救世主を見るような目だ。だが、その救世主は教会で神父に罪を告白する顔で話し始めた。

　真夜中と早朝の狭はざ間まの懺ざん悔げだ。



「……十四年前。とある地伝が原因で、真ま幌ぼろ市内のおもちゃ屋が火災になってしまったことがあったの。店舗は全焼。若い夫婦が犠牲になったわ。アタシが起こした地伝のせいで火事が起きて、人が死んだ。人を死なせてしまった……アタシは悔いたわ。それまで数々の地伝を起こしてきたけど、地伝のせいで人が死んでしまうことはなかったから。ホント思いもよらない火事だった」

　昨晩火事の現場でフネが、以前真幌市に大きな火事があったのは十四年前だといっていたのを思いだしていた。ぼくは恐る恐る聞いた。

「その若い夫婦っていうのは、もしかして」

　噂そん長ちようはハナさんしか見てない。十四年越しの謝罪は震ふるえた声で始まった。

「ご、ごめんなさいハナチャン……あなたを一人ぼっちにしてしまったのはアタシなの。アタシはいつかあなたにいわなきゃいけないと思ってたのに、こんなに遅くなってしまって」

　噂長の表情を見る必要はなかった。深い後悔が生みだす悲しみは、心象風景に表れていたから。雪こそ降らなかったが、気温はマイナス10℃まで冷え込んだ。

　噂長はこの世界が日陰の月面の温度に向かわないように、必死にケータイのストラップを握っていた。ハナさんが真っ白い息を吐いて、いう。

「……十四年前、火事、お父さん、お母さん、一人ぼっち。ハナには突然のこと過ぎて、まだよくわかりません」

「アタシは、ハナチャンにひどいことをしてしまったのに、それなのに謝りにすらいけなかった。ううん、いかなかった。自分が噂長という存在で地伝が原因の火事だと、話すのが怖くていえなかった。許してほしいなんて、とてもいえない。ごめんなさい」

「新しん藤どう先生を許す許さないもまだわかりません。でもわかったことがあります。新藤先生のケータイからなら、ハナはお父さんとお母さんと話すことができるんですね」

　噂長が頷うなずく。ケータイを差しだす。ハナさんが受けとる。無言のままハナさんは道路脇わきのまぼろ樹海へと入っていく。いきなりの行動だったが、ぼくと噂長とかま子こは黙ってついていく。鬱うつ蒼そうとした夜の雑ぞう木き林ばやし。雪を被った木々。凍った地面。足元気をつけて、そんな言葉すらハナさんの背中にはかけられなかった。

　噂長の横顔にも声はかけられなかった。

　ふとある考えが過よぎった。

　噂長は上書き睡眠の力で、人を死なせてしまった辛つらい記憶を消すことはしなかったんだな。それはきっと忘れてはいけない記憶だと思っているからなんだろう。

　バリ４は最も忘れられない故人と繋つながる。ハナさんの両親を忘れてはいけないという思いが強いからこそ、五十年も生きてきて多くの人に出で会あっただろうに、噂そん長ちようのケータイが繋つながる相手はハナさんの両親なのだろう。

　ハナさんはそのことをわかっているのかもしれない。

　ハナさんは噂長を責めもしない。

　ただ、噂長から受けとったケータイを祈るように握りしめているだけ。



　誰だれもなにもいわず、外灯の光も最も早はや届かないまぼろ樹海のなか。ナップザックに入っていた懐中電灯で足元を照らし、幽霊にでもなった気分で歩く。雑ぞう木き林ばやしが開け、基地局のある原っぱにでた。枝に遮られることなく雪が積もった場所。

　基地局のまえに辿たどり着いたハナさんがケータイの画面を覗のぞき込んだ。

　不安と喜び。逃げだしてしまいそうな表情でハナさんが、ぼくにケータイを掲げる。非常灯のように暗くら闇やみに輝くディスプレイ。確実に見えた。アンテナが四本。

　ハナさんはケータイを握っていないほうの震ふるえる手を、ぼくに差し伸べてくる。

　かま子こと噂長の姿が視界に入る。やきもちを焼かせると咀そ嚼しやく力の限りを尽くす恋の野獣と、元・我を忘れる恋の怪物は、黙って頷うなずいていた。

　ぼくはハナさんの手を取る。氷点下で繋がる体温。二つの冷たい手があわさると次第に温かくなるのが不思議だ。まだおそらく体調が全快ではないハナさんは、やっぱり積極的だった。

「田た中なか君、手を繋いだままにしていてください。新しん藤どう先生、かま子さん、どうか田中君を少しの間、ハナにお貸しください」

　ハナさんは手を握ったまま、ぼくに身体からだを寄せた。別に抱きあうわけではなかった。肩と肩が軽く触れあう程度だったが、その触れた肩からハナさんの緊張が、ぼくにも流れてきたようだった。

　ボタン確認音が、電子の鐘のように十二回鳴った。ダイヤルと発信ボタンだ。

「……もしもし」

　そこからの通話は、傷つき続けたハナさんの心が潤うるおう時間だった。

　お父さんとお母さんと話をするハナさん。娘が言葉を喋しやべるまで生きられなかった両親と、両親の記憶が残っていない娘であっても、ぎこちなかったのは最初だけだ。手探りだった会話に、やがてどんどん話題が増えていく。血の繋がった親子の神秘だ。

　ぼくはハナさんに半身をくっつけたままの姿勢で、ハナさんの弾はずむ声を聞き続けた。



　十五分後。

「ハナはお父さんのこともお母さんのことも、ずっと大好きだからね」

　亡くなってしまった人へ現在進行形で想おもいを伝えているのは、ちょっと不思議。ハナさんの口調はいつのまにか敬語じゃなくなっていた。初めて聞くハナさんの敬語じゃない口調は、両親に甘える少女のものだった。本当によかったハナさん。ぼくはうれしくて泣いていた。

　涙は流れた瞬間にシャーベットになりそうだったけど、十四年もの時間の流れを埋めて話す親子の会話には、氷点下なんかには負けない温かさがあった。心に熱いものがあれば、身体からだが冷えるくらい、なんてことないんだ。ハナさんの横でぼくはすっかり詩人になっていた。でも無理もない。誰だれも踏み入れていない生まれたての雪の上。噂そん長ちようの心象風景の星空には、筐きよう体たいを駆けめぐるパチンコ玉のように景気よく流れ星が駆けていく。思春期（いまいちよくわからない言葉）の男子なら真夜中に詩人になりたい時だって一度くらいあるだろ。ぼくは今がその時だ。

　童謡のようにかま子こは庭のようなこの原っぱを駆けまわり、噂長は自分の過去と向きあうように基地局にもたれかかっていた。

　絶え間ない流星。願い事をいい放題だなとぼんやり考えていると、ハナさんの照れたような、それでいてムキになったような声を聞いた。

「もう、お母さんったらそんなこと聞いてくるなんて……ハイ、います。あ、でも恋人とかじゃないから。そ、その、まだ交際するなんて、とても。でもハナは好きなんです……え、ハイ。今そばにいてくれてます」

　ハナさんは、流れ星より輝いている瞳ひとみをぼくにさっと向けた。

　その視線に当てられると、なぜか一気に緊張した。のんきな詩人気分はどっかいく。

　ハナさんはおもむろにケータイを耳から離し、ぼくにさしだした。え？

「田た中なか君、お願いします」

　どういうやりとりをすれば、ハナさんとお母さんの通話にぼくが登場することになるのだろうか。ただ、とても優しい目でぼくを見るハナさんをがっかりさせたくなくて、ケータイを受けとった。

「もしもし、初めまして田中春はる男おです。ハナさんとはクラスメイトでして、えっとですね。こんな午前四時過ぎにハナさんと一緒にいますが、あくまで健全な」

　哀あわれだ。ぼくは情けないほどテンパっていた。

　クラスメイトの美少女のまだ面識のないお母様にいきなり電話越しで自己紹介をするのだ。

　これで落ち着き払っている中二の男子がいたら、そいつは都市伝説だ。



　しどろもどろの数分後ケータイをハナさんに戻し、やがて心温まる通話は終わった。

　ハナさんはケータイを胸に抱え、ぼくにお辞儀をした。

「田中君、突然電話にでてもらってありがとうございます。お母さんがその、田中君と話がしてみたいっていうから」

　どうしてぼくとの会話をお母様がご所望されたかはわからなかったが、ハナさんのとびっきりの笑顔のまえでは、そんな疑問はどうでもよかった。ぼくも笑顔になる。

「お母さんは女友達と話しているみたいで、明るくて楽しい人でした。お父さんはハナ以上に緊張してる様子で、とても優しそうな人でした。ハナはちゃんとお父さんとお母さんに愛されているとわかりました。ハナはこれからもこれまでも一人ぼっちじゃないんだって、今なら本当に思えます」

　ぼくはうれしくて泣きそうになった。これがドラマのワンシーンだったら、微妙なＪ‐ＰＯＰの挿入歌が入るところだったが、静寂の雑ぞう木き林ばやしのなかで聞こえるのは、いつのまにかぼくのうしろにきていたかま子こと噂そん長ちようのすすり泣く声だった。ハナさんは噂長にケータイを差しだして、いう。

「携帯電話を貸してくださってありがとうございました」

　地伝が両親を奪っていったことをハナさんはわかっているのに、それでも口からでたお礼だった。噂長は受けとったケータイに涙をこぼす。

「アタシは地伝を生みだし続ける不老不死の噂長の運命から解放された。今日からの人生をハナチャンへの償いにつかわせてほしいの」

　ハナさんは首を横にも縦にも振らなかった。ひどく優しい目で噂長を見ただけ。

「新しん藤どう先生がハナの両親を死なせたというのがピンとこないんです。新藤先生はどうしてもなにかしらの地伝を起こさないといけなかった。だから、なるべくほのぼのとした地伝ばかり起こして、地伝で不幸な人がでないようにしてたんですよね。でもハナの両親は死んでしまった。お父さんがバリ４で話してくれました」

　夜空の流星は止やんでいた。噂長が緊張の面おも持もちでハナさんの言葉を待つ。ハナさんがこれからいうのは辛つらいことだとわかるから、ぼくはハナさんの宙ぶらりんの右手を握った。優しいかま子は左手を握る。ハナさんは一瞬だけ微笑ほほえんで、続けた。

「おもちゃ屋が火災になって、気づいたのが遅かったお父さんとお母さんはあっという間に火に囲まれて、崩れてきた瓦が礫れきの下敷きになってしまった。霞かすむ視界のなかで赤ん坊のハナだけは絶対助けたいと、お父さんは必死に声を張り上げてくれた。いえ、実際には煙を吸いすぎて声はもうでてなかったらしいです。でもそんななか、誰だれか近づいてくるのが見えたらしいんです。その人は全身焼けただれた裸同然で、顔の皮ひ膚ふも焼け落ち、男か女かすらわからなかったらしいのです。下敷きになって動けないお父さんとお母さんは、瓦礫の陰からその人に祈ったそうです。この子を助けてくれと……ハナはそのあと火災現場の外で救助されました。全身焼けただれた人はその後行方不明です。あの火災で被害にあったのはハナの両親だけでしたから。全身やけどを負っておきながら、ハナを救出できて、その後病院にもいかないで済むなんて、普通の人じゃないです。ハナを助けてくれたのは、新藤先生だったんですよね？」

「……ええ、それはアタシよ。たまたま火災現場を通りかかったの。その時は地伝が原因で起こった火災だとわからなかった。アタシの身体からだはどれだけ焼かれても、半日もあれば傷跡も残らず自然治ち癒ゆするの。だから迷いはなかったわ。ごめんなさい。あの時ベビーカーのまわりにハナチャンの両親の姿を見つけられなかったの。ごめんなさい」

　ハナさんは首を振った。

「お父さんもお母さんも新しん藤どう先生のことを感謝してました」

　火事場から我が子を救出してくれた全身火傷やけどの人物。ハナさんの両親にしてみれば噂そん長ちようはヒーローに見えたのだろう。噂長は意を決したようにいった。

「ありがとうハナチャン……あの、いきなりだけどアタシと暮らさない？　ハナチャンのおばあちゃんが元気になって退院するまで。アタシもハナチャンも家に一人だから」

　それは名案のように思えた。両手をぼくとかま子こに握られたままのハナさんが頷うなずく。しっかり頷いたんだ。でたらめな地伝が原因で、長い年月傷ついたハナさんの心が、こんなムチャクチャな異世界で癒いやされ、同居人を見つけることができる。全然悪くない話だった。

　あとは無事にここから帰るだけ。

　そして、この時ぼくは、いいしれぬ違和感を感じていた。

　一人ぼっちだからハナさんと暮らしたいという噂長。妃き唯いを見つけだしたあと、噂長は妃唯と再び一緒に暮らすつもりはないのだろうか？



　噂長の一人暮らしの家に向かうまで、ビデオレターの話になった。

　テープはベビーカーについていたポーチのなかに入っていたそうだ。噂長はそれを自分の部屋でことあるごとに見ていた。自分の罪から逃げてしまいたくなる心を、戒めるためだったそうだ。

　話を聞いていて、ぼんやり思ったことがある。

　不老不死だった噂長は何年かに一度、老いない自分をまわりの人間が不審に思う前に上書き睡眠で記憶を消していたため、学校の先生になったと話してくれた。

　どういうことかというと。学校の先生なら職場の同僚は一緒だが、担任を受け持った生徒なら二年で入れ替わるから上書き睡眠をしやすかったということ。

　噂長は、小学二年生のぼくやコトリの担任をしていた。小二の時、ぼくはハナさんとも同じクラスだった。噂長はきっと家族を失ってしまったハナさんのその後の人生が気がかりだったのだろう。だから、身近で見守るために先生になったのではないだろうか。小学校の教師から中学校の教師になったのだって、ハナさんが中学生になったからという理由が大きい気がする。まあ、あくまでぼくの推測だけどさ。

　今の気温は10℃を超えそうな勢い。噂長は悲しい出来事を必死に思い返して、気温の上昇を防ごうとしているが、無理だろうな。

　ハナさんの笑顔は噂長にとって、待ち望んでいたことなんだ。



　結局そのあと噂長の部屋を四人で見てまわったが、なにも妃唯の居場所を示す手がかりは見つからなかった。

　二つあった歯ブラシの意味は噂長が汲くみ取った。

　おそらく妃唯は自分が異世界にいるってことを、アピールしたのではないかということ。

　そして、ここでも違和感。

　なんで、妃き唯いはフネをとっつかまえたり、歯ブラシを置いたり、噂そん長ちようへのまわりくどいアプローチをするのだろう。

　ずっと、楽しく遊んでいたいのなら、スクリーンを持っていくまえに一度噂長に会いにくるのではないだろうか？

　直接、会いにこないのにはやっぱり理由があるんだよな。それがわかったのはあとの話だ。



    

  
    
      


第七話　手料理と鈍感と筋肉

　　　―あの世まであと16時間30分―





　朝七時半。

　噂長の家をでたあと、雪上にマボチューの上靴の足跡がない道を無計画に歩き続けたが、妃唯らしき足跡は見つけられなかった。気温は８℃で落ち着いてる。曇り空ではあったが、雪はじわじわと溶けていく。ひとまずマボチューに戻る。

　視聴覚室の両隣の教室では、それぞれ夜通し足跡探しをしていた派は手でな女子グループと、草そう一いち、エンジン、ジーズを含む精せい鋭えい達たちが泥のように眠っていた。徹夜でギャルゲーではなく、遠足をさせられたんだ。無理もない。

　視聴覚室の行動予定表には各チーム成果なしの文字。どうやら、フネはまだ帰ってきてないようだった。また行方不明になったなんて考えてはいない。異世界で人捜し。フネにとってはご馳ち走そうのような事件だからな。きっとドーパミンがでまくってるんだろう。それにつきあっている中なか村むらさんのほうが心配だ。恋する乙おと女めの美容と健康のためにも、フネには早く手がかりを見つけて戻ってきてほしい。



　五時間ほどの睡眠を得られ、すっかり生き返ったクラスメイトの男子と廊ろう下かで会った。

「おっすギャルゴ。朝ごはんを食事係の子が家庭科室に用意してあるから食べちゃってよ。あと睡眠を取ったみんなは足跡探しにいってるぜ。俺おれはサボってるわけじゃないぜ。由ゆ井い妃き唯いが襲ってきた時のために残ってる守備隊なんだ」



　ということで、ぼく達四人は家庭科室に移動した。

　食事係というのは三人の女子だった。そのなかに徹夜で足跡を探していたはずのシュシュの姿があった。家庭科室でてきぱき動く姿は食堂を一人で切り盛りしてる女主人のようだった。

　シュシュがぼくの存在に気づいた。

「キャハ、春はる男おっちおかえり。ネー、テーブルに座って、チョッチ待っててねー」

　この世で最も忌いみ嫌う言葉を口にしたというように「ギャルゴ」と呼ばれてたのに、目一杯の親しみを込めて「春男っち」と呼ばれる。その場の床に倒れそうになった。

　料理長のシュシュが手際よく盛りつけした皿を、ウエイトレスみたいな二人の女子が寝起きの顔で、運んでくる。

　びっくりした。インスタントの味み噌そ汁しるやコンビニのおにぎりではない。湯気を立てる野菜スープがぼく達四人のまえに置かれる。さらに、ハナさんと噂そん長ちようとかま子こにはハヤシライスとサラダが届けられた。レトルトではなく、しっかり手料理のようだ。

　ぼくには別のメニューが料理長のシュシュの手によって、配はい膳ぜんされた。

「春男っち、しっかり食べて元気つけてよね。だって春男っちはうちのヒーローなんだし。キャハ、ううん、うちらのヒーローなんだしさ」

　ラグビーボールを真っ二つにしたような巨大なオムライスには、ケチャップの文字で「ファイト！」と書かれていた。

「ネーほんとは別の言葉を入れたかったんだけどさ。チョッチさー、恥ずかしいよね、こういうの。アハハ」

　恥ずかしがるシュシュは、ちょっと絡みにくい。なんていい返せばいいのかわからなくなる。

　噂長とハナさんは穏おだやかな表情で食事を摂とっていたが、徹夜でグッタリとしていたはずのかま子の鋭するどい視線が、ぼくに当てられている。

　ぼくはその視線から逃げるように、左手で器を掴つかんで野菜スープを飲む。外で冷えた身体からだが芯しんから温まる。

「シュシュ、とってもおいしいよ」

　シュシュの笑顔が弾はじける。卵を一体何個つかったんだろうかと疑問に思うオムライスを食べ始めようとする。徹夜明けでこんなに食べられるだろうか。少し不安。

　シュシュに心配させたくなくて、それに噂長が自分を過度に責めたりしないように、ケガをしてる右手でしっかりスプーンを握り、一気に掬すくう。回復してるよってアピール。

「あっ、ダメ」

　シュシュがなにか慌てている。うまい。そう思った直後、ぼくの口のなかを殴られたような辛からさが駆け抜けた。悶もん絶ぜつするぼくの頭の上でシュシュが囁ささやくような声でいう。

「ケチャップだとバレバレだから、マスタードで描いたのに。あーあ、半分消えちゃったカンジだね」

　オムライスにはマスタードで耳の形のような曲線が描かれていた。これの右半分を知らずに食べたというわけか。なんのマークかわからないけど、やっぱりシュシュにとってギャルゴのぼくは、いつも通りの嫌われ者なんだろうな。だって、オムライスにマスタードたっぷりで記号を描かれるんだぜ。シュシュが呟つぶやくようにため息をもらす。

「ハート」

「シュシュ、徹夜で疲れてるんじゃないか。『ハァと』なんてため息ついて、らしくないぜ」

　シュシュはオムライスのように頬ほおを膨らまして、どっからか取りだしたスプーンでマスタードの残り半分をかっさらっていく。不機嫌なシュシュ。なぜ？



　マスタードの効きすぎてない部分のオムライスは本当においしかった。野菜スープはおかわりした。満腹満足だ。

　シュシュに料理の感想をいうと、そこでやっと気づいた。彼女の髪には噂そん長ちように切られたはずのシュシュが元通り戻っていた。

　シュシュはぼくの視線に気づいたらしく、恥ずかしそうにするものの話したくてしかたないという様子で、身体からだをクネクネする。機嫌は直ってる。シュシュのようにひらひらと揺れ動くシュシュの心。

「どうしたんだ？」

「うん、シュシュ直したんだ。うちね、冗談みたいな趣味なんだけど……」

　そんな前置きのあと、シュシュはいった。

「裁縫と料理が好きなの。家でよくママの手伝いとかしてるんだ。アハ、なんかウケるね。なんでうちは春はる男おっちに趣味を教えてるんだろ。うちの趣味なんて、ぜんぜん興味ないカンジだよね？　ぜんぜん関心なんてないカンジだよね？」

　やけに卑屈なシュシュは、ぼくになにかいわせる間も与えず調理スペースへと引っ込んでいく。

　綺き麗れいに食べ終えた三人にいう。

「旨かったな。そっちはどうだった？」

　ぼくはハヤシライスは旨かったか？という意味で聞いたのだが、見事に三人とも勘違いした。

「ハルオ君、アタシは半世紀も真ま幌ぼろ市に住んでるから、市内のおいしい店ならいっぱい知ってるわよ。自炊だってやろうと思えばできたと思うけど、なるべく家に閉じこもりがちにならないように外にでていたから。普通の人の暮らしが見たくて」

「田た中なか君、ハナのおばあちゃんは料理が得意だったんです。さっきお話できたお母さんも料理が得意だったって聞きました。遺伝的に、ハナもこれから料理が上う手まくなるはずです」

「ワンワンワン」

　おそらく、シュシュの料理は旨かったけどそっちの料理の腕前はどうなんだ？とでも聞かれたと思ったのだろう。ちなみにかま子このいってる言葉の意味はたぶん「ヤシの実の皮なら歯で剥むけるよ」というものであった。咀そ嚼しやく力がすごいのはわかったが、それは料理ですらないぞ、かま子。

「ああ。料理って大変だよな。ぼくはインスタントラーメンぐらいしか作れないしな」

「あの、田中君、そのインスタントラーメンはどうやったら食べることができるんですか？」

　ぼくは寝不足気味で炭水化物を摂取して、眠気の波に襲われていた。頭はボケてる。ハナさんはインスタントラーメンなんて食べたことないんじゃないかと、勘違い。

「うん？　どうやって食べるかっていうと、まあ、普通にどんぶりと箸はしで。あれだよ、片かた手て鍋なべのまま食べたりはしないよ」

「あら、ハルオ君、そのラーメン食べたいわ。いいかしら？」

「ああ、だったらショッピングセンター・サミーで五食入り２４８円で売ってるよ」

「別にサミーで売ってるのを食べたいわけじゃないのに」

　噂そん長ちようはそっぽを向く。サミーじゃなくてコンビニで買ったら高いよなと、ぼんやり思う。

「ワンワンワン」

「いや、かま子。インスタントラーメンにグミ入れるのはやめたほうがいいと思うぞ」

　なぜか三人とも同じような顔をしていた。不服げに頬ほおを膨らましているのだ。いじける三人娘。ぼくはなにか悪いことでもいっただろうか。

「なんかよくわからないけど、インスタントラーメンでいいんだったら、今度ご馳ち走そうするぜ。ぼくはちょっと固めが好きだから、そんな感じで作るけどみんなで食べようぜ」

　三人娘の顔が一気に明るくなった。うんうん、と頷うなずいている。どうなってるんだ？　一食50円以下のラーメンが食べられることが、そんなにうれしいのだろうか。乙おと女め心ごころはわかんね。



　食事を終えて家庭科室をでた八時頃ごろ。

　エリアスとライムとコトリが帰ってきて、一緒に視聴覚室に移動。三人はカロリーメイトで食事を済ましていたようだ。さすがに体育会系のライムも徹夜で疲労を色濃く表情に滲にじませていた。

「あなたダメだわ。全然足跡見つからないよ」

　疲れ知らずのエリアスが黒板の行動予定表を睨にらむ。

「各チームがこれだけの時間をつかっても、真ま幌ぼろ市の十分の一を歩けたくらいね。やっぱり妃き唯いは外を出歩いていると思うけど、万が一妃唯が外を出歩いていないのなら、建物内からだす作戦を考えなきゃいけないかな。あー、わかんない」

　エリアスの珍しい弱気。万が一のことはこの際無視しておきたいよな。でもとにかく考えられることは考えておきたい。ありとあらゆる作戦を駆使して、妃唯を捉とらえるんだ。

　タイムリミットまであと十六時間だ。

　疲れていても、いつもの寝起きみたいな声でコトリがいう。

「今はお外が寒くてでてこないってこともあるのかなぁ。30℃くらいになったら外で日向ひなたぼっこしようとか思って、妃唯さんでてくるんじゃないかなっ」

「ちょっとコトリ。その隠れてる場所にクーラーがあったら、それの電源をポチッと入れておしまいよ。暑くて逆に外にでてこないわ」

「じゃあね、お腹がペコペコになっちゃって、外に食べ物を探しにいかないかなぁ。コンビニに張り込むとかどうかな」

「うーん、それも妃唯の隠れてる場所に備蓄している食べ物があれば問題ないしね。なにせ、妃唯はこの一年半以上缶詰だけを食い続けた猛者だからね」

　万が一の事態を想定して話すのはつかみどころがない。ぼくは、いう。

「隠れているのが妃唯じゃなくて、フネだったらサミーの食料品売り場でバイキングをしてる可能性だってあるんだけどな。妃唯が確実にすることってなんかないのかな？」

　みんなの視線が妃唯の生みの親である噂そん長ちように集まった。

　噂長は申しわけなさそうにいう。

「ごめんなさい。妃唯は退屈が嫌いだから、特になにもすることがない時は一人遊びをしてるとは思うんだけど」

「わたしも妃唯と一緒にいたけど、妃唯がなにをしてるか想像できないのよね。一人遊びか、一人エッチをしてるんなら、どっかから声が漏れ聞こえてくる可能性があるのにな」

　エリアスお得意の早朝下しもネタ。頼むから、コトリやライムやハナさんがいるまえでは勘弁してくれ。

　この場に唯一いる男子としては、どんな顔していいのかわからなくなる。



　噂長とエリアスとコトリとハナさんは、噂長が妃唯に人間としての感情を与えるために書いた台本の数々を視聴覚室に読みにいった。ぼくは軽く目を通しただけだったので、しっかり読んで、なにか妃唯捜しの手がかりになることはないか調べてもらう。

　睡眠不足で読書はキツイと音を上げたぼくとライムとかま子この三人で、行動することになった。まずマボチューの外にでる。冷え込んだ外気を吸って、目を覚まそうと思ったのだ。生徒玄関に向かう途中、ライムがいう。

「この世界にいるクラスメイト達って、ほとんどが妃唯って女の子のことをあなたの彼女だと思い込まされる記憶を与えられたんでしょ」

「ああ、そうだな」

「エリエリに聞いたんだけど、あなたのことを異性として好きだと想おもってる女の子は妃き唯いに記憶を上書きされないんだよね」

「ああ、まあそうみたいだな。だからライムが寝ちゃったら、妃唯はぼくの彼女じゃないって説明しなきゃな」

　ライムはツインテールの先をいじりながら、消え入りそうな声でいった。

「そんなことしなくてもいいと思うけど」

「え？　ああ、そうか。ライムはこのまま寝ないってことか。頼もしいぜ。頑張ろう」

「……馬ば鹿か」

　なぜかライムはちょっと膨れた顔。飼い主様のご機嫌を損ねた原因がぼくにあると判断した忠犬かま子こが、ぼくの首を甘あま噛がみして、ワンと吠ほえる。

「キャンディちゃん、なんていったの？」

　かま子の言葉の意味がなんとなくわかるぼくは、ライムに通訳をした。

「鈍感っていわれた。どういうことだろ？」

　それっきりライムもかま子も呆あきれたようにぼくからそっぽを向いてしまった。二人とも寝不足でご機嫌ななめなのかもしれない。



　外にでると一面白くなったグラウンドの彼方かなたに人影が見えた。ぼく達三人はその人影のもとに移動した。

　グラウンドの端。変身トンネルのまえにいたのはスコップを持ったバスローブ男。この寒空の下、バスローブを二重に着ている。寝起きで無重力の白滝のような寝癖がついた桑くわ島しまだ。それでもしっかり美少年だった。

「桑島こんなところでなにやってんだ？」

「ヘイ田た中なか。グッドモー……おはよう」

　もしかしてモーニングがでてこなかったのだろうか。男嫌いのライムはそそくさとかま子のうしろに隠れた。

「エンジェルちゃんに聞いたんだけどさ、ここの土砂を取とり除のぞくことができればいいことがあるんだろ」

「ああ、そうだ。とってもいいことだ」

　ドーベルマンの姿のかま子の嗅きゆう覚かくや脚力は、妃唯捜しに絶大な力を発はつ揮きするだろう。それには変身トンネル開通が必ひつ須すだ。

「お、そっか。さっそく俺おれがスコップで掘ろうと思ってさ。力仕事は男がしなきゃな。女の子に肉体労働はさせられないから」

　いつものように取り巻きの女の子達がいない理由はそれか。

「桑島のやる気はありがたいが、いくらなんでもムチャだぞ。ここをスコップで掘るのは危険だし、なにより時間がない」

「それなら、田た中なかにも手伝ってほしいぜ。アッと、わりぃ。田中は手をケガしてたんだよな。よし、ここは俺おれに任せとけ」

「無理だ。とんでもない怪力自慢が何人も集まって、トンネルを両サイドから掘っても、一日で掘れたら奇跡って話だ。桑くわ島しま、すまないが妃き唯いの足跡探しにいってくれ」

　なんでもすぐに諦あきらめたくはないが、無謀なことに人員も時間も割いてられなかった。今できるのは人海戦術だが、これが現時点のベストな作戦なのだ。

　納得していない桑島が残念そうにいじけてみせる。クラスの女子がいたら、桑島クン元気だしてと黄色い声が飛んでくるところだが、ここにいる女子はワンしかいわないかま子こと男嫌いのライム。二人は桑島にかける言葉はないようだ。

「ちきしょー、駄だ目めか。俺はエンジェルちゃんを喜ばしてあげたいんだけどな。そっか、怪力自慢か。いつだったか塾の帰りに小鳥遊たかなしと歩いてる時に見たマッチョが今いればいいのになー」

　桑島の言葉に、頭のなかで雷が駆け抜けた。

　クソ、なんで早く気づかなかったんだ。

「桑島それだ！　かま子、ライム、ジュースを買いにいくぞ」

「あなたどういうこと？　ジュースなんて飲んでる場合なの？」

「飲んでる場合なんだよ」

　ぼくは状況が呑のみ込めてないかま子とライムを連れてグラウンドをでようとする。

　トンネルの土砂どかしのアイディアのきっかけをくれた桑島に、振り返っていう。

「桑島のおかげでナイスなアイディアが浮かんだ。エリアスも喜ぶよ。それで頼みがある。仮眠室には草そう一いち＆ギャルゲーの精せい鋭えい達たちが寝てる。二十分後にここに集合させといてくれ」

　夜通し足跡探しをしたのに、睡眠二時間足らずで起こされるメンバーに申しわけなく思ったが、ジュースのつぎには、ジュースを飲む男子が必要だった。エリアスが喜ぶと聞いて、夢見る笑みを浮かべて桑島が親指を立てた。

「オッケー！　全員たたき起こしてくるぜ」



　ぼくはライムと自転車の二人乗りで、早朝の街を走った。

　この異世界では、ほんとよく二人乗りをする。圧倒的に運動神経のいいライムは、ぼくの腰に手をまわさないで、スチール製の荷台のフレームに座っているだけで器用にバランスを取っている。でもカーブなんかでは遠心力がきついから、声をかけた。

「ライム！　つぎ曲がるから、ちゃんとぼくに掴つかまってろよ！」

「あ、あなたなんかに掴まったら、余計危ないわよ……だって、頭がボーとしちゃいそうだし」

　薄く雪が積もった道をママチャリで時速40キロはだしていたから、風を切る音で後半はなんていっているのか聞こえなかった。ハンドルを取られないように、左手と負傷の右手でグリップを握っているので必死だ。

　ぼくはかま子こに励ましの声をかけた。かま子は人間の姿でも雪の道をスピードスケートの速度で駆け抜けていく。これが犬の姿だったら、ボブスレーに負けないくらいだ。



　バッティングセンター、六丁目ベイブ・ルース近くのコンビニのまえ。目的の自販機に着いた。

　人恋しかったのだろうか。やつの馴なれ馴なれしいＬＥＤ表示板の口は、こっちが自転車のスタンドを立てる間も待てず、横スクロールの濡ぬれたように赤い字でご挨あい拶さつだ。

『よお、ヒーロー。今度はまえとは別の美人ちゃんを二人も連れてるのか。やるじゃん。紹介してくれよ』

　コーラのサンプルの下にはやはり「売切れ」の表示。切り替わって目的のジュースの残り本数まで教えてくれる。最強になれるジュースは一ダース。ハイテンションのマッチョを十二人誕生させられるわけだ。

　ＬＥＤ表示板の文字は男口調のせいだからだろうか、ライムは初めてみる自販機にとまどい気味。

「ワンワンワン」

　かま子が物騒なことをいう。通訳すると、自販機を頭突きでぶち壊して中身を吐きださせますか？というもの。ぼくが凶暴な黒髪の乙おと女めをなだめるまえに、かま子の言葉の意味がわからないツインテールのお嬢様がいう。

「つっぱり棒持ってきてるから、ぶっ叩たたいて中身だしちゃおっか？」

　ライムとかま子は似たもの同士の飼い主と飼い犬であった。野蛮なガールズに、ノリが軽い自販機のＬＥＤ表示板もたまらず顔文字を流した。

『（￣□￣；）!!』

　ぼくは、一枚のお札と何枚かの硬貨を投入口に流し込んだ。

「安心してくれ。ちゃんと金払って、ジュースをもらってくよ」

　１４４０円の出費。それでトンネルの土砂を取り除ける強烈な筋力が手に入るなら、安いものだった。

『俺おれの身体からだのなかに手を突っこんでくれるなんて、ドキドキするぜ』

　受けとり口はこの自販機の性感帯なのかもしれない。ライムとかま子はげっそりとした顔で一歩後退した。

　ぼくは一人、受けとり口のなかに産み落とされたデジタルの卵のような真っ白い缶を取りだした。半分はかま子が持ってくれる。残り本数の表示が『０』になった。

　ＬＥＤ表示板はご機嫌な文字を流す。さすがにプラスチックの口は軽かった。実におしゃべり。

『俺は身長１８３センチ、体重３２２キロ。よお、そこのツインテールの彼女は彼氏っているの？　心が冷えてるんなら、俺の自慢の７００ワットのシーズヒーターで温めてあげるぜ』

　体重が自販機の八分一もないかもしれないライムは、心底迷惑そうな声でいった。

「彼氏はいないけど……あたしには好きな人いるから」

　俯うつむくライム。自販機が大急ぎでつぎの言葉を流した。

『俺おれは３５０の缶なら４８５本は収納できるんだぜ。よお、そいつは一体何本収納できるんだ』

　驚きの自己アピールだった。ただ、ライムにはＬＥＤの言葉は届いていないのだろう。俯いてしまえば、表示板の文字は当然見えないからな。無視された自販機を哀あわれに思って、ぼくはライムにギャグみたいに聞いた。そいつはジュース何本収納できる？って。

「そ、その人は……六本収納してる」

　ライムの頬ほおはＬＥＤライトと競いあうように朱に染まっていた。

　ぼくはかま子この両手を見た。

　白くてきめ細かい肌の手には六本の缶が抱えられている。飼い犬想おもいのライムらしい答えだった。

　ただ、自販機の質問の「そいつ」っていうのは異性のことを聞いてるんだろうけどな。ぼくはライムにいった。

「二人は相思相愛だよな」

　ライムの身体からだがビクッと震ふるえて、ハッと顔を上げた。

「え、え！　あなた、そうなの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　なにをそんなに驚いているのだろうか。

　かま子こは困ったような声で「ワンワンワン」といった。意味は「勘違いしてる」ってこと。ああ、ライムは自販機の質問を勘違いしちゃってるってことだろ？

　ゴトゴトン。

　短い階段をダンベルが転がったような音がした。自販機の受けとり口には、アクエリアスの缶が三つ。ＬＥＤ表示板が音もなく流れていく。

『お幸せに(T_T)』

　ライムとかま子の仲のよいことが、なんで自販機はそんなに悲しいのか不明だ。リュックの口を開けた。ぼくはいう。

「なあライムの好きな人、その手もとの缶をくれ。こっちにしまうよ」

　ライムの顔にクエスチョンマーク。ぼくはすでに缶を入れていたリュックに、かま子が持つ残りの六缶もしまった。これで十二本。

　自販機に別れを告げ、二人乗りをする直前に、ライムがアクエリアスのプルタブを震ふるえる指でひっかきながらいう。

「あ、あのさ。あなたが相思相愛だよなっていったのは、もしかしてあたしとキャンディちゃんのこと？」

「ああ、そうだぜ。そんなあたりまえのこと聞いて、どうしたライム？　眠くて頭が回ってないんじゃないのか？」

「頭が回ってないでボケてるのはあなたのほうよ！」

　ライムはバッターボックスの打者と捕手の距離から、ぼくにアクエリアスを投げた。この異世界にきてから、ワースト３に入るほどのダメージを顔面に受ける。鼻の頭が熱くなって、ぼやけた遠くの視界に、未いまだに『お幸せに』とメッセージを流し続ける自販機が見えた。

　不幸だ。

　そう呟つぶやいて、ぼくは地面に倒れた。



　鼻血が止まらないぼくは、それからなぜかやけに機嫌の悪いライムに運転を代わってもらった。ぼくが自転車のうしろに乗って、マボチューに戻る。腰に手をまわすのは度胸がなくて、やめた。

　筋力が向上するような特別な力を持ってるわけではないはずなのに、ライムは生身の肉体で時速30キロで二人乗りのチャリを飛ばしていく。凄すさまじい脚力だ。

　なにがなんでも無事に現実世界に帰らなくてはいけないという思いを強くする。ライムを失うことはアスリート界に多大な損失だろう。近い将来のオリンピックで日本のメダル獲得数が減ってしまうかもしれない。

　そんな飛躍した心配事を巡らせていると、ライムはライムで別の心配事をしていたようだ。

「あのさ、あなたとあたしって仲間だよね」

「ああ、そうだぜ。どうした急に」

　話しかけてくれるのはありがたい。ライムの機嫌を挽ばん回かいするチャンスだったが、どういう話なのか読めない。ライムがいう。

「噂そん長ちようは倒した。もう地伝は起きないのよね。あとはもとの世界に帰るだけなのよね」

「そうだな。絶対帰ろう」

「もとの世界に帰ったら、あなたの周りには小鳥遊たかなしちゃんやハナちゃんや、料理の上う手まいシュシュをつけた子や、男友達がいっぱい、いっぱい、いるんだよね」

「まあ、そうだな。みんなマボチューだから、毎日顔をあわせるいつものメンバーだ」

「エリアスちゃんはあなたと暮らしてるし、キャンディちゃんは犬に戻れればあなたの迎えにいくだろうし。あたしだけマボチューじゃないから、あたしとあなたのつながりは弱くなっちゃうかな」

「なにいってるんだよ。そんなことないだろ」

　もう、足跡を探すのは難しいかもしれない。半分溶けた雪で路面はびしょびしょでグショグショ。そんな道を自転車は激走してる。走行に負けない激しい声でライムがいう。

「そんなことあるよ！　だって、もうあたしとあなたで力をあわせて地伝を解決することなんてないんだから」

　ライムの防寒着の下、まや女子の制服のスカートがひらひら揺れる。太ふと腿ももがチラチラ。ライムの声はイライラ。ぼくは会話の流れにハラハラ。

「地伝がなくても、ぼくんちに遊びにこいよ。その時はこの異世界での冒険を茶菓子でも食いながら、懐かしんで話そう」

「あなた以外のマボチューの男の子達を見て、改めてわかった。あたし、男の子がやっぱ苦手。男の子と上手く話せるようになるまで、しょっちゅう会いにいっていい？」

「ああ、毎日だっていいぜ。どうせぼくはただの帰宅部だ。地伝を解決する役目がなくなったら、夕方の再放送のアニメとドラマを見るだけの放課後だ」

　自転車は時速40キロ。追いかけてくるかま子こもさすがに息が切れてきたようだ。ママチャリが限界にくるまえに、マボチューに着いた。

　いつのまにかライムの機嫌がもとに戻っていて、よかった。



　ライムとかま子は演劇部の部室へ。

　ぼくはすぐさまグラウンドの端のトンネルの前までいった。

　桑くわ島しまは人員をしっかり集めておいてくれたようだ。草そう一いち、エンジン、ジーズに精せい鋭えい達たち。

「みんな、寝てたところすまないが、ちょっと力仕事をしてくれないか？」

　力仕事と聞いて、普段はぼくをギャルゴ様と崇あがめる信者のような精鋭達の顔にも影が降りた。この異世界で一番のんきな男が、涼しいイケメン顔でリヤカーに沢山積んだスコップを指さす。

「ヘイ、オメー達。トンネル掘るぜ」

　寝起きの草そう一いちの目はまだ半分閉じられていた。悪夢にうなされているような声をだす。

「桑くわ島しまくんそれどういうこと？　ギャルゴくん、旧農道トンネルを掘り返すって、そんなの全然『ちょっと』の力仕事じゃないよ。役に立ちたいけど力仕事は自信ないよ僕」

　精せい鋭えい達たちから抗議がわき起こる気配。

　ぼくはリュックからジュース缶をだすと、草一に投げた。キャッチボールは苦手な草一が必死に、真っ白い缶を胸のまえでキャッチする。缶を見つめる草一の表情は怪け訝げんそうだったが、やがて驚きに変わった。ベイブ・ザンギと名乗って、ホームランをひと晩に60本打ったマッチョに変身した記憶を思いだしたようだ。

「ギャ、ギャルゴくん、これ？」

「ここにはぼくを抜かして十一人いるな。それだけいれば半日くらいで百メートルのトンネルが掘れるはずだ」

　どういうことかわかっていない精鋭達。

　寝起きのジーズは立ったまま寝ようとしている。草一と目配せ。飲んだ姿をみんなに見せてあげてくれ。

　草一はプルタブを起こすと、喉のどを鳴らして一気に中身を飲み干していく。

　そこからの展開は、みんなにとっては驚きよう愕がくだっただろう。草一の身体からだはみるみる膨らんでいき、制服とシャツをビリビリと破いて巨大化。胸板がシモンズ社製のダブルのベッドマットほどの厚みになった時には、チェック柄のトランクス一枚履いただけの身長２メートルオーバーのマッチョがそこにいた。顔だけはそのままだったが、最高に気分がいいのか、草一は舌を垂らしてる。

「イヤッホー。ギャルゴくーんご機嫌だね！　サァ、どこまでも掘っちゃうよ。ガツガツ掘っちゃうよ。地球の裏側までいっちゃうのもぜんぜーん悪くないね。アハハハッ、ブラジルまでいこっかー」

　ついさっきまで、ぼんやりと寝ぼけていたのにいきなりこの調子。テンションの急上昇。

「いや、ブラジルは今度でいいよ」

　草一はスコップを持つと、まるでスプーンでプリンでも掬すくうように坑口の土砂をどかしていく。精鋭達愕がく然ぜん。

　ジーズが泣きそうな声でいった。

「ギャルゴ様、これはいったいどういうことですか!?　早朝目覚めドッキリってやつですか!?　草一さんの身にいったいなにが起こっちゃったんですか!?　草一さんのトランクスは破れなくてよかったですよ！」

　ジュースを飲むまえからこれだけテンションの高いジーズが、ジュースを飲んだらどうなるのか若干不安だ。

　ぼくは最強になれるジュースの地伝の効果を、桑島と精鋭達に伝えた。

　一時的にマッチョになれるなんて、最高に面白いじゃんと盛りあがる桑島に、精鋭達も乗ってくる。エンジンがいう。

「ギャルゴ様、掘削作業は我々に任せてください。ギャルゴ様はこれまで八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍をなされて、今はその右手の回復に差し障るようなことはお控えください。草そう一いち氏の様子を見てわかりますが、ギャルゴ様は多幸感でハイテンションにならず、冷静に指揮官をして頂いているのが何より頼もしいです」

　エンジンの言葉に一同が頷うなずく。

「すまない。ああ、任せたぜ」

　そして、ぼく以外の全員で乾杯をして、メンバー達がつぎつぎとマッチョになっていく。

　マボチューのグラウンドの一角は、ボディビルダー達の土木現場みたいだ。10℃もないグラウンドの端でパンツ一いつ丁ちようのマッチョの集団が笑いながら力仕事をする。

　こっちの目も覚める眺ながめだ。



　九時をまわっていた。明け方の雲は流れ去り、窓の外は今日がこの世界最後の一日になるとは思えないほど、澄んだ空だ。

　もう一度足跡探しにでるまえに視聴覚室に寄った。

　妃き唯いを見つけるヒント探し。エリアスは真剣な視線を台本に落としたまま。教室に入ってきたぼくに気づいてない様子だ。コトリが歩み寄ってくる。

「春はる男おくん、おつかれさまぁ」

「ああ、コトリさんお疲れ。どうかな、なにかわかった？」

「ううん、とっても面白い戯ぎ曲きよくばっかりなんだけど、まだなにも。あ、やっぱりわかったことあるよ」

「おお、なんだい？」

　顎あごを引いたコトリの視線が、自身の制服の胸に落ちる。

「私のお胸、少しずつ大きくなってきちゃった。また、おっきいお胸になっちゃう」

　確かにコトリの胸がいつもより膨らんでいるように思える。でもじっと見てなんていられない。照れたぼくは視線を教室の隅にそらす。そこには噂そん長ちようとライムとかま子こがいた。噂長は巨乳風か邪ぜの影響に申しわけなさそうな顔をしていて、ライムとかま子は揃そろって、自身の胸をペタペタ触っている。ちょっとすごい光景。

　そして、さらにすごい光景が飛び込んできた。

　三階の視聴覚室の窓ガラスを突き破ってオカマ石せつ膏こうが、やってきたのだ。

　ガラスの割れる音に、集中して台本を読んでいた冷静沈着なエリアスですら短い悲ひ鳴めいを上げる。

　復活してから足跡探しに精を出してくれていたはずのオカマ石膏は、メシでも食いに戻ってきたわけじゃなさそうだ。必死の形ぎよう相そう。石膏像の表情の変化はちょっと怖い。

「噂長様、いよいよ巨乳風邪が流は行やってきました。町中を探索してる女の子達も、徐々に胸がボインボインになっていますわ。あらヤダ、こうしてはおれませんわ。イヤー、わたくしの美しい胸にあうブラジャーを早く探してこなきゃいけないんですもの」

　オカマ石せつ膏こうの胸は膨張していた。ブラジャーでなく妃き唯い捜しを頼むといおうとしたところで、エリアスが部室中に響く声でいった。

「わかったわ！」

「うん？　エリアス、台本のなかに妃唯捜しの手がかりがあったのか？」

「違うわよ。でも妃唯を見つける新たな作戦を思いついた！　噂そん長ちよう、もう悲しまなくてもいいわよ。外気温は関係ないわ。ねえ、噂長、妃唯はぴったりサイズのあった綺き麗れいな服以外は神経質なほど着ないようにしているって、さっきいってたわよね？　それって下着も当てはまるの？」

「ええ、そうね。ユイキイはそんなにおっぱいは大きくないけど、『女性らしさ』を教えてからは絶対ブラジャーをするようになったわ。しかも、かわいいデザインには目がないわね」

　エリアスはとびっきりの笑顔を見せる。まわりのぼく達は置いてけぼり。たまらず声をかけた。

「エリアスどういうことだ。妃唯がブラジャーをしてることが、妃唯を見つける手がかりになるのか？」

「えへへ、なるわよ。妃唯の乳がデカパイになれば、妃唯は必ず大きいサイズのブラジャーを調達しに街にでるわ」

　ここまで黙って聞いていたライムが、首をかしげた。

「でもエリエリ。胸が大きくなっても、あの世にいく最後の日にわざわざブラジャー調達なんてしようとするかな？」

　それに答えたのは噂長だった。

「おそらく自分のおっぱいにあうブラジャー探しをしてるわ。それにユイキイは今日があの世にいく最後の日だとわかっていても、恐怖や焦りなんて全まつたく感じてない。きっと日常の感覚よ」

　今度はコトリがいう。「でもでもね、ブラジャーを探しにいくとして、妃唯さんはどこにいくのかなぁ。それがわからないと探すの困っちゃうねっ」

　エリアスが得意げな顔で答える。

「妃唯は大きいサイズも取り揃そろえてるブラジャー専門店、マウンテンブラにきっと現れるわ」

　マウンテンブラは巨乳風か邪ぜの地伝が流は行やった時、クラスメイト一同でいった店だった。男子が駐車場で待機して、女性の買い物を待つ彼氏の心理を勉強した、とある日の一時間目の授業だ。

「いや、エリアス。他の店にいくかもしれないだろ？　しかも普通の中学生はマウンテンブラなんて店を知らないだろ？」

「妃唯は普通の中学生じゃないわよ。きっと知ってるわ。だって、妃唯はこの世界にひとりぼっちで一年半以上もいたのよ。真ま幌ぼろ市を知り尽くしてるわ。街を知り尽くしている相手を見つけるのは容易じゃないけど、今度は逆にそこがチャンスなのよ」

「エリアスさんすごいです」

　ハナさんが拍手をし始めた。

　そして、マウンテンブラで妃き唯いを張り込む作戦は可決された。



　マウンテンブラの店の側そばで張り込むメンバーはつぎの通り。

　ぼくの肩に乗ったエリアス、噂そん長ちよう、ライム、かま子こ、それにオカマ石せつ膏こう。

　ぼくとエリアスと噂長以外は足の速いメンツが選抜された。

　ちなみに温泉ライオンも機動力はなかなかだったが、外見が目立ち過ぎるから、張りこみには不適合だった。ライオンは今マボチューで寝ている。

　マウンテンブラに着くと、店舗の入口が望める斜はす向むかいのおぼろ堂文具店の店内に身を隠した。

　ナルシストなオカマ石膏がため息をつく。

「もう最悪。こんな立ちっぱなしでいたら、脚がむくんじゃうわよ」

　ライムとかま子の胸もわずかに膨らんできたようだ。ブラジャーのサイズを上げる必要がある際は、目のまえのお店にいけばいい。エリアスがもっともなことをいう。

「石膏のくせに、脚がむくむの？」

「なによ、金髪の小人はわたくしの綺き麗れいな脚が妬ねたましいんじゃなくて」

　石膏像は、剥むき出だしの太ふと腿ももの上に両手を添えて、右足を伸ばしてみせた。それはこの場にいるもう一人のポージング好きの心に火をつけたようだった。エリアスもぼくの肩の上で、挑発的に脚を伸ばす。

　ぼくとライムとかま子は、どっと疲れたため息をだした。

　徹夜明けの文具店で、人形と石膏像のセクシーポーズ対決のギャラリーにはなりたくなかったのだ。



    

  
    
      


第八話　マウンテンブラで待つ

　　　―あの世まであと11時間29分―





　そっからの三時間は、刻々と近づいてくるタイムリミットと、着々と大きくなっていく女性陣の胸に、ハラハラドキドキさせられる時間だった。

「これ以上、胸がおっきくなったら制服のボタンが飛んじゃうよ」というライムの言葉は、強烈だった。結局、室内でもしっかり上着を羽織ったままのライムだ。

　マウンテンブラに妃き唯いはこないかもしれないと不安がないわけではなかったが、他にできることといえば闇やみ雲くもな足跡探しだけ。きっとだいじょぶだ。根気比べ。策士のエリアスは自信たっぷりだ。

「あんなにラブリーな部屋に住んでるんだから、ラブリーなブラジャーをゲットしにくるわよ。ビッグサイズなのにラブリーなブラといえば、ここにくるしかないわ」



　足跡探しで偶然通りかかったクラスメイト達には、足跡探しを中断してマボチューで休んでくれと伝えた。

　噂そん長ちようはこれから妃唯と対面する緊張が気持ちを引き締めていたのか、セーブする必要はなくなった気温は上昇することなく只ただ今いま９℃。

　噂長の心は、ぼくのことだけで独占されていた狂人の時とは違う。ぼくは噂長の手を握ってみたりもしたが、さらに上昇したのは２℃ほどだ。これで一応11℃。

　徹夜組のライムとかま子こは疲労が限界まできたのだろう。寝ていた。文具店のさほど多くない書籍を敷き詰め、ベッドマットにすると、その上に店舗の奥の住居から何枚かの座ざ布ぶ団とんを持ってきて敷き布団代わり。そこでグッスリ。眠るまえの最後の言葉は「妃唯がきたら起こして」だった。

　いまいち緊迫感のないオカマ石せつ膏こうは、噂長様に飲み物を取りにいくと十分前にでていったっきり、帰ってきてない。

　眠気知らずのエリアスと、祈るように窓の外を見る噂長にマウンテンブラの入口を観察するのを任せて、ぼくはこの三時間、マボチューから持ってきていた台本を読んでいた。噂長が妃唯に感情を与えるための本。

　妃唯が異世界に入ってしまう直前に噂長が書き上げた一冊の台本がどうしても気になったのだ。妃唯に伝えようとして書かれ、唯一妃唯にその感情を与える機会が失われた本。

　妃唯に『悲しみ』という感情をプレゼントできる物語。



「エリアスちゃん、ハルオ君ごめんね。アタシはとんでもない存在を生んでしまったのかもしれないわ。ユイキイにはちゃんと教えてあげなきゃいけないことがあったのに、楽しいことばかり伝えてしまった」

　噂そん長ちようの横顔は厳しいものだった。エリアスが優しい声をだす。

「気にしなくていいよ。噂長は孤独だったんだもの。一人じゃ生きていけないわ。自分を必要としてくれて、一緒に楽しく遊べる人がいない人生はきついもん」

　人形のエリアスが人生を語る。エリアスの言葉は説教臭い煩わしさとは無縁で、歌のように自然に入り込んでくるんだ。噂長は頷うなずいた。

「うふっ、アリガト、エリアスちゃん……アタシ、あなたととてもよく似た人に会ったことがある気がするわ。頭がよくて、機転が利きいて、とにかくまわりを元気にして、引っ張っていく子。不思議ね、誰だれよりも小さいのに、誰よりも存在感がある」

　褒ほめられたエリアスは、照れたように顔を赤くした。ただ、ぼくにはわかった。噂長がエリアスに重ねているのは自分の妹だ。エリアスの前世に気づいているのはぼくだけ。

　文具店の商品棚に立て掛けた物もの干ほし竿ざおを見る。あれでエリアスを叩たたけば、前世の記憶が戻るとのこと。だけど、そんなことをするとどうなるのかわからない。妃き唯いを見つけてから決めよう。それでいいよな？　不安な自問自答。

「わたしのようなナイスバディのセクシードールに似た人に会ったって？　そんなのいるわけないわよ。噂長も寝たほうがいいんじゃない？」

「外見じゃなくて内面がよ。うふふっ、でもそうね。エリアスちゃんみたいに、口が悪くて、下しもネタ多めの女の子なんていないわよね」

「なによ、噂長ったら。自分だってどぎつい下ネタいってたくせに」

　それから二人は顔を見あわせて笑った。

　いつのまにかエリアスと噂長は互いに冗談をいいあえる仲になっていた。それは不思議な光景だった。ほんの数瞬、身長も見た目も全然違う二人が姉妹に見えて、ドキッとした。

「ねえ、噂長。どっちが色っぽい言葉でハルオをドキドキさせられるか、勝負しましょうよ」

「うふっ、いいわ。望むところよ。魅力的な女として五十年生きてきた実力を見せちゃおうかしら」

　後悔と罪の意識に囚とらわれていた噂長も、エリアスといるとさっきまでは考えられなかった笑顔を見せるようになっている。いいことだ。ただ、勝負にぼくを巻きこまないでほしいんだけどね。

　エリアスと噂長がぼくに迫って、上目づかいでまさに口を開こうとした時、ぼくのうしろで横になって寝ていたはずのかま子こが上体を起こし、小さく吠ほえた。

「ワンワンワン」

「ちょっとなによ。かま子もセクシーな言葉で春はる男おをドキドキさせる選手権に参加したいの？　ってなによ。今『ブラを見て』っていったの？　ここでブラジャー見せる気？　かま子、それはセクシーなセリフじゃなくて、セクシーな行動する気マンマンじゃないの」

　身体能力が上がった状態だと、かま子この通訳が得意になるぼくは、エリアスが聞きそびれていた部分もわかった。『マウンテンブラを見て』

　その言葉に従って、窓の外を見る。

　今まさに店内に入っていく制服の背中が見えた。

「妃き唯いがきた」

　エリアスの読み的中。妃唯という言葉に反応したのだろう。眠っていたライムも飛び起きた。ぼくはいう。

「スクリーンはさすがに持ち歩いてはいないみたいだな。よし、さっそく店内に入って取り押さえるか」

　文具店は爆発しそうなほどの緊張感だった。噂そん長ちようが首を振った。

「ハルオ君、お願いがあるの。アタシに説得させてもらえない？　あの子と話したいわ」

　こういう時、物騒なのはかま子とライムだ。飼い主のほうがいう。

「噂長、話なら取り押さえてからでもできるでしょ。あなた、いきましょ」

　噂長に対するライムの口調は厳しかった。ライムは、真ま魅みばあちゃんを死に至らしめた噂長が許せていないんだ。それは当然だ。

「ライム待ってくれ。なあ噂長、悪いがクラスみんなの命が懸かってるんだ。確実なほうでいきたい。策士のエリアス、なにか作戦はあるか？」

「そうね、わたしは噂長が説得するっていうの悪い考えじゃないと思う。妃唯はマボチューの制服姿だったでしょ。まだ、普通のマボチューの女生徒を演じてるつもりなんだと思う。わたし達の姿を見たら、警戒しながらキャラクターを演じてくるわ」

「ハルオ君、強引に捕まえても痛みのないユイキイに力ずくでスクリーンの場所をいわせることはできないわ。アタシのせいでみんなをこんな異世界まで連れてきてしまった。アタシで始まったことはアタシで終わらせたいの」

　真夜中から今にかけて、後悔と罪の意識から流した噂長の涙を思いだしていた。ぼくはいう。

「わかったよ。でも、もし妃唯を説得できそうにないと思ったら、ぼく達は妃唯をすぐさま捕まえるぞ」

　噂長は力強く頷うなずく。ライムがいう。

「田た中なか春はる男おくんが信じる人は、あたしも信じる。噂長頑張ってね」

　噂長はもう一度頷いた。ライムの言葉がうれしかったのか、表情は柔らかくなった。

　そして、入店わずか五分もしないで、ブラを選び終えたのだろう妃唯がでてきた。



　店先にでてきた妃唯に噂長が一人で歩み寄っていく。

　ぼく達は文具店の窓ガラスから様子を窺うかがう。昼間だろうが真夜中のように静かな異世界。話し声だって、聞こえるだろう。

　噂長の姿に気づき、妃唯が立ち止まった。息を呑のむ気配。

　遠目にもそれが痺しびれるような再会だってわかる。噂そん長ちようの表情はここからでは見えないが、先に口を開いた噂長の声は震ふるえてる。

「……ユイキイ。あなたとの思い出、全すべて思いだしたわ」

「噂長様、ボクはマボチューの女生徒の由ゆ井い妃き唯いなんかじゃない。ただのユイキイです。噂長様がいなくなってから、おもしろいことが少なくなっちゃった。楽しいことが少なくなっちゃった。ボクはどうして一人ぼっちになったの。いっぱい考えてもわからなかったよ」

　妃唯の声は一日ぶりだったけど、別人だった。元気いっぱいの幼い子どもの口調でない。噂長のまえでは演技の仮面が取れたのだ。

「噂長様、会いたかった。ボクは一人でも手洗いもうがいも歯磨きもできてたよ。噂長様おでかけしてたの？　おかえりなさい」

　妃唯が誤って噂長の記憶を上書き睡眠してしまったこと、妃唯のことを忘れてしまった噂長は異世界に妃唯を残したまま、現実世界への扉を閉じてしまったこと。噂長はそれをまず説明するのかと思ったら、口にだされた言葉はなにかが変だった。

「アタシが悪いの。アタシが悪いから、ユイキイにつらい思いをさせてしまった。ユイキイにはちゃんと教えるべきだったのに」

「つらい思いってなあに？　楽しくないってこと？」

「そうね、楽しくはないわね……ユイキイ、鬼ごっこは終わったわ。アタシがあなたを見つけたの、どう、うれしいかしら？」

「はい、うれしいです。とってもうれしい気持ち。とってもうれしい気分」

　噂長と妃唯は主あるじとしもべといった関係ではなく、友達のようだったのだと、くだけた口調で話す妃唯を見て思った。そして、ぼくは違和感を感じていた。

　四年間一緒に暮らした友達のような存在。一年半以上ぶりの再会なら、抱きあったりするんじゃないのか？　確か、噂長も妃唯に再会したら、抱き締めてあげたいといっていた。なぜ、噂長は不自然に３メートルほどの距離を置いて、話しているのか？

　妃唯は自分の胸を押さえていう。

「どうしてかな、急にオッパイが大きくなっちゃった。噂長様、これは地伝かなにかなの？　この地伝でボクを見つけようとしたの？」

　噂長が頷うなずいたのが見えた。言葉はかけてないようだ。

「なんでかな？　噂長様が起こした地伝の効果や影響はなんとなく察するコトが今までできてたのに、今回はよくわからなかったよ。長い間この異世界に一人ぼっちだったから、勘が鈍っちゃったのかなー。あ！　地伝といえば、噂長様は妹様に会えた？」

「あら、妹って誰だれのことかしら？」

　文具店には小さな動揺が走った。ぼくは一人、大きな衝撃を受けていた。

　妃唯は、エリアスの前世を知っているのか？

　噂長の混乱した声が聞こえた。

「……妹って、まさか、まやかのこと？　まやかに会ったの？」

「噂そん長ちよう様の妹様のまやか様には会ってないの。まやか様の生まれ変わりに会ったの」



　噂長が妃き唯いとの距離を詰めて、その肩に掴つかみかかる。

　文具店のなかではライムもかま子こもエリアスも黙って、ことの成り行きを見守っている。この場の誰だれもがまさか、まやかというのがエリアスのことだとは思っていない。

　ぼくはどうすればいいんだ？

　ここで見守っていていいのか？

　噂長の背中が強こわばっている。

「生まれ変わりってどんな子なの？」

「まやか様は、頭がよくて機転が利きいて優しかったんですよねー。それにおしゃれが好きで、歌が好きで、お人形さんで遊ぶのも好きだったんですよねー」

「ええ、そうよ……あれ、それって」

　噂長が頭を抱えて、蹲うずくまる。ライムは店内で小声の絶叫を上げた。

「あなた、なんかよくわからないけど。今の噂長に妃唯を説得するのは無理よ！」

「ワンワン」

　かま子が物もの干ほし竿ざおをぼくにパスしてくれる。受け取りながら、妃唯の声を聞いた。

「まやか様、すごく久しぶりにボクと一緒に遊んだ人。ボクは楽しかった。なのに、スクールバッグを落としてきちゃった。まやか様とはぐれちゃった。でもまやか様だったんだって気づいたのは、はぐれちゃってから。なんであんなに遊んでいて楽しかったか考えて気づいたの。噂長様と雰囲気が似てたって、噂長様と一緒にいるような気分になれたって、それはきっとまやか様だって思った。もう、びっくり、だってお人形さんに生まれ変わってるなんて思わないもん」

　打ちひしがれたように噂長は座りこんで、チラッとこちらを見た。息を呑のんだライムとかま子の視線が、エリアスに注がれているのがわかった。ぼくはなにもいえない。なにもできない。ケガを負っていた右手と左手でしっかりと物干し竿を掴んでいただけ。飛びだす準備はできていた。でも、ここからでていくつもりはなかった。

　視界に映るエリアスの声が遠くから聞こえた。

「……春はる男お、わたしわかっちゃったよ。おもちゃの箱のあの紙。わたしの前世の記憶が戻るって、なんでそんなことできるのって思ってたけど、こういうことだったんだ。意味があったんだ」

　エリアスの身体からだのどこかに触れていたい。どっかいってしまいそうだ。人形の身体が壊れてしまいそうで、怖くて触れられない。竿さおすら放せないでいる。

「エリアス、きみはみんなを救ったんだ。地伝の元凶を救う力、地伝の生みの親噂長を救う力、前世のきみが望んだことなんだ」

「そっか、わたしの前世は噂長の妹か。えへへっ、マリリン・モンローじゃなかったんだね。春はる男お、お願い、抱き締めて」

　ぼくはエリアスのまえで屈かがみ、左手を差しだした。エリアスは倒れ込むようにその手のなかに入ってくるはずだった。でも、最初からそうするつもりだったのだろう。いつかのコトリのように、エリアスは自分から物もの干ほし竿ざおにぶつかっていった。ぼくが咄とつ嗟さに右手を離した時は遅かった。

「エリアス！」

　緊迫の文具店。外に声が漏れるなんて気にもできなかった。妃き唯いの顔がこちらに向けられる。

「噂そん長ちよう様が一人でボクを見つけてくれたんじゃなかったんだ。またハルちゃんなんだ。噂長様は彼といたほうがボクといるより楽しいの？」

　ぼくはエリアスの身体からだを両手で支えて、抱き寄せていた。エリアスと繰り返し呼びかける。エリアスの視線は放射線のようになってる。ぼくを通り抜けて、どこか遠い場所を見てる。妃唯の声が続く。

「初めてこの異世界に二人できた時、噂長様はボクと遊んでても気温は25℃くらいまでしか上がらなかったよ。それなのに、ハルちゃんが絡むとこの世界の気温はあっという間に40℃までいくし、下はマイナス20℃よりも冷え込むし。ボクはそんなに噂長様の感情を動かすことなんてできない。噂長様、ボクといる喜びは25℃で、ハルちゃんといる喜びは40℃なんだね。なんかそういうのがデジタルでわかっちゃうのが、ボクは楽しくない。うん？　うれしくない。うん、なんとなくそんな気持ちです。噂長様が、ずっとずっとボクと遊んでくれないのは、ハルちゃんがいたからなんだね。噂長様はハルちゃんが好きだからなんだね」

　妃唯の顔は無表情で、声はなんの抑揚もなかった。泣けないからだと思った。悲しみや怒りの感情がないから、楽しくない顔で楽しくない声で話すことしかできないんだ。

　妃唯の言葉に、噂長は余裕がなくなったようだ。髪を振り乱して叫さけんだ。

「ハルオ君は関係ないわ。アタシがこの一年半以上もあなたと遊ばなかったのは、それはあなたが、ユイキイが悪いことをしたからよ。とっても悪いことをしたからよ。悪いことってどういうことか、あなたはわからないのよ。アタシが伝えてないもの、だから、やっぱりアタシが悪かったの」

　妃唯はなにを悪いことしたんだ。そんな話は聞いてなかった。妃唯の分の悲しみも抱え込んでいるかのように噂長は、その場で泣き崩れた。

「噂長様、泣いてるの？　涙は楽しくないの証あかし、うれしくないの証」

　妃唯は無表情のまま、その場で棒立ち。心象風景にも変化。外気温は一気にマイナス２℃まで下がり、噂長の自分への怒りなのか、ピンポン球のような雹ひようが降ってくる。噂長は限界だ。

　いつのまにかぼくの知らない重さになったエリアスの身体をライムに預ける。もともと軽いエリアスが、綿のように重さを感じられなくなったのだ。

「ライム、エリアスを頼む。かま子ことぼくは妃き唯いを捕まえてくる」

　エリアスの身体からだを両手で支えているライムの返事は聞かなかった。

　妃唯はぼく達の動きを警戒していた。ぼくとかま子が店を飛びだした瞬間、妃唯はマウンテンブラの店内に逃げ込んでいく。籠ろう城じようでもする気か。

　雹ひようの勢いはさらに激しく、全身を打撲させるような空からの猛攻撃だった。

　アスファルトの上で噂そん長ちようは泣きながら、倒れている。ぼくは横を通り抜ける間際、叫さけんだ。

「噂長が妃唯を生んだんだろ！　親なら泣いてないでなんとかしろ！」

　噂長を置き去りして、ぼくとかま子はマウンテンブラの店内になだれ込んだ。



「逃げても無駄だぞ。妃唯！」

　ワゴンやハンガーラックを倒しながら、妃唯の背中は店の奥へと向かっていく。一度振り返った妃唯の顔は、こちらの追いかける足が止まってしまいそうになるほど、無邪気な笑顔だった。追いかけてきたのが噂長ではなかったという失望すらもない。演技の仮面を取り戻したのだ。マボチューの女生徒、元気いっぱいの由ゆ井い妃唯の芝しば居いが始まっている。

「ハルちゃーん、ヤーダ。ボクは捕まらないよ！　みんなもこの世界にずっといちゃえばいいのにー。一人より大勢のほうがすっごく楽しいもん！」

　足場の悪い店内、かま子の自慢の足も発はつ揮きされない。遠ざかる妃唯を足止めさせるために、必死に声をだす。

「この世界はあと十二時間もしないであの世にいっちまうんだ。スクリーンでもとの世界に戻らないとみんな死んじゃうんだ！」

「ね、ね、死んじゃうってなに？　何系のこと？　鬼ごっことかくれんぼでいうと、どっち似？」

　頭が痛くなってくる。妃唯には「死」の概念なんてない。死について、ぼくが上う手まく説明できるとも思えない。説明してる余裕もない。

　両開きの扉を蹴け飛とばし、バックヤードに消えていく妃唯の背中にいう。

「死ぬってのは、もう遊べなくなるってことだ！」

　声は届いたと思うが、妃唯は止まらない。バックヤードへの観音開きの扉は妃唯によって閉められたが、身体能力が上がっているぼくと元々タックルが得意なかま子こにとっては、造作のないものだった。

　思いっきり体当たりで、扉をぶっ壊す。

　妃唯は一年半もこの世界にいて、エリアスの読み通り真ま幌ぼろ市を知り尽くしてるようだ。ほとんど夜みたいに暗いバックヤードの通路を迷わずどこかに駆けていく。非常口か。狭いため、かま子を先頭に縦一列になって走る。足元にハンガーや商品が散乱している通路から外にでれば、分があるのはこっちだった。

　地の利はなくても単純にぼくとかま子のほうが、妃唯よりスタミナもスピードもあるだろう。

「――キャン」

　妃き唯いが非常口の扉の奥に消えた時、ぼくのまえを一陣の風のように走っていたかま子こが突如、膝ひざを曲げて壁に手をつき、蹲うずくまる。ジャージ越しのかま子の脛すねには三角定規のようなガラスの破片が刺さっている。

　見上げるとバックヤードの壁の上方にある横長の小窓が、片っ端から割れている。通路の床に目をこらす。ガラス片だけじゃなく、無数の氷の塊が散らばっているのが見えた。雹ひようだ。雹がガラスを突き破ったんだ。先頭を駆けていたかま子が犠牲になってしまった。

　痛みをこらえるかま子の顔をぼくは泣きそうなって見つめた。気づいたことがあった。あれ？　妃唯がこの通路を誰だれより先に走っていったのだ。ただではすまないはずなのにどうして？　という疑問はすぐに答えがでた。非常口に向けての通路に、赤い液体が点々と落ちている。

　血!?　妃唯は無痛。そうか、血を流しながら、笑顔で逃げてるんだな。

「かま子、だいじょぶか？　動いちゃ駄だ目めだ」

「ワン、ワァン！」

　意味はわかった。「足のケガは深くないですから」。そして、かま子の視線は自分の足元ではなく、ぼくでもなく、非常口に向けられている。「ワンワン」とまた吠ほえる。「早く妃唯を追ってください」といってるんだよな。

　かま子の強い瞳ひとみがぼくにぶつかる。わかったよ、と答えるしかないようだ。

「妃唯を必ず捕まえる。すぐ戻ってくるからな」

　ぼくはケガを負った仲間を置いて、非常口に飛び込んでいった。



　外は雹が止やんでいた。かま子の機動力をあてにしていたところは大いにあったが、追いつけない相手ではなかった。

　法定速度を軽く倍以上オーバーしたワンボックスカーと、ほふく前進の噂そん長ちようとの追い駆けっこに比べれば、全然どうってことない。そう思ってた。

　だが非常口をでて、左右を見渡しても妃唯の姿がない。クソ、どっちだ。

　冷静になってよ春はる男お。

　エリアスの声を聞いた気がした。足元を見ると、薄く積もった雪に一人分の足跡。血もわずかだが混じっていた。雪を積もらせた作戦がここにきて、役に立つ。

　足跡さえあれば、あとは持久力の追い駆けっこ勝負だ。



　小さな交差点の角を二度曲がり、妃唯の背中を捉とらえた。

　妃唯は住宅街の細い道に入っては、ぼくを撒まこうとする。

　でも足跡がバッチリ残っているから、問題ない。

　二人の間の距離は、50メートル、40メートル、30メートル。

「ぼくからは逃げ切れないぞ！　足のケガがひどくなっちまうぞ、妃き唯い！」

　妃唯は振り返らずに、走りながらいう。

「ね！　ね！　ケガって痛いってコトだっけ？　ボクには痛みなんかないからいいもーん。怖くなんかないもーん」

　痛みがなければケガは怖くなくなるのではない。負傷した足の悲ひ鳴めいを聞いてあげられないのが怖いのだ。妃唯は気づいていない。もはや片足を引きずるように走っている。スピードに乗れていない。

「妃唯、止まれ！　ケガがどんどん酷ひどくなる。追い駆けっこできなくなっちゃうぞ」

　もう、妃唯への距離は15メートルもない。また路地を曲がる。

　つぎの直線で捕まえられると思った。

　その矢先、妃唯のまえには徹夜で真ま幌ぼろ市を探索していたフネと中なか村むらさんがいた。

　二人は疲労感をずっしりと背負って歩いていて、妃唯がうしろからきたことに気づくのに遅れてしまった。

　アッと思った時には妃唯はフネを突き飛ばし、隣にいた中村さんに飛びかかっていた。一瞬の出来事だった。妃唯が素早く制服からナイフをだし、刃を中村さんの首筋に当てる。ぼくは立ち止まって叫さけんだ。

「妃唯、やめろ！　やめてくれ！」

　蒼そう白はくな顔の中村さんの背後から妃唯はいう。

「ね、ね、この果物ナイフはね、オレンジ切ろうと思ったから持ち歩いてたんだよ。もー、缶詰のみかんは飽きちゃってたから。キャハハ、思わぬ感じで役に立っちゃったよ」

　制服姿の女子中学生が二人。片方が片方の首にナイフを当ててる。ぞっとする光景。

　どうすればいいんだ？

　飛びかかれば、すぐさま物もの干ほし竿ざおで妃唯を取り押さえられるだろう。でも痛みのない妃唯がどんな行動をするかわからない。なんのためらいも罪悪感もなく、人を刺すことだってするかもしれない。

　緊張感で目眩めまいを覚える。我を忘れた噂そん長ちように一度襲われたことのある中村さんは泣きだしたり、悲鳴を上げたりすることもなく、気丈だった。

「妃唯落ち着いて、オレンジ一緒に食べましょ。ワタシが皮を剥むいてあげるわ」

　委員長は無理に楽しげな声でいった。妃唯は楽しさしか知らない声でいう。

「ボクはね。噂長様の書いたお話でいろんなコトを学んだの！　でも伝えてもらってないコトがあるのー。噂長様は優しいんだ。ボクが楽しくないコトなく暮らせるようにね、ボクの身体からだと心は痛みを感じないんだって。ね、ね、痛みは身体で感じるものなの？　心で感じるものなの？　中村くんの首にナイフを突き刺したら、中村くんは痛いのー？　それは心？　身体？」

　ぼくの目の前にいるのは、とんだ怪物だった。

　妃唯自体は普通の女の子と変わらない体力だが、心は地伝を四つ起こしている時の噂長に匹敵するヤバさだった。

　無痛の怪物は右手でナイフを構えたまま、その刃に左手の指の腹を這はわせた。妃き唯いの左手の中指に赤い線が走り、ぽたぽたと雫しずくが滴り落ちた。ぼくは妃唯の空っぽの心に恐怖を感じた。声すら掛けられない。

「ハルちゃん、それとフネちゃん、ボクのまえから離れて！　どっかいってー」

　妃唯と中なか村むらさんから５メートルは離れた位置。起き上がったフネが唸うなる。

「うちの隊員を、委員長をどうする気だ？」

　妃唯はこともなげにいった。

「ハルちゃんとフネちゃんがいなくなったあとにね、中村くんを自由にしてボクを追いかけてきたらヤーダだから、死んでもらうよ。首にナイフを刺したら、中村くんは死んじゃうんだよね。ウーン、死ってわかりにくいな。あ！　でも中村くんが死んで、楽しいコトなのか、楽しくないコトなのかは、わかるね。キャハ、ボク、チョット賢くなれちゃうよー」

　幼い口調の演技。突き抜けた笑顔。怪物だ。



　妃唯が中村さんにナイフを突きつけて、生きた心地のしない二分が流れた。

　なんてこった。あとは妃唯を捕まえ、プチ神隠しのスクリーンが手に入れば、みんな無事に帰れるというのに。

　犠牲者をだすわけには絶対いかない。

　ただ、なんの作戦もない。

「もー離れてよ！　じゃないとブスって刺しちゃうよー」

　妃唯の言葉に、苦しい顔でフネとぼくはあとずさる。

　距離は優に10メートルは離れている。

　中村さんは顔色こそ青を通り越して白くなっていたが、声はホームルーム時の委員長の凜りんとしたものだった。

「妃唯、こんなことはしてはいけないわ。噂そん長ちようも悲しむわよ」

「エッ、中村くんを死なせちゃうと噂長様を悲しませちゃうの？　ウーン、悲しいってよくわかんないな。それは噂長様が中村くんを好きで、中村くんと遊べなくなっちゃうから悲しいの？　噂長様はボクより、また好きな子が増えちゃったの？」

　緊迫感は続いている。

　ぼくは声をだしてもいないのに、口のなかは乾燥剤でも突っ込まれたかのようにカラカラに乾いていた。フネがいう。

「噂長は委員長が刺されてしまうことも悲しむが、由ゆ井いが人を刺すことをなにより悲しむんだ」

「そうなの？　ウーンわからないよ。悲しいって言葉つかわないでよ！　うれしいか、うれしくないかで話してよ」

　妃き唯いに伝わる言葉があるんだろうか。ヘタなことはいえない。フネがぼくをチラッと見た。なにか作戦はあるかギャルゴ。そんな意味。ぼくは苦しい視線を返した。まだなにもない。そんなアイコンタクトだ。

　じりじりと一秒一秒流れていく。均きん衡こう状態が崩れれば中なか村むらさんが危ない。ぼくとフネはアリのスキップくらいの速度で、後退していった。

　気がついたら、ぼくは泣きそうになっていた。ヒーロー役が、いの一番で弱さを見せちゃ駄だ目めだよな。ぼくはこの状況を打開する方法が、なにも浮かばない焦りに縛られていた。妃唯がいう。

「ハルちゃんもフネちゃんも離れるの遅すぎ。ボク、うれしくないからプンプンしちゃうよ。もー、あと十秒でうしろの曲がり角の向こうにいかなかったら、ブスッといっちゃうコトに、たった今決めましたー。ハーイ、９、８、７」

　恐怖のカウントダウンだ。たとえぼくとフネが後方のわき道に入っていったとしても、さっき妃唯自身がぼくとフネがいなくなれば、中村さんが邪魔になるから刺すといっていた。理不尽だ。

「アレレレ、離れなくていいのかなー。６、５」

　ナイフの先が中村さんの首の薄い皮に押し当てられ、ほんの数滴の赤い雫しずくが刃先を通っていく。

　ぼくとフネはまず第一に五秒後の悲劇を回避するために、その場から離れようとした時、ある微かすかな声を聞いた。

「４、３」

　妃唯の声じゃない。まるで壮年の男性のような声が空の彼方かなたから降ってきたような。

「２」

　ぼくとフネはうしろに走りながら、今度こそしっかり聞いた。その声はこういってる。

　――ダルマさまがころんだ――

　地伝を解決し続けたぼくと、地伝を追い続けたフネには瞬時にわかった。このあと取るべき行動が。

「１」

　ダルマの声は止やんでる。曲がり角の手前でぼくとフネは立ち止まった。いらだった顔ができない妃唯はうれしくない表情で、道を曲がっていかないぼく達を見つめた。

「なんであっちにいかないの？　中村くんがどうなっても知らないよーだ」

　口が動くくらいはセーフなのだろう。でも、これ以上のアクションはきっとアウトだ。妃唯は中村さんの首にナイフを突きたてようと、腕を上げた。

「――エッ」

　驚く妃唯。『ダルマさまがころんだ』の声が止んでいる最中に動いたため、妃唯はダルマさまのもとへ飛ばされていく。中村さんはその場に膝ひざをつく。

　そのほんの刹せつ那なの出来事を金縛りにあったように見つめていたぼくは、すぐさま妃唯を追って走り始めた。フネにいう。

「中なか村むらさんを頼む」

　フネは中村さんが心配な気持ちが勝まさったのだろう。なによりも地伝を大事にする男の声を背中に聞いた。

「おう、任せたぜ。ＭＢ！」

　振り返り見る。緊張から解き放たれて路上に座りこんだ中村さんをフネが抱き起こす姿。ぼくは音速で飛んでいった妃き唯いを追った。

　ダルマさまは、妃唯を見つけたら打ち上げるようにと渡していた花火を打ち上げてくれたようだ。

　晴天の空に、パァンという乾いた音が響いた。



　それから十五分後。午後十二時五十五分。

　ダルマさまが転んだにより動けなくなっていた妃唯を解放して、そのままマボチューに連行した。ファインプレーのダルマさまには一同で感謝。妃唯を捕まえられたことで噂そん長ちようは安心したのだろう、気温は15℃を上回った。

　心配だった中村さんの首の傷は絆ばん創そう膏こう一枚で事足りる程度だった。ひとまずよかった。かま子このほうの足の傷は、幸い深くはなかったが、走るのは控えたほうがいいだろう。治療するまえに見た靴下に血が滲にじんでいて、痛々しかった。

　妃唯の身柄は合流したライムに任せる。妃唯は視聴覚室でフネと中村さんから取り調べを受けることになる。

　ぼくはというと、エリアスと噂長と一緒にマボチューの空き教室に向かった。

　ぼくは再会した姉妹の立会人なのだ。



　市営住宅のように並んだ机の一つにエリアスが座った。噂長はテスト中の新しん藤どう先生のように黒板のまえに立っている。

　衝撃的な事実を知ったため、マウンテンブラからここまで、ほとんどなにも会話ができなかった姉妹だ。ぼくが先に口を開いた。

「……エリアスごめん。ぼくは、あのおもちゃ箱の紙を見せてもらった時にもう気づいていたんだ。前世の記憶を取り戻したら、エリアスがどうなっちゃうのかわからなくて、行動できないでいたんだ」

　四十三年ぶりの再会。

　冗談なんかじゃなく、本気で想像を絶する。ぼくの人生の三倍以上の月日、待ち人を待った噂長は、さっきまで打ち解けていたエリアスとの距離感が急に掴つかめなくなったようだ。ただの下しもネタ好きドールとして接することができなくなったからな。噂長にとっては、妹まやかの生まれ変わりなのだ。

「……まやか。あぁ、ううん、エリアスちゃんと呼んだままのほうがいいかしらね」

「別にどっちでもいいわ。好きなほうで呼んで。でもわたしは噂そん長ちようのことをお姉ちゃんとか、あやかとかって呼ぶの、抵抗あるけどさ」

「ええ、そうよね。無理もないわ。アタシはじゃあ、あの、ま、まやかって呼ばせてもらうわね。まやかは、アタシの記憶を思いだしたのよね？」

　エリアスは窓の外の高く澄んだ空を見た。大気圏の向こうに四十三年前の記憶を探っているようだ。木こ洩もれ日のような声が落ちてくる。

「うん。一緒に暮らした七年間。わたしは家にばかりいて、お姉ちゃんの帰りを待ってた。ははっ、ちなみに今は春はる男おの帰りをいつも待っているけどね。あーあ、どうしてわたしの人生って、誰だれかを待ってばかりなのかな。これじゃあ、まるでわたしのことは誰も待っていないみたいよ」

　噂長がすかさずいう。

「待っていたわ。生まれ変わったまやかがアタシのもとにきてくれることを、ずっと待っていたわ」

　エリアスと噂長が互いを見つめあう。

　時空を超えたなんて言葉をつかうと、急にＳＦの大作映画みたいで嫌だけど。それは確かに悠久の流れを超えてきた姉妹の愛情と、流れた時間が長すぎたせいで、とまどいの混じってしまった視線のやりとりだった。

　でも、心配することはないんだ。深い愛情のまえでは、とまどいなんてロードヒーティングの上の雪より早く溶ける。

「べ、別に女の人に待っててもらっても、あんまりうれしくなんてないし。春男みたいな男に待っていてほしいの、わたしは」

「うふっ、まやかは、生まれ変わってエリアスちゃんになっても、まやかにそっくりね。そうやって素直じゃないところ。あら、そっくりっていうのは変かしらね」

「わたしの思いだした記憶のなかのお姉ちゃんも噂長にそっくりよ。綺き麗れいで、陽気で、優しくて」

「あらアリガト……あ、そうだわ。渡したいものがあるの、ちょっと待ってて」

　床がトランポリンにでもなったかのように噂長は弾はずむような足取りで教室をでていく。渡したい相手というのは、まやかにだろうか。エリアスにだろうか。

「突然どっかにいって人を待たすところ。お姉ちゃんは変わってないな」

　エリアスは気づいているのだろうか。抵抗あるといっていたのに、もう自然と噂長をお姉ちゃんと呼んでいることに。



　雰囲気的にすぐかと思ったら、たっぷり十分後に噂長が戻ってきた。廊ろう下かから声がする。

「お願ーい。ここ開けてくれないかしら」

　ぼくが戸を開けると、一抱えの無地のダンボールを持った噂長が入ってくる。やけに重そうに見える。みかん十キロでも入ってるのだろうか？

「なあ噂そん長ちよう、いったいなにを持ってきたんだ？」

　床に置かれたダンボールをエリアスが机の上から覗のぞき見る。噂長が上面のガムテープを剥はがすと、エリアスがハッとした。

「えっ、嘘うそ。それって？」

　噂長はプレゼントを気に入ってもらえたかどうか窺うかがうような、わずかな興奮と謙虚さでいった。

「今から四十三年前。まやかが好きだったマンガよ。66年連載開始だから、まやかは始まってからの数話しか読めてないのに、このマンガは最高って褒ほめちぎってたわ。週刊少年マガジンのつぎの号を、いつも待ち遠しそうにしてた」

　まだ消費税なんてない遥はるか昔の定価２２０円のコミック。

　顔を輝かせるエリアスがダンボールのなかにダイブ。エリアスがページをパラパラと捲めくる。巻末が見えて、驚いた。

「なあ噂長、ここにあるの初版なのか？」

「ええ、まやかがいつ帰ってきてもいいように、でるたび発売日にすぐ買ってたの」

　ＫＣ（講談社コミックス）全19巻の巨人の星。エリアスのマンガ好きは前世からの筋金入りのようだ。

　エリアスと噂長が別れたのが四十三年前といわれても正直ピンときてなかったが、巨人の星が連載開始した年だといわれたら、時の流れをしっかりと感じられた。

「これ全部初版なんだ。結構高く売れちゃったりするんじゃないの？　春はる男お、オークションよ」

　エリアスは急にできた姉に対しては素直じゃないやつだった。売る気なんて全まつたくないくせに。

「これはあなたのことを祝ってあげられなかった四十三年前の誕生日プレゼントのつもりだから、まやかの好きにしていいのよ」

　噂長はおそるおそるといった様子で、ダンボールのなかのエリアスを両手で抱えた。エリアスは嫌がらない。ただ、恥ずかしそうに俯うつむいただけ。

「まやか、また生まれてきてくれてありがとう」

　噂長はこの異世界にきてから、何度目かの涙を流した。温かい涙。気がつけば噂長はずっと化粧をしていなかった。すっぴんでも美しい五十歳。資生堂の広告塔になれそうだ。

　一瞬も一生も美しくというよりは、一瞬も一生もエロ可愛かわいいをモットーにするエリアスが、噂長の滴り落ちた涙を頬ほおに受けて、いう。

「いきなり仲良し姉妹っていうのも抵抗があるから、まずは友達から始めましょう。あん、でも友達っていっても、エッチなことをする友達じゃないわよ」

「うふっ、わかってるわよ。よろしくね」

　噂長とエリアス。最強の下しもネタセクシー姉妹復活の瞬間だ。



　人との出会いが学校に集約されていた噂そん長ちようは、いつかまやかの生まれ変わりが現れるとしたら学校だと思っていたらしい。置きっぱなしにしておくにしても全19巻は大変だよな。でもそれは報われたんだ。エリアスはいってる。「星ほし飛ひ雄ゆう馬まの大リーグ養成ギプス姿燃えるわ。いやん、早く続き読みたいよ」

　駄だ々だをこねるエリアスと一緒に、ぼくと噂長は妃き唯いのもとに向かう。

　エリアスが巨人の星の記憶を取り戻したのが、噂長を倒したあとでよかった。ＭＢパワーアップ養成ギプスなんて、造られたらたまらないからな。



　視聴覚室には、フネと中なか村むらさんがイスに座った妃唯と向かいあっていた。

　取り調べは難航しているようだ。妃唯は涼しい顔。一方、フネと中村さんは頭を抱えている。三歳児に家の住所を聞くようなものだ。妃唯の「知らなーい、知らなーい」という声が、終いには「楽しくなーい」に変わるんだから。

「由ゆ井いよ、故郷の噂長様が泣いてるぞ」

　テレビドラマの熟年の刑事みたいな口調でフネがベタな説得。悲しいという感情を持ちあわせていない妃唯には、泣き落としなんてまるで効かない。

「こら妃唯！　さっさと吐いちゃいなよ。ラクになるわよ」

　これまた中村さんもドラマのなかの新米の刑事みたいな怒りっぷり。怯おびえという感情もない妃唯には、威圧は意味がなかった。

「あ！　噂長様だ！」

　妃唯は視聴覚室に入ってきた噂長に気づいて、うれしそうに手を振る。

「ね、ね、こんなに人数がいるんだから、ボクはイス取りゲームがしたいよ。キャハ、きっと楽しいよー」

　マウンテンブラの店先で、噂長といい争った気まずさはまるで残っていない、ケロッとした声だ。

　エリアスを胸に抱えたままの噂長は、呟つぶやくようにいう。

「今のユイキイはアタシのまえでも演技をしてる。お芝しば居いをしてるユイキイは、嘘うそばかりつくわ。たとえスクリーンの場所をいったとしても、それは嘘でしょうね」

　頭がクラクラした。昨日の朝から連続30時間以上起きてるのだけが、原因ではないようだ。



　視聴覚室にいないメンバーの行方をフネに聞いた。

　ライム、かま子こ、オカマ石せつ膏こう、ダルマさま、温泉ライオンは、校内にいるクラスメイト達を呼びにいったとのこと。町中に散らばっていたメンバーは、妃唯を見つけた際の合図の花火でマボチューに戻ってきている。今は休憩や食事を摂とっているのだろう。

　深夜に寝ていたメンバーは、復活した地伝の元凶オールスターズのことは話で聞いても、実際姿は見ていない。石膏像やライオンの石像やダルマが迎えにくるのだ。きっと驚いて招集されてくるだろう。

　五分後の一時四十分。視聴覚室にクラスメイトのみんなが揃そろった。

　そして、現実世界に帰る鍵かぎである妃き唯いより、巨乳になった女子達より、この場で目立っている十一人がいた。

　最強になれるジュースを飲んで、マッチョになった草そう一いちや桑くわ島しまや精せい鋭えい達たちだ。身体からだは完全に別人のようだが、首から上の顔はいつも通りである。妃唯が見つかったので集合をかけていた。トンネルの進しん捗ちよく状況を聞くと、頼もしい笑顔が返ってくる。あと一息だそうだ。土木工学も岩盤工学も持ちあわせていなくても、圧倒的筋力で作業を進めたのだろう。頼もしいやつらだ。

　女子の一人が黄色い声を上げる。

「桑島くんの筋肉ムキムキバージョンもカッコイイ。すっごいワイルド」

　桑島は照れたように笑い、土で汚れた肉体を見せつけた。身長２メートル以上のパンツ一いつ丁ちようのマッチョが十一人もいる光景なんて、テレビのなかでだって、滅めつ多たに見られるものじゃないよな。女子達はキャアキャアいいながら、マッチョマン達の彫刻のような身体に視線釘くぎ付づけ。テンションが高くなっていてもシャイな精鋭達は、太ふと腿ももや腕や胸を女子達に直接触られ、のぼせ上がっていた。

　この光景が面白くないのは、日ひ頃ごろ体育会系の部活動で汗を流している男子達。

　浅黒い肌に爽さわやかな短髪の野球部員がいった。

「いくらマッチョになったって、運動神経がよくなったわけじゃないんだろ？　その筋肉が見せかけじゃないんなら、オレ達とあとで野球しようぜ」

　テンションが高くなったジーズがギョロ目を剥むきだしていった。

「ワォオ、ぜんぜーんオッケーですよ！　でもスポーツマンのみなさんは保険にちゃんと入ってるんですかー？」

「保険ってなんだよ？」と、別の野球部員がいった。

「ハァーイ、実はおっしゃる通りなんですよ！　運動神経はそんなによくなってないんですよー。ピッチャーをやったら、デットボールしちゃいそうなんですよ。ハハッ、たぶん時速２００キロくらいでは投げられると思うんですよー！　死亡保険必要じゃないですか。アハハハッ、半分ジョークですよ」

　半分ってなんだろう。とにかくそれで野球の試合はお流れになった。というか野球をしてる場合じゃない。

　この場に集合したみんなはスクリーンはなくても、妃唯がいることで安心していた。これで無事に帰れると。あの世までのタイムリミットもまだ十時間以上ある。もう妃唯を捜す必要がないのだから、十分余裕のある時間だと思えた。

　そんなリラックスムード漂う視聴覚室で、妃唯は天国にホームステイした死神みたいな声でいう。

「はぁい。ボクは死を知らなーい。それが楽しいコトなのか、楽しくないコトなのか、気になっちゃってるよー。キャハ、だからみんなで実験しましょー」



　視聴覚室が騒然とする。派は手でなグループの女子達は四枚刃のカミソリのようだ。早くもキレてる。

「ふざけんなよ妃き唯い。あたしらを道連れにする気かよ」

　刻々と迫るあの世を意識した別の女子が、強硬策を口にする。寝不足のせいか声が疲れてる。

「っていうか妃唯を軽く痛めつけちゃうしかないんじゃないの。拷ごう問もんってほどじゃないけど、スクリーンの場所をいってもらわないとマジでやばいんだから、仕方ない処置ってやつだよね」

　拷問って言葉はそれだけで攻撃力があるようだ。物騒な言葉にみんなの顔は引き締まる。でも、妃唯だけは全然応こたえてない表情。イスに座った妃唯に詰め寄っていきそうなクラスメイト達に、フネが唸うなる。

「おいおい、そんなことしても無意味だ。忘れたのか、由ゆ井いは無痛なんだぞ。いやいや、それに女の子を痛めつけるなんて、そんな胸くそ悪いことはしたくないな」

　妃唯の側には噂そん長ちようもいる。妃唯が責められることは噂長にとっても辛つらいのだろう。声は弱々しく優しかった。

「ユイキイ、お願いよ。スクリーンの場所を教えてちょうだい」



    

  
    
      



    

  
    
      　妃き唯いに共感はない。噂そん長ちようのことは好きなのだろうが、困り果てる噂長の気も知らず、妃唯は笑顔で首を横に振る。男子が非難の矛ほこ先さきを噂長に変えた。

「噂長なんとかして聞きだしてくれよ。由ゆ井い妃唯を生みだしたんだろ」

　何人かの女子と男子もそれに追従する。噂長は申し訳なさそうに俯うつむくだけ。一方的な避難は醜かった。

　ぼくは声を張り上げる。

「みんな落ち着いてくれ。拷ごう問もんとか、噂長を責めてる場合じゃない」

　ひとまず黙り込むクラスメイト達だったが、みんなわかってる。落ち着いても現実世界に帰る方法は、妃唯からスクリーンの場所を聞き出す以外にはないことを。

　無痛の嘘うそつきの妃唯から、聞き出す方法はわからない。



　そこからジリジリとした埒らちが明かない五分が経たった。

　悲観的な思考とは無縁のマッチョの十一人が喋しやべってるだけ。２リットルの麦茶を一気飲みしている連中は、煮詰まった現状の深刻さを把握していないのだろう。幸せそうだ。仕方ない。ジュースの作用で多幸感に包まれているのだ。出し抜けにジーズがいった。

「ハァーイ、妃唯の姉さん、テレビゲームをやるんですよね。なら、ワタクシと勝負しちゃいましょうよ！　それでですよ。ワタクシが勝ったら、スクリーンの場所をいきなり教えてくださいよー。頼みますよー！」

　遊びが好きな妃唯に勝負を持ちかける。それでスクリーンの在処ありかを喋ってくれれば楽な話だった。みんなの冷たい視線がジーズへ。だが、妃唯の反応は予想に反して悪くなかった。

「えー、なんのゲームをするの？」

「ハハハッ、そりゃもちろんギャルゲーですよー。テレビゲームイコールギャルゲーですよ！　背景が変われば、立ち絵だってイベントＣＧなんですよ！」

「アレレレ、なんかそのゲームどんなのかわかんないから、遠慮しときまーす」

　阿あ呆ほうといってエンジンがジーズをたしなめる。

　これは思わぬチャンスかもしれない。ゲームと聞くと黙っていられない草そう一いちが、ハイテンションのままいう。

「エヘヘ、僕思いだしました！　妃唯さんは人生ゲームみたいなボードゲームが好きでしたよねー。では！　桃鉄とかどうですか？　ハハッ、ギャルゴくんと僕と妃唯さんと噂長さんでワイワイ遊びましょ」

「ウーン、99年プレイならいーよ。それでね、ボクが一位取れなかったら、スクリーンの場所を教えてあげる」

「イヤッホー！　それいいじゃないですか。ギャルゴ様、これはさっそくゲーム機を用意しなくちゃいけなくなっちゃいましたよ！　妃唯の姉さんにキングボンビーつけまくってやりますよ。ハイ！」

　ジュースのせいで気分がかなりハイになっていても、エンジンはジーズへのツッコミ役には変わりなかった。再び阿あ呆ほうといって、マッチョがマッチョの頭を引っぱたく。ド迫力。ヘビー級のツッコミだ。ジュースを飲んでも口調が変わらないエンジンがいう。

「ジーズ落ち着け。桃鉄を四人プレイで99年プレイしていたら、ゲームが終わるまえにこの異世界に終しゆう焉えんがきてしまう。ギャルゴ様、これは千載一遇の好機でございます。皆のなかでいいアイディアはないですか？」

　巨乳になった女子達の胸部をだらしない顔で眺ながめていた温泉ライオンが「へっへっへっ、サウナで我慢比べはどうだ？」というが、我慢することが嫌いな妃き唯いは勝負に乗ってこないので却下。

　ぼくは「バッティングセンターはどうだ？」とも思ったが、巨乳になったライムは極度の打撃不振になることを思いだして、却下。

　オカマ石せつ膏こうが「わたくしの綺き麗れいな身体からだを誰だれが一番上う手まく描けるか勝負しましょ」といったが即却下。

　妃唯が乗ってくるゲームが浮かばない。そんななか、策士のエリアスが挙手する。とかくアイディアをだすことに関してはエリアスは期待大の存在。

「せっかく、ほとんどの女子が巨乳になったんだから、水泳大会しましょ。それで女子だけの騎馬戦をやって、ハチマキの代わりに上の水着を――」

　そこでぼくがエリアスの口を押さえた。

　だが少しタイミングが遅かった。一部の男子が水泳大会の開催を猛烈に訴え始めた。だが、肝心の妃唯はやる気がない。ボタンが弾はじけ飛びそうな制服の上から、胸を押さえた女子達の数人がぼくのうしろに隠れる。

「イヤ、ギャルゴ助けて。あの巨乳フェチ達、目がやらしい。最低よ」

　ぼくも出世したものである。その昔、巨乳フェチと呼ばれ、女子達から疎まれていたのは、ぼくだった。

　胸の大きくなった女子達をまえにした男子達の反応は様々だ。つぎの通り。

　開き直って巨乳大好きという剛の者が数人。

　巨乳には興味ないですと澄ましてる男子達。

　ほんとに巨乳に興味がない、貧乳及び無乳派の男子達。

　三次元の胸よりＪＰＥＧ画像の胸が好きな精せい鋭えい達たち。

　胸より新聞が好きなフネに、胸そのものにまだ興味がないピュアな桑くわ島しま。

　女性陣は「どうして男子はそんなにムネが好きなの」と口を尖とがらせている最中、事件は起こった。

　制服の上着を脱ぎ、なかのシャツのボタンを上から一つずつ外していく女子がいたのだ。あまりにも堂々としたその行為に、いち早く気づいたエリアスが悲ひ鳴めいみたいな声を上げた。

「ちょ、妃唯！　なに脱ぎ始めてるの？　こんな大勢のまえでストリップ勝負するっていうんなら、春はる男おの許可が降りればわたしもやるわよ」

　当然許可はださん。シャツのボタンは、あっという間におへそのまえまで開けられていて、妃き唯いがマウンテンブラで選んだのだろう淡いピンクの小花の刺し繍しゆうのブラジャーが、存在感たっぷりに思いっきり見えていた。

　噂そん長ちようとハナさんとコトリが妃唯のまえに壁を作り、男子達の視線を遮断する。巨乳には興味ないですと澄ましていたムッツリな男子達が、衝撃的視覚情報に足元が覚おぼ束つかなくなり、床に倒れた。コトリとハナさんの「見ちゃダメ」というような視線が、なぜかぼくにだけ向けられているのはさておき。妃唯が話しだす。

「あははっ、おもしろーい。もー、なんでオッパイなんか見たいの。ボクのピンクのてっぺん見たらおもしろくなれるの？」

　ピンクのてっぺんという言葉に、巨乳大好きを公言していた剛の者達も床に倒れた。噂長がいう。

「ユイキイ、いけないわ。そんな人前でピンクとかいわないの」

「じゃあ噂長様。ピンク以外の色ならいいのー。あ！　でもお風ふ呂ろに入った時に見た噂長様のオッパイの先っぽもピンクだった」

　妃唯は男子達全員をノックアウトしたいのだろうか。マッチョのジーズが「ワァオ、ショッキングピンク」といって、蹲うずくまった。妃唯は暴露をまだ続ける。

「ね、ね、でもさ。昨日水着に着替えている時に見た中なか村むらくんの胸、綺き麗れいだったな。だって、すごいすごい桃色の」

　思わぬ火の粉が飛んできた中村さんが妃唯に飛びかかった。委員長は振り返っていう。

「ちょっと男子！　聞くな。にやけるな。もうバカ！」

　聞くなとはムチャな話。隠れ委員長ファンの男子が二、三人煩はん悶もんの声を上げて、倒れた。だが、どこ吹く風のフネはあくびをしながら、スクリーンの場所がどこにあるのか、壁の住宅地図を睨にらみつけていた。中村さんはそんなフネを見て、ガッカリしたようにため息を漏らした。

　女子達の過激なトークに、床に伏せた男子の一人が「もう死んでもオレの人生悔いはないぜ」とか寝言をいっていたが、今はそのセリフは笑えないから自じ重ちようしてほしい。なにもしなければ十時間後には、あの世だ。

　教室の隅、突然オカマ石せつ膏こうが不機嫌な声を上げる。

「ピンクとか桃色ってわたくしに対する嫌がらせじゃないのよ。わたくしのは灰褐色でも形はいいのよ。美しいボインボインをアナタ方に見せてあげるわ」

　オカマ石膏がブラジャーを外す。だが、さすがに石膏像の胸に反応する男子はいなかった。エリアスがいう。

「もう、色の話はやめなさい！　それより、おね……噂長に聞きたいことがあるわ」

　エリアスが噂長の妹の生まれ変わりだったという話は、ひとまず内輪だけの秘密だ。今はこれ以上、みんなが混乱しかねない情報をいう必要はないだろう。

「なにかしら？」

「妃き唯いは、『性』っていう感覚を持ちあわせてないんでしょ。自分は女なんだっていう自覚みたいな」

「ええ、そうなの……あの時は、アタシと楽しく一緒に暮らせればいいと思っていたから。ユイキイがどこかの男の子に一ひと目め惚ぼれでもしたら困るから、『性』というものをユイキイに与えなかったわ。だから、こうして男の子に下着姿を見せても恥ずかしいって感覚もないの」

　思い当たることがあった。妃唯がぼくのまえにマイクロビキニで現れたのだって、その行為に羞しゆう恥ち心しんのかけらもなかったからなのだろう。もし、妃唯が男の子の誰だれかを好きだとかいうことがあれば、それは全すべて演技。妃唯に都合のいい嘘うそなんだ。

　シュシュがいう。

「うわっ。『性』がないなんてびっくりなんですけど、男の子を意識する感覚がないのは残念ってカンジ。それじゃあ、オシャレし甲が斐いもないしさ……ネーでも、このままじゃあ、あの世にいっちゃうカンジのうちらに対する思いやりっていうか、そーいう感覚くらいは妃唯にあればいいのに。妃唯に『性』がないのはうちら困らないけど、こっちはかなり困るし。だって自分のせーでみんなが死んじゃうとかフツーならありえないぐらい、ツライよね」

　噂そん長ちようがほとんど頭を下げるようにしていう。

「ユイキイには上書き睡眠をしてもらう役目があったら、他の人が心のなかでどう考えているのかまるで気にしない性格にしてしまっていたわ。他者を思いやると、上書き睡眠の力をつかうのはとてもつらいから」

　思いやり。その言葉が引っかかっていた。そうか妃唯は悪くないんだ。スクリーンの場所をいってくれないのは、そういう感情を与えられていないから、仕方ないんだ。

　それなら、その感情を与えてやればいいんじゃないのだろうか？



　妃唯のシャツのボタンを留め終えた噂長に、ぼくは聞いた。

「なあ、噂長。妃唯に他者を思いやるみたいな気持ちを伝える台本ってあるのか？」

　思いやりなんて、ＮＨＫ教育テレビや、人道みたいな言葉がでてくる難しい本から学ぶことじゃないよな。いつのまにかある程度はみんな当たり前に持ちあわせている感情だ。全まつたく持っていないやつがいたら、そいつは残念だがバケモノだ。

「ええ、あるわ。でも問題があるの。それは一人芝しば居い用の台本じゃないのよ。みんなも知ってるわ、夏休み明けに学校の体育館と真ま幌ぼろ市民ホールで公演した舞台よ。ゆかりちゃんが、西洋のお姫様役で歌を歌ったお芝居」

　それなら覚えていた。ダルマさまに目を奪われて閉じこもってしまったコトリの部屋のまえで、声にだして台本を読んだこともあったんだ。

　コトリは舞台の話でパッと表情が明るくなったが、疑問があるようだ。首を傾かしげた。

「でもでもねっ。あの台本は、新しん藤どう先生のまえにマボチューの演劇部の顧問をしていて、もう亡くなっちゃった人が書いた作品でしたよねぇ」

　ぼくも口を挟む。

「そうだ。妃き唯いに感情を与えられる台本は、噂そん長ちようが書いたものだけなんだろう？」

「あの台本は、実はアタシが書いたものなの。アタシが五十年で書いた台本全すべてを新しん藤どう香か奈な子この名前で残していたら、いろいろと問題でしょ。だから、嘘うその記憶を与えてしまっていたの。別の人が書いたと思わせるためにね」

　噂長のいうとおりだ。ＰＮを変えて、噂長はどれほどの戯ぎ曲きよくを書き残しているのか気になるところだったが、それは無事に現実世界に帰って、メシでも食いながら聞きたい話だった。

「じゃあ、その台本をつかえば、妃唯に他人を思いやる気持ちを与えられるってわけだな」

「それはとても無理よ。あの台本の舞台を最初から最後までしっかり演じ切って、妃唯に見せなきゃいけないのよ」

　無理なことをやらないといけない状況だった。ぼくは退ひかない。

「ってことは、あの舞台を妃唯に見せれば一発で、妃唯は他人を思いやるようになるんだな？」

「ええ。でも台本のセリフ一つ一つにアタシの力が込められているから、セリフを間違えたら即アウトに近いわ。ユイキイにはなんの感情も伝えられなくなる」

　クラスメイト達の悲ひ鳴めいみたいなため息が漏れる。エリアスがいう。

「セリフは長い呪じゆ文もんってわけね。詠えい唱しようを間違えたら魔法を発動しないって感じ」

「あとなるべく、音響や照明、舞台セットもしっかりしたものじゃないといけないわ。ユイキイの意識が物語の世界から逸それるようなことがあっては、おそらく効果が弱くなってしまうわ」

「ああ、わかった。とにかくやろう。もうそれしかない」

　ぼく達の今後の行動が決まった。



    

  
    
      


第九話　思いやりを君に

　　　―あの世まであと９時間46分―





　妃き唯いを連れて、ぼく達は真ま幌ぼろ市民ホールへ。少しでもいい舞台にするには体育館の設備ではショボすぎる。

　市民ホールに移動すると伝えた時、妃唯はなぜかマボチューにいたいと駄だ々だをこねた。妃唯は気分屋だ。気にしてられない。とにかくあの世までのあと十時間弱で、舞台を見せるしかないんだ。クラスメイト達もやる気十分だ。

　妃唯に他人を思いやる気持ちが宿れば、ぼく達にスクリーンの場所を教えてくれるはず。それに賭かける。

　ぼく達は一人一人がアンパンマンになるんだ。腹を空かしたやつがいたら、顔のパンを千切って与える。幼児期から親しんだ混じり気のないヒーローの姿だ。

　思いやりとは？

　なんて説教臭い話は中学生にとってはたぶん一番嫌いでめんどくさい部類。それでも色っぽいことが絡んでなくても、一生懸命になったりするんだぜ、中学生は時たまね。いや、でもみんなのなかにちょっとの下心はあったのかもしれない。

　想おもいを寄せてる誰だれかと無事にもとの世界に帰る。ここで死んじまったら、このあともしかしたら待ち受けてるかもしれない彼女との桃色の日々を、過ごせなくなっちまうからな。

　だから、これからの話は妃唯に思いやりを教えてやるんだ、なんていう立派な話じゃない。

　自分の好きな人と自分は死ぬわけにはいかねーっていう、中学生の必死な十時間だ。



　真幌市民ホールにいく途中。歩きながらまず大事な役決めをする。一分一秒だっておしいからな。噂そん長ちようがいう。

「今いる二年二組と三組の子達のなかで、演劇部で公演した時に舞台に立った経験があるのは、お姫様役のゆかりちゃんしかいないわ。主人公の王子と、その王子の実母である妃きさき役は重要な役なのよ」

　舞台に必要な役者は計五名と多くないのはいいが、そのうち出番とセリフの多い役は王子と妃とお姫様。噂長が続ける。

「妃役はアタシがやるわ。問題は王子役ね。今からセリフを憶おぼえるなんて、いくらなんでもかなりムチャよね」

　フネがいった。「いやいや、台本見ながら、セリフいっちゃ駄だ目めなもんですかね」

　噂長は首を振る。「ええ、それじゃあ、物語の世界に妃唯を集中させるのはむずかしいわね。ただセリフをいうだけじゃなく、ちゃんとそれなりに演技をしてもらわないといけないから」

　配役に時間をかけている場合ではなかった。ぼくの隣を歩いていたコトリの顔が、なにか閃ひらめいたというように明るくなる。

「王子役をできる人を知っていますぅ。春はる男おくんは王子役を演じて、私の稽けい古こを手伝ってくれたよね」

　コトリのいうとおり。ぼくは学校での舞台公演当日の朝に、コトリと二人で立たち稽げい古こをしたこともあった。

　でもここにきてぼくが王子役。一気にテンパった。

「いや、それはちょっと勘弁してほしいっていうか」

　巨乳になってからめっきり大人しくなっていたライムの声が飛んでくる。

「この台本で妃き唯いに『思いやり』を与えるっていったのはあなたでしょ！　九回裏ツーアウトの代打みたいなものよ。逃げちゃダメよ」

　ハナさんは両手を大きくなった胸のまえで握って、祈るようにぼくを見ている。

「田た中なか君だったら、乗り越えられます。きっと演じられます」

　返事ができないぼくは情けない顔をしていたのだろう。エリアスが過激なことをいう。

「ちょっと春男、シャキッとしてよ。ハナだって、今回は巨乳になった乳を揺らしてお願いしてるのよ。ってことは前回の巨乳風か邪ぜから今日までにハナは初潮を迎えたってことなのよ。ハナの初潮を祝う意味でもしっかりやんなさいよ」

　ハナさんだけじゃなく、ライムまで真っ赤な顔で俯うつむいてしまう。誰だれかエリアスを止めろ。

「え、エリアス！　なんてこというんだ！　ハナさんごめんよ。本当ごめんよ」

「謝ってる場合じゃないの。この作戦には春男が必要なの。上う手まくいったら、ご褒ほう美びのキスをいっぱいしてあげるから」

　誰のせいで謝ってると思ってるんだ。エリアスは成功報酬の前払いのつもりか、かま子この肩の上から投げキッスを飛ばしてくる。

　かま子はワンワンと吠ほえる。おそらく意味は「春男様に不可能なんてないです」。ぼくはナポレオン・ボナパルトじゃないんだ。

　そんな大事な役をぼくに任せていいのか。

　演劇部の顧問は、ど素人しろうとのぼくへの抜ばつ擢てきを止めてくれるかと思ったが、当てが外れた。

「ハルオ君はヘーキよ。地伝を四つ以上起こしているアタシに好きなふりをして見せて、みんなを守ったあの演技力は、演劇部の顧問として太鼓判を押してあげられるわ」

「おう、ギャルゴ。ＭＢの演技を見せてくれよ。なんだったら観客席の妃唯のうしろからカンペだってだすぜ。壁新聞用の模造紙があったはずだ。皆、ギャルゴに演じてほしいよな」

　フネの掛け声のあと、道中でギャルゴコールが巻き起こる。

　シュシュを含めた派は手でな女子達は「ギャルゴの王子役見たーい」と笑ってる。中なか村むらさんと目があうと「委員長命令よ」と睨にらんでくる。たまらない展開だ。

　とどめはコトリの一言。

「春はる男おくん、一緒に舞台に立つの小学二年生以来だね。楽しみだなぁ」

　これには参った。コトリはもうすでにぼくと舞台にでる気だ。止まらないギャルゴコールのなか、やけくそ気味に叫さけぶようにいう。

「わかったよみんな。王子役はぼくがやる。必ず成功させるよ。いい舞台にしようぜ！」

　内心焦っている時にあえて自信があるように振る舞ってしまうのは、ぼくの悪い癖だ。そのせいで市民ホールに向かう列から爆発したような歓声が起こった。

　この場でおそらく一番冷静なのはぼくだろう。確認しなきゃいけないことを、演出家の噂そん長ちようにいった。

「なあ、あと二つの役は誰だれがやるんだ？　出番とセリフが少ないとはいえ、一つは犬の役で、もう一つは歌の上う手まい金髪の女神だろ。なんか難しそうな役だな」

　噂長が困った声を上げる番だった。

「犬の役につかった着ぐるみの衣い裳しようは隣町の貸衣装屋のものだから、もうないのよね。今から作るのは無理だわ。舞台の世界の雰囲気を壊さないように、犬に見える衣裳を用意するしかないわね。この舞台はコメディじゃないからコントみたいな犬の演技はよくないわね。ナチュラルに犬を演じられるような子がいれば問題なしなんだけど。それに金髪の女神は誰にやってもらおうかしら。あの役はかなり歌が上手い人にやってほしいわね」

　舞台上で自然に振る舞う犬と、歌唱力自慢の金髪女神。そんな役を一日で演じてしまえる役者がそこらへんにいるわけない。だが、ぼくはあることを思いだしていた。

　ダルマさまの地伝を解決したあと、体育館で練習するぼくとコトリの姿をずっと窓から眺ながめていた二人組だ。いや、それがなくても、この二人はとびっきりに頭がいいし、器用だ。出番の少ない役なんだ。できないことはないだろう。

　あ、20センチの役者は、舞台上で演じても観客席の妃き唯いから見えないっていう問題があるのかも。

　でもそんな不安は、背負っていたリュックサックのわずかな重みが解消してくれた。ぼくは振り返って、二人組を見た。列のなかではオカマ石せつ膏こうが喚わめいている。

「噂長様！　わたくしに女神の役を演じさせてください。わたくしは演技初体験ですけど、最も美しいわたくしは、いい女優になれますわ」

　ナルシストの石膏を無視して、ぼくはいった。

「犬の役をかま子こがやる。なあ、かま子にも不可能はないだろ？　エリアス、リュックに最強になれるジュースが一本残ってるんだ。また大きくならないか？」

　ぼくが舞台に立つことになったんだ。エリアスもかま子も巻きこんでやればいい。



　そこからの七時間はあっという間に流れた。

　三時頃ごろに十一人のマッチョ達が変身トンネルを開通させた。トンネル内の部分的に補強が必要なところには、手すきの女の子達が集めたつっぱり棒をつかい、ライムがフォローした。

　コトリ、噂そん長ちよう、エリアスにぼくは真ま幌ぼろ市民ホールでの演劇の稽けい古こから抜けることはできなかったから、かま子こが犬に戻るところを目撃したのはライムだけ。可哀想かわいそうなのはマッチョ達だ。トンネル開通の目的である、かま子が変身する瞬間を見られず撤収させられたのだ。上半身裸のマッチョが側そばにいたら男嫌いのライムが泣いてしまうからな。

　リアリティのある犬を演じるために致し方ないとはいえ、かま子は犬に戻ることを全まつたく嫌がらなかったという。「春はる男お様は犬の姿の時はよく抱きついてくれたり、撫なで撫なでしてくれたのに、人間になったらほとんどしてくれなくなって淋さびしい」と、エリアスには漏らしてたようだ。でも言葉の終わりにはクゥンと鳴いていたらしいから、目一杯の思いやりを持つかま子の強がりだったんだろう。

　三時半まえ、真幌市民ホールにライムとかま子がやってくると、ぼくはもの凄すごく久しぶりに再会した気がするドーベルマン姿のかま子を思いっきり抱きしめ、撫で撫でした。かま子は喜んでいた。艶つやのある毛並みに鼻を押しつける。ぼくは一言多かった。

「かま子は犬の姿でもとってもかわいいよ。獣の匂においがたっぷりするしな」

　草原と日向ひなたの土の匂いが混じったようなかま子の体臭が好きだったが、いいかたを間違えたようだ。ドーベルマンの一ひと噛かみが、乙おと女めの気持ちを傷つけたぼくの前頭部に見舞われる。

　おかげで眠気は失せたが、やっと覚えたセリフが飛びそうだった。



　かま子を入れ、五人の役者が揃そろって稽古は続いた。

　徹夜明けの頭でセリフを憶おぼえなきゃいけないのは地獄だ。マッチョの草そう一いちからの眠みん眠みん打だ破はの差し入れはありがたかった。

　十一人のマッチョとライムは体育館に大至急舞台づくりを始めた。ライムは集められたつっぱり棒で舞台セットに必要な骨組みを組んでいく。男嫌いのライムは涙を浮かべながら、マッチョな男達との共同作業に勤いそしんだとのこと。

　シュシュと派は手でな女子達グループは衣い裳しようのアイロンかけだったり、ほつれている箇所があれば縫い直したりしてくれた。家事が得意なシュシュは陰の功労者だ。

　ぼく同様一睡もしていないフネと中なか村むらさんは、小道具集めだ。演劇部の備品では足りないものを真幌市中から調達してくる。真幌市のどこになにがあるかおおよそわかっているフネには向いてる仕事。フネと一緒にいるだけで、元気いっぱいになれる中村さんにとっても向いてる仕事だ。

　ハナさんは妃き唯いの子守り。市民ホールのロビーのソファで、おとぎ話などを話し聞かせてあげてる。ハナさん自身、小説を書いたりするのでかなり読書家でもある。童話も沢山知ってる。ハナさんが話すグリム童話も聞いてみたいものだ。

　残りの男子達と女子達は、舞台の最終幕で花びらを降らす演出があるため、ピンク色の折り紙や包装紙などをかき集め、それを花びらの形に切っていく作業に徹していた。地味だが大変だ。45リットルのゴミ袋を四袋いっぱいにさせた働きは実に立派。

　そういえば、女優志望のオカマ石せつ膏こうは、結局舞台セットになった。舞台の背景に必要な大道具の石膏像を、そのまま演じることになったのだ。まあ、オカマ石膏は望み通り舞台に立つことができたわけだ。しかも開演から終演まで出ずっぱり。動かずに気配を殺して立ち続けるのは、普通ならきつい役だが、石膏像には得意な芸当だった。

　数少ないパターンの音響と照明は、精せい鋭えい達たちがオペレーターになる予定。マッチョでテンションが高くても、やつらは機械と名のつくものは全般得意だったから。

　そして、舞台の本番が始まるまえに別れがあった。

　巨乳のままだと、女優陣が衣い裳しようを着られず、困ったのだ。温泉ライオンはいった。

「わしはお兄ちゃん達やお姉ちゃん達にもう一度会えて楽しかった。へっへっへっ、温泉に帰るとするよ。舞台が見れなくて残念だがな。あいにく、わしは巨乳のお姉ちゃんがいなくなる世界には興味ないもんでな。ほいじゃあね」

　温泉ライオンに、「噂そん長ちようは巨乳風か邪ぜに関係なく、巨乳だぞ」とはいわなかった。温泉ライオンがわざと戯おどけて別れのシーンを演出してるのがわかったから。

　ぼくは物もの干ほし竿ざおで温泉ライオンを成じよう仏ぶつさせ、女子達の胸はもとに戻った。動かぬ石像と化した温泉ライオンを、何人かのマッチョ達があやかし健康ランドの露ろ天てん風ぶ呂ろに手厚く運んでいった。異世界だから、もとの位置に戻さなくても誰だれも困らないといえば困らないのだが、巨乳風邪を流は行やらせたことによって、妃き唯いを見つける殊しゆ勲くん賞の働きを見せてくれた温泉ライオンには、居心地のいい湯船に戻ってほしいと思ったんだ。



　疲労が全身にのしかかったみんながそれぞれの役割を無我夢中でこなし、午後九時半になった。

　約一時間半の舞台。ほんと一発勝負だな。

　異世界の最後の二時間半に待っていたのは吐き気を催す緊張感。大げさな話なんかじゃなくて、この舞台の出来がみんなの命運を握っているんだ。たまらない。何度となく波のように押し寄せてきた眠気なんて、プレッシャーが吹っ飛ばしてくれた。

　真ま幌ぼろ市民ホールの舞台袖そで。昨日の朝からまともに寝てない役者が五人。でも張り詰めた空気は命を燃やしてるかのように、熱かった。

　下しも手て袖そでのぼくは頭のなかで、直前の一時間半で行った通し稽げい古この修正点をおさらいしていた。何度かセリフをトチったし、でてこなかったセリフもある。それが本番では許されない。

　胸に手を当て、深呼吸を繰り返した。情けない。深呼吸ですら震ふるえた。

　反対側の上手袖には、コトリと噂長がいる。本番が近づくと二人は一気に役者の顔になっていた。メイクや衣裳が二人を役者にしたのではない。二人は身の裡うちから変身したのだ。別の人間に。遠目でもわかる。気安く話しかけられる雰囲気じゃない。

　犬の姿のかま子こと大きくなったエリアスは開演前の幕が降りている舞台上で、立ち位置などの最終確認をしていた。人間の姿の時に足にケガをしたかま子は、犬の姿に戻ってもケガは癒いえてはいなかった。なんとか三本足で器用にケガをしていないように歩いて見せている。

　どこか身体からだを動かしていないと落ち着かないぼくは、柔軟運動みたいなことを忙しなく始めた。コトリも噂そん長ちようもエリアスもかま子も集中している。たった一日の稽けい古こで舞台に立つことに弱音一つ吐かない。すごいメンバーだと思う。でも、ぼくだって、このメンバーと一緒に舞台に立つんだ。

　上う手まく演じてやろうなんて思うな。悲観的になるな。楽観的にもなるな。このまま緊張しててもいいから。余計なことは考えるな。ただ、ひたすら役に集中するんだ。

　パソコンに例えるなら、ぼくのＣＰＵを全すべて演劇につかうんだ。うーん、緊張のせいだろう、例えもイマイチだし、これが余計なことだ。リラックスしてないと集中はできないのかもしれない。



　下しも手て袖そででは、開演直前まで役者達のメイクを手伝っていたシュシュが、照明が反射しないようにキャスター付きの姿見を片づけようとしていた。ぼくと目があうと、ふっと力の抜けた笑みを見せてくれる。突然シュシュは俯うつむいて自分の左の手のひらに、右手の指の先を押しつけ、なにやらモジモジさせ始める。なんだろう？

　日没後三十分の空のように薄暗い袖そで。シュシュが音もなく歩み寄ってきた。おもむろに左の手のひらを、ぼくの口元に触れるか触れないかの距離に掲げる。シュシュが囁ささやく。

「食べて」

　意味不明な言葉。シュシュの手にはなにもない。メイク道具の微かすかに甘い残り香がしただけ。またなにか料理をつくってくれたのだろうか？

　反応できないぼく。シュシュはいじけたように呟つぶやく。

「ううん、吸って」

　どういうことだろ？　そういえばシュシュもろくに寝てないはずだ。睡眠不足は当然、脳にいい影響をもたらさないよな。それが原因かも。脳科学について思いを馳はせる代わりに、ぼくはいった。

「食べてとか、吸ってとか、ぼくはシュシュの手にそんな行為をする変態じゃないぞ」

「へ、ヘンタイって。うちはそんないやらしい意味でいったんじゃないんですけど。『人』って字を三回書いたから春はる男おっちに呑のんでもらおうと思って。キャッ、うちったらウケる。『人』って字は呑むんだよね」

　忙しいシュシュ。一人ではしゃいで、いつのまにか恥ずかしがっている。音楽もファッションも最先端の流行ばかり追いかけている、どことなく派は手でな女の子なのに、人の字を呑んで緊張を和らげるなんてベタなことをするのが、ぼくはおかしかった。ゴックン。そう、声にだしていった。

「ありがと、呑のませてもらったよ」

「……いま、ちょびっとだけ春はる男おっちの唇がうちの手に触れたんですけど」

　限りなく口パクみたいな呟つぶやき声。シュシュは右手を慌てたように引っ込めた。

「うん？　ごめん、聞こえなかった。なんだって？」

　シュシュの両手がぼくの胸元に伸びてくる。

「蝶ちようネクタイ曲がってるよ……はい、これでダイジョブ。春男っちの王子の姿、悪くないじゃん。ネー、今度そのカッコでプリクラ撮りにいこうよ」

　シュシュはぼくの返事も聞かないで、足早に舞台袖そでから客席のほうへ去った。シュシュのなかでは、もう現実世界に戻ってからの予定があるんだな。異世界から帰ったら、自分の部屋の布ふ団とんで爆睡することを、ぼくの行動予定に入れておこう。

　ぼくはシュシュが片づけ忘れたのだろう姿見を、下しも手て袖そでの奥へと移動させた。

　薄暗いなか、鏡に映る自分と目があう。

　大事な場面のぼくは、なぜいつも間抜けな格好をしているんだろう？

　地伝の元凶との戦闘では毎度ライダースーツにフルフェイスのメット。

　無事にもとの世界に帰るための演劇の舞台では、絵本のなかのお城の舞踏会にでてきそうな王子の姿。真っ青なマント。白のタイツ。金色の王冠。

　蝶ネクタイなんて、どこかのひょうきん者のパーティーグッズだよな。



　舞台袖の幕の隙すき間まから、室内灯が照らす観客席を覗のぞいた。三百ほどの客席の約五分の一を埋めるクラスメイト達。大半のメンバーは舞台にかじりつく前列に陣取ってる。みんなの顔は見ないほうがいいな。緊張が増してくる。

　客席から視線を戻すと、舞台からエリアスとかま子こが下手袖に返ってくるところだった。集中していても緊張とは無縁なのだろう、いつものいたずらっ子の顔でエリアスがいう。

「ねえ、春男。わたしとかま子、どっちがかわいくなってるかな？　女優としては気になるわ」

　ディズニーの世界の住人みたいな女神役のエリアスは上機嫌だった。スパンコールがふんだんにつかわれたショートドレス。幾重にもほどこされたレースの裾すそはキュート。肩と背中が思いっきり覗くセクシー。エリアスのスタイルのよさがエグいくらいよくわかる。奔放な女神の性格を表したかのような柔らかなメイク。女神というより、発育し過ぎたティンカーベルみたいだった。

　一方、犬の役を演じるかま子は、衣い裳しようはないし、メイクもしてない。そりゃそうだ。艶つやのある漆しつ黒こくの毛並みにはドーランすら塗れない。

　エリアスは疲れ知らずのウキウキとした顔でぼくの答えを待ってる。かま子は鼻を小さく鳴らして、不安そうに尻尾しつぽを揺らしている。

　二人の女優のテンションを下げないようにいった。

「エリアスは女神役がまさに適役だな。とっても色っぽくて大人びてるから、かわいいというより綺き麗れいだ。かま子こはいつも通りかわいいよ。そのままですごく愛らしい姿だ」

「ふーん。悪くない答えね、春はる男お」

「ワン」

　二人の女優は舞台袖そでで自然な笑顔を見せる。今この瞬間を楽しんでいるようだった。エリアスだけじゃなく、かま子も始めっから緊張なんてしてないんだ。めちゃくちゃ緊張しているのは、ぼくだけかもしれない。

　袖から客席を覗のぞいたエリアスが小さく声を上げる。

「ねえ、ハナが妃き唯いを客席に連れてきたよ。ってことは、いよいよ開演だね。なになに春男ったら、もしかしてキンチョーしてるの？　もう、そういう時はお客さんを野菜だと思えばいいんだよ」

　シュシュに続いてエリアスも随分ベタな緊張時精神弛し緩かん方法を提案してくる。ぼくはいう。

「とりあえず、フネはかぼちゃだな」

　フネはスイカだとかま子はいい、エリアスはフネが角煮だという。エリアスそれは野菜じゃないと普通のツッコミを入れているうちに、客席の明かりが落ちていく。

　照明や音響を担当している精せい鋭えい達たちが操作したのだろう。開演のベルが鳴り響く。

　自分は緊張してないのに、ベタなリラックス方法をまだ続けているエリアスが「ライムは小柄なのに、爆発的なパワーがあるから、ニトログリセリンかな」という。エリアスそれはもはや食べ物じゃない、爆弾が客席にあるかと思うと、観客がいると思うより別の意味で心拍数が上昇する。なんて長いツッコミを入れている時間的猶ゆう予よもなく、幕が上がり始める。

　いよいよ開演だ。



　緊張していたのは舞台に一歩踏みだすまでだった。

　スポットライトが目映く照らす場所では、ただひたすら必死で、興奮に突き動かされて、芝しば居いに食らいついていった。

　舞台上はいろんな感覚がそぎ落とされ、もしくは鋭敏になる空間だった。体温を上げるような高揚感のみが生き残れる世界。不思議だった。セリフが淀みなく流れる。また一つ。また一つ。しっかりとセリフがいえた。

　舞台上の同じ場面にいる機会が多い噂そん長ちようとコトリの演技の引力に引っ張られる。セリフの間、セリフの強弱、表情、仕草。セリフに感情を乗っけるのではない、感情の上にセリフを乗せるだけでいいんだ。噂長のコトリの演技は、ただ上う手まいだけでなく、ぼくが演じやすくしてくれていた。二人の口から紡がれるセリフの数々は、観客の心を打つシュートであり、共演者への絶妙なアシストなのだ。

　もうちょっとこの場にいたいな。なんて考えがよぎって、なんか客席のクラスメイト達の視線が感じられるようになって、舞台の世界を形作る台本通りのセリフは、キャッチボールのように役者同士の輪のなかで滑らかに進行していき、やがてぼくはその輪から去る時がきた。ぼくは最後のセリフをいい終え、舞台袖そでに戻った。

　さっきまで深呼吸ばかり繰り返していた舞台袖。今は心地いい疲労感に全身が包まれていた。

　演じた。演じきった。ぼくはちゃんと役をこなした！

　心のなかで叫さけんだ。

　一人でガッツポーズを取ってしまいたくなった時。下しも手て袖そでの暗がりからスパンコールのキラキラが近づいてくる。エリアスがぼくに顔を寄せて、囁ささやく。

「春はる男おお疲れ。完かん璧ぺきだったじゃん。やっぱヒーローは本番に強くなくちゃね。あぁん、本番って下しもネタじゃないからね」

　とても嬉うれしい言葉だった。エリアスは手を振って、自分の最後の出番を演じるために舞台に向かった。ドレスのスパンコールが観客の視線と照明を目一杯受けて、妖しく輝く。

　ぼくは頼もしい四人の役者の様子を袖から眺ながめた。

　この時のぼくは共演者というより、もとの世界に帰れるか否かという運命共同体というより、ただのファンのような気持ちで舞台上の女優達を見つめていた。



　フリルをどっさり畳んだ純白のドレスのコトリはお姫様を見事に演じた。役になりきったコトリの一挙手一投足は観客の視線を最も奪った。優雅な振る舞いといつもの口調からは想像ができない凜りんとした可か憐れんな声。観客の頭のなかから、つい数時間まえまでマボチューの制服を着ていたコトリの姿を忘れさせ、物語世界に引き込んだ。

　演劇歴の長い噂そん長ちようは、役者経験は一人芝しば居いばかりだったそうだが、絢けん爛らん豪華なドレスに負けない存在感のある演技で、妃きさきを演じ切った。印象に残ったのは声だ。噂長の口から発せられる音は、時に甘美で、時に激烈な感情も表現する。噂長は口内に、ふくすうの弦を持つ楽器を隠しているかのように、様々なセリフを魅力的に紡いだ。

　エリアスは女神役ということでテンションも上がっていた。今日覚えたばかりの歌を聞き惚ほれる美声で、歌いきる。女神役に求められるどこか浮世離れした雰囲気は、20センチの人形という数奇な運命のもと生まれてきたエリアスには、ぴったりだった。さすがに下ネタのアドリブなんていわないで、エリアスは極限まで高められた集中力で、とても誠実に演じた。

　かま子こに関しては、文句なしの出来だった。それ以外はあまりいうことはない。犬の役をとびっきり頭のいい犬が演じる。ある意味反則だよな。舞台上でのイヌ科ほ乳類の役なら、コヨーテだろうが、タヌキだろうが、きっとかま子は上う手まく演じることだろう。

　そして、いつのまにか舞台はラストシーン。45リットルのゴミ袋四袋分の花びらが舞うなか、コトリは歌う。鳥肌が立った。歌沫姫うたかたひめの地伝の効果など関係なく、それはとても力強く、癒いやされる歌声だった。息を呑のんだように見つめるクラスメイト達の間も、空席のシートの裏も、舞台袖の暗がりにも、それら全すべてにコトリの歌声が注がれ、染み渡っていく。そう思えた。

　花びらを肩や髪に乗せたお姫様は、芝しば居いと歌の余韻に打ちひしがれるクラスメイト達を置き去りにして、舞台袖そでへとゆっくり帰ってくる。

　あとになれば、きっといろんな思い出を話すことになるだろう開演から終演までの一時間半は、あっという間に過ぎ去ったように感じた。

　幕が下りる。クラスメイト達の姿はここからでは見えない。だけど伝わってくる。重い緞帳の向こうで、割れんばかりの拍手が巻き起こっている。六十人ほどの拍手ってこんなに大きな音がしたっけ。

　ぼく達は舞台を成功させたんだ。



　カーテンコールに応こたえて、ぼく達役者陣は緞どん帳ちようのまえにでていく。ぼく達の登場に拍手が膨れあがるように大きくなった。

　観客席のライトが灯り始める。このお芝居の本来の目的を思いだしたクラスメイト達の視線が妃き唯いに集まる。泣いている女子や興奮した顔で拍手を打ち続けてくれている男子も見えたが、妃唯は無表情だった。

　駄だ目めだったのか？

　不安がよぎる。終幕で解放されたはずの緊張が戻ってきた。芝居を終えて、満足感に表情を輝かせていた女優陣の顔も強こわばる。



    

  
    
      



    

  
    
      　永遠にも感じる十数秒の間を置いて、妃き唯いの審判の声が届いた。

「……ボクは……そっか、このままだとみんなの楽しいコト、明日に待ってる楽しいコトを奪うところだったんだ。みんなが楽しくなくなっちゃって、うれしくなくなっちゃうコトが起きるのは、ボクもあんまり楽しくないなぁー……スクリーンの場所はね」

　そして、妃唯はスクリーンの場所を打ち明け始めた。

「実はここにあるんだ。このホールの屋上にあるよ」



　びっくりだ。スクリーンを隠した場所は現在地である真ま幌ぼろ市民ホールだったのだ。昔、妃唯が噂そん長ちようと数少ない外出をしたのがこの市民ホールでの観劇だったそうだ。ここは噂長と妃唯の思い出の場所。ここにスクリーンを隠していたから、数時間まえの妃唯はマボチューから離れたがらなかったのだろう。誰だれかが不意にスクリーンを見つける可能性だってあったのだ。

　結局、妃唯から教えてもらうまで、誰もスクリーンを見つけられなかったわけだけど。

　クラスメイト達がスクリーンを回収しにいっている間、役者陣のぼく達は着替えをしていた。普段から早着替えが得意なエリアスが、ジーンズにニットというシンプルな装いで、ぼくのもとにやってくる。こっちはパンツ一いつ丁ちようだったが、舞台が妃唯の心に届いたことで気持ちが高ぶっていた。共演者であり、戦友のエリアスにいう。

「エリアス上う手まくいったな。妃唯が素直にスクリーンの場所を教えてくれてよかった」

「楽しかったわ。やっぱりわたしはみんなの注目を浴びるステージが似合うのよね。妃唯のことは保険かけといたけど、必要なかったね。アハッ、もしかしてそれが春はる男おの着替え？」

　しまった。着替えがライダースーツしかない。でも蝶ちようネクタイの王子様ルックよりマシか。いつもの戦闘服を渋々着ることにした。エリアスのいった言葉に引っかかる。

「エリアス、今保険っていった？」

　そこからは地伝解決チームの頭脳班の答えあわせだった。

「体育館じゃなくて真幌市民ホールで演じたのは設備が整っているからっていう理由もあるけど、それは二番目。噂長に復活してもらった地伝のなかに、『しりとり』の地伝があったでしょ」

　そこまでいわれて、ハッとした。

　しりとりの地伝とは、真幌市民ホールでぼく達の演じたこの舞台を観たあとに、役者や観客がこの市民ホールで会話をすると、全すべてしりとりになるというもの。しかも心のなかにある言葉に嘘うそなどつけず、強制的に吐きださせてしまうのだ。

「ようやくわかったよ。そっか、万が一、妃唯が誰かを思いやるような感情を得られなかったら、しりとりの地伝の力で無理矢理にでもスクリーンの場所を訊きく気だったんだな」

「なんでしりとりの地伝のこと先にいっとかなかったんだ、なんていわないでね。しりとりの地伝の効果を発はつ揮きさせるのにも、どっちみち舞台は成功させなきゃいけなかったんだから。保険があるなんて気の弛ゆるみはつくりたくなかったし。わたしは、春はる男おとみんなが安全にもとの世界に帰れることばっかり考えてるの。保険もない、イチかバチかっていうのはあんまり好きじゃないからさ」

　誰だれよりも過激な下しもネタを連発するのに、こういう時は安全志向の策士に徹するエリアスに感謝だ。ぼく一人だけが着替えている下しも手て袖そでからでていこうとする女神役の金髪の背中にいう。

「最高だったよ、エリアスの歌声。コトリに負けてないよ。聞き惚ほれた。エリアスはほんとに女優が向いてると思う」

「うれしい。歌唱力については、わたしとコトリが互角だって思ってくれてるのはわかったけど、春男はわたしとコトリどっちが好きなの？　ねえ、今のわたしの身体からだなら四十八手ができるよ。どっちとエッチなことしたい？」

　エリアスはいたずらっ子の笑み。

「い、いきなりなにいってんだよ。エッチなんて、そんなこといえるわけ」

　そこまでいって、やっと気づいた。強制的にこの質問に答えさせられてしまう。しりとりの地伝の力が働いているのだ。言葉が止まらない。間抜けなぼくは絶体絶命。

「いえるわけ……あるよ。その、えっと、いや、許されるんなら、ぼくは二人と」

　その時、クラスメイトのエリアスを呼ぶ声がした。

「とても大きくなったエリアスさんってまさに女神でした。写メ撮らせてください！」

　満足げな笑顔を見せるエリアスはいう。「いいよ、今いく！　すごく正直者で、スケベな春男バイバイ」

　エリアスが下手袖を去っていっても、地伝の力に翻ほん弄ろうされる哀あわれなぼくは喋しやべり続けた。

「……一回真剣にお話をしたいんだ。それでお互いに好意があることがわかったら、話しあいののち、ぼくは心に決めた唯一の相手とデートみたいなことを重ねて、両親に紹介なんかもして、それで心を充分に重ねあわせる日々が過ぎたら、その、エッチなことというのは男と女の間ではいつの日かするものだと思うから、でもそういうことをする時は、必ず避妊をしたいと思います」

　以上。これがぼくの心のなかの偽いつわらざる気持ちだ。舞台上で王子役を演じるより恥ずかしかったのはいうまでもない。

　いつのまにか観客席のほうからフネがやってきていた。

「すごいなギャルゴ。今のはつぎの舞台の長ゼリの練習か。いやいや、ＭＢの役者デビューもこれから追いかけていくぜ」



　着替えを終え、下手袖の階段からキャットウォークにでた。

　屋上に向かう途中、幅の狭い通路から見おろす三百もの客席のなかに噂そん長ちようと中なか村むらさんの姿が見えた。中村さんは噂長のことを許せていなかったはず。二人はぼくに気づいていない。立ち聞きはよくないと思いつつ、中村さんの声が届いたら動けなくなった。

「噂そん長ちよう先生、いい舞台でした。噂長先生がワタシ達を無事に現実世界に帰すため必死だっていうのが、伝わってきました」

　新しん藤どう先生を慕っていた時のような敬語だったが、妙に相手を牽けん制せいしているような距離を感じるいいかただった。

「たぶんもう一度やってといわれてもできないわ。役者の子達だけじゃなく、みんなの力もあわさった素晴らしい舞台だった。ありがとうね、中なか村むらちゃん。あ、ううん、ごめんなさい、中村さん。つい、いつもの呼び方をしてしまったわ。馴なれ馴なれしかったわね。ハハ」

　噂長の乾いた笑いを気にもせず、中村さんは淡々という。

「ハナちゃんから聞きました。バリ４でハナちゃんがお父さんとお母さんと話すことができたって。そのケータイは噂長先生のだったんですね。それに、ハナちゃんに一緒に暮らさないかって誘ってあげたそうですね。ハナちゃんすごい喜んでましたよ」

「よかった。ハナちゃんには目一杯幸せになってほしいって思っているの。アタシができることはなんでもしてあげたい。でもハナちゃんは、つらい思いをして毎日生きているんじゃないかって不安だったけど、中村ちゃんのような友達がいるんだから。不安になんて思うことないわよね。あ、中村さん、ごめんなさい」

「いいの、いつものようにちゃん付けで呼んで。噂長先生の起こした地伝が原因でハナちゃんの両親が亡くなってしまったのは知ってる。でもハナちゃんがバリ４のことで噂長先生に感謝してて、一緒に暮らせることを楽しみにしているなら、ワタシはなにもいえない。フネっちも我を忘れた噂長先生に突き飛ばされたことなんて、とっくに気にしないでいる。だからワタシも気にするのやめる。今日一日噂長先生を見てたけど、バケモノなんかじゃなく、やっぱりワタシのよく知ってる先生だった。これからもよろしくお願いします、噂長先生、ううん、新藤先生」

　二人の間に張り詰めていた空気が、ふっと柔らかくなった気がした。噂長は、でしゃばりすぎない弾はずんだ声でいう。

「いま新藤先生って呼んでくれた。よろしくね、中村ちゃん。ええ、アタシはバケモノなんかになりたくないの。アタシの生みだした地伝が原因で三人の方の命が奪われてしまった。そんなアタシだけど、またみんなから新藤先生と呼ばれて慕われたいの。慕ってもらえるように頑張るわ」

　重い扉が開かれる音。中村さんは市民ホールのロビーへと移動した。客席に一人残された噂長は、泣き始めていた。立ち去った中村さんの表情は見えなかったが、いい笑顔だったんじゃないかと思う。噂長の涙はうれし涙に間違いないだろうから。

　中村さんは噂長を許したのだ。そういえば、中村さん自身も我を忘れた噂長に襲われていたが、そのことは最初から恨んではいなかったんだな。友達想おもいの中村さんは、ハナさんの同居人になろうとしている人を自分が恨んでいるということが、ハナさんの望むことではないと思ったのだろう。中村さんの言葉は思いっきり本心なんだ。しりとりの地伝では嘘うそはつけない。

　噂そん長ちようもロビーへと移動した。ぼくも歩きだすと目の前の扉が開かれた。驚いた顔のコトリがでてくる。

「わぁ、扉開けたらいきなり春はる男おくぅんだ。屋上のスクリーンは見つけたよっ。一緒にいこ」

　制服姿に戻ったコトリは、さっきまでの凜りんとしたお姫様の雰囲気から一変している。

　コトリに手を引かれて、屋上へいく。

　考えていたことは今日一日ずっと抱いていた違和感。

　噂長はハナさんと暮らすつもりだ。やっぱりもう妃き唯いとは暮らす気がなさそうに思える。なんでだろう。

　――アタシの生みだした地伝が原因で三人の方の命が奪われてしまった――

　直前にいった噂長の言葉が引っかかる。三人って誰だれだ？　ハナさんの両親。あと一人は？

　ぼくの知らない誰かを噂長が死に追いやっていたのでなければ、真ま魅みばあちゃんのことだろう。おそらく噂長は死に至る病気に罹ってしまうような地伝を広め、それで真魅ばあちゃんを病死させたはず。うん？　なんか妙に引っかかる。三人の方。ハナさんの両親の死と真魅ばあちゃんの死をあわせてカウントしているのが変な気がする。

　――命が奪われてしまった――

　再び、申し訳なさそうにいっていた噂長の声が蘇よみがえる。奪われてしまったといういいかただと、まるで噂長にとっては全まつたくもって不本意で、事故かなにかで、三人の命が失われたみたいに聞こえる。ハナさんの両親についてはこのいいかたでしっくりくる。でも、真ま魅みばあちゃんは違う。噂長は意識的に真魅ばあちゃんを死に追いやったんだ。そして、噂長はその罪に悔いている。それなら「奪われてしまった」というより、「奪ってしまった」というのではないか。気にしすぎか？　でもただの言葉のいい間違いなんかじゃないんだ。しりとりの地伝のまえでは本心が正確に言葉になって紡がれる。噂長のなかで真魅ばあちゃんの死は奪ってしまったものでなく、奪われてしまったものだと考えているんだ。

　ぼくの頭のなかでは、妃唯の言動、噂長の言動がつぎつぎと蘇っていった。

　そして、ぼくはある一つの答えに辿たどり着いた。



　あの世まであと一時間を切った。午後十一時十分。

　２メートル以上ある映写スクリーンの筒を男子達が持ち、クラスメイト達は真ま幌ぼろ市民ホールの屋上に集合している。

　飛び交う会話はしりとりにはなっていなかった。市民ホール建物内にのみ有効の地伝だから、効果がないのだろう。

　マボチューの屋上にはダルマさまがいる。フネから渡された拡声器を持っているダルマさまがその力を振り絞って、ダルマさまが転んだを始める手はずなのだ。みんなを素早くマボチューの屋上に移動させる作戦だ。作戦開始の合図である打ち上げ花火をフネが点火する。夜空に舞いあがる火の花。パァンと乾いた音。

　ぼく達は横一列になって手を繋つないだ。危険な存在ではなくなったとはいえ、一番端の妃き唯いと手を繋ぐ役目をかってでたのは、ぼくだ。右手でガッチリと握る。

　――ダルマさまが――

　ダルマさまの渋い声が聞こえてくる。ぼくが左手で繋いでいるのはライム。なるべく不自然にならないように、ツインテールの横顔に聞いた。

「なあライム、何時かな？」

　ぼくは何時かわかっていた。嘘うそがバレないように振り返ったライムと目をあわせない。

「ケータイあるけど。今は手を離せないよ」

「すまんライム。頼む、パッと見てくれよ」

「わかったわよ。じゃあ手離すから、あたしの、か、肩を掴つかんでて。ギュッと掴んでいいからね。あたしから離れないで」

　ライムは今まさにダルマさまに引っ張られるという直前に、時間を気にするぼくを少し訝いぶかしがったようだ。ぼくと繋いでいた手を離して、制服のポケットからケータイをだした。ぼくは肩を掴んでいた手を滑らせる。

「ライム、ごめん」

　ライムがディスプレイを開くその刹せつ那な。ぼくはケータイを奪い取った。ライムが驚いた顔でぼくを見る。数瞬の静止の後、ライムがぼくの手を再び掴もうとする。手のひらが宙を泳ぐ。

　――ころんだ――

　声が止やんだ途端に列の真ん中の中村さんがわざと動き、みんなが宙へと引っ張られてく。

　ライムの疑問の浮かんだ顔が一瞬の後に真夜中の空へと消えていく。

　真ま幌ぼろ市民ホールの屋上に、ぼくと妃唯だけが残った。妃唯は状況が理解できないみたいに、唖あ然ぜんとしていた。

　ぼくは繋いだままの右手で妃唯を引っ張っていく。ケガの痛みなど忘れて、精一杯の力で握りしめる。どうせ妃唯は痛みを感じないんだ。真幌市民ホールの館内に戻る。

「ハルちゃん、もー、どうしたの？　どうしてライムくんと手を離しちゃったの？　ね、ね、それでなんでボクの手をそんなに引っ張るの？　アレレレ、どこいくのかな？」

　新しい感情を得ても妃唯はぼくのまえで演じることをやめられないようだ。怖がったふりの表情。ぼくは自然と冷たい声がでた。いいにくいことだと思ったがすんなりいえた。

「なあ妃唯。真ま魅みばあちゃんを殺したのは、噂そん長ちようじゃなくて、妃唯なんじゃないのか？」

　市民ホールのガラス戸を抜ける。しりとり開始。妃唯がどれほど嘘をつくことが得意でも、もう嘘はつけない。

「……勝手に声がでちゃう。喋しやべりたくないのに。なにこれー。ボクが……宝ほう明めい院いん真魅を……死なせてしまったよ」



　十一時十五分。

　ぼくは真ま幌ぼろ市民ホールを離れた。妃き唯いを連れていかなきゃいけないところがあった。妃唯は大人しくついてくる。

　ぼくはあの世まで残り四十五分の世界を歩きながら、話し始めた。

「噂そん長ちようは妃唯の生みの親だから、妃唯のことを友達のようにも子どものようにも思ってる。だから、噂長は妃唯の罪も自分の罪だと感じてる。噂長は自分が真ま魅みばあちゃんを倒してしまったというだろうが、どう考えても真魅ばあちゃんを殺す動機が、噂長にはないんだ」

　噂長は不老不死だった自分の命を、終わらせることのできる存在として真魅ばあちゃんに、地伝の元凶や自分を倒す力を与えたんだ。ぼくは続けた。

「それに真魅ばあちゃんは悪い病気で死んだんだ。でも考えてみたらそれは変だ。噂長は死に至る病なんて地伝で流は行やらせたりは絶対しないはずなんだ。噂長は地伝を四つ起こして我を忘れている時ですら、地伝をさらにあと一つ起こせた力があったのに、残酷な地伝を生みだしたりはしなかった。噂長はいつもどこか間抜けでのほほんとした地伝を創造していたんだ。それなのに、最強になれるジュースの地伝の元凶である自販機に、噂長は自分が真魅ばあちゃんを殺したと告白してる。悩んだよ。矛む盾じゆんだらけに思えた。でも、一つだけ可能性があることに思い当たった」

　真夜中は二人の足音だけがＢＧＭだった。

　気温は10℃ちょっと。みんなは現実世界に戻れただろうか。チラッと見た妃唯の顔にはとまどいのようなものがあった。それがとまどいの芝しば居いなのか、素の感情なのか見定めることはできなかった。ぼくは、頭のなかの言葉を吐きだすのと、歩き続けるだけで精一杯だ。ひどく眠い。それにとても疲れちまった。

「ね、ね、可能性って、なーに？」

「あくまでぼくの想像だ。最悪な仮定だ。妃唯は真魅ばあちゃんの記憶をいじったんじゃないのか？」

「アレレレ、記憶をいじっただけで人を殺せちゃうの？　ボクわからないな」

「戯おどけた演技はやめろよ。どうせ殺すってことの意味もわからないんだろ。ぼくは上書き睡眠じゃあ人を殺せる方法なんてないと思ってたけど、違うんだ。真魅ばあちゃんは悪い病気に身体からだを冒されているという記憶を消されたんだ。だから、病院にいくことも治療することもなく、死ぬ間際まで病気を自覚することはなかった。いや、再び病気の存在を自覚すれば、また妃唯が記憶を上書きしたんだ。そうなんだろ？」

　妃唯の顔が無表情になる。『悲しみ』や『死』がわからなくても、『思いやり』を得た妃唯は、なんとなくぼくのとても楽しくなさそうな感情を察したのだろう。なるべくその場を楽しい雰囲気にしたがる妃唯が、閃ひらめいたようにいう。

「ハルちゃん、ボク、こういうのなんていうか知ってるよ。お芝居とかだったら、シリアスっていうんだよね。こういうシーン」

　ぼくは怒りも呆あきれも混ざらない声でいった。

「ああ、正解だ。さっきからぼくと妃き唯いはシリアスな話をしてるんだぜ。さあ、答えてくれよ」

　妃唯に演技をされて、嘘うそをつかれたら冷静でいる自信なんてこれっぽっちもなかった。でも妃唯は嘘を捨てたようだ。

「ヤーダな、そんな質問。でも、なんかハルちゃんすごく楽しくなさそうだから、答えてあげる。そしたら、ハルちゃん少しは楽しい気分になるでしょ」

　ぼくはなにも答えない。妃唯は続ける。

「そーだよ。ボクがあの宝ほう明めい院いん真ま魅みから自分の病気についての記憶を消しちゃった。だって、あの占い師は噂そん長ちよう様を倒そうとしてたし、唯一噂長様を倒すコトのできる存在だったんだもん。噂長様がいなくなったら、ボク楽しくないもーん。それなのに、ボクが宝明院真魅の記憶をいじって倒したコトを噂長様にいったら、噂長様はとっても楽しくなさそうな顔をして、ボクをこの異世界に連れてきたの。ね、ね、それでね。ボクのコトを、ボクの存在を消そうとしてるのがわかったの。なんかそれがボクにはすごくうれしくないコトだった。だからね、噂長様のなかのボクの記憶を消したの。ボクのコトを忘れた噂長様はボクを置いて、もとの世界に帰っちゃった」

　悲しみを持ってないやつは哀あわれだった。愛する噂長に存在を消されそうになった妃唯。それは恐怖だし、圧倒的な悲しみのはずだ。妃唯は自分の悲しい過去を悲しそうに話せないんだ。どんな顔をすればいいのかわからず妃唯は困って笑っていた。あんなに悲しい笑顔は、できればもう見たくない。

「なぜ、妃唯が真魅ばあちゃんの記憶をいじったってことだけを、噂そん長ちようの記憶から消さなかったんだ？　そうすれば、一緒にずっと過ごせたのに」

「エッ？　ボク、いいことしたんだよ。噂長様のまえから敵を消したんだもん。ハルちゃんだって、部屋に虫がいたら、ブチッっとして動かないようにして消しちゃうでしょ。それなのになんで噂長様は、ボクをバケモノみたいな目で見たのかな？」

　皮ひ膚ふ感覚では感じられない怒りの塊をぼくは受け止めた。あまりに強い怒りの感情は胸の裡うちからわき上がるのではなく、隕いん石せきが落ちてきたかのように外からの衝撃なのだと気づいた。

　ぼくの声はひとあし先に、あの世から聞こえてくるみたいになった。

「それは、おまえがバケモノだからだよ」



　それから押し黙った妃唯に、ぼくはいう。

「真ま幌ぼろ市民ホールのロビーで、ハナさんからいろんな物語を聞かせてもらったんだってな。じゃあ、ぼくも聞かせてやるよ。とっておきの物語があるんだ」

　妃唯は突然なんの脈略もなく、ぼくがとある物語を話し始めると思っただろう。でもこれには意味がある。

　去年の三月、噂長が妃唯に『悲しみ』を与えるために書いた一人芝しば居い用の台本のセリフをぼくはいい始めたのだ。

　この台本は変だと思った。噂そん長ちようの書く台本は、たとえ人間らしい感情や社会の規則を教えるようなものであっても、面白いエンターテインメント作品になっていた。それなのに、この台本だけが、単純で短い朗読劇なのだ。なぜか？　それはきっと書く時間がなかったのだ。

　ではなぜ急いで書かないといけなかったのか？　これは推測だが、噂長は悲しみを知らない無邪気な妃き唯いが誰だれかを殺してしまうかもしれないと気づいたんじゃないのか。だから、慌ててこの台本を書いた。それでも、妃唯に読み聞かせるのは間にあわなかった。悲しみも思いやりもない人間は、ただひたすらに自身の楽しみや喜びのためなら、罪悪感もためらいなくなんでもしてしまう怪物だということに、噂長は気づくのが遅かったのだ。

　どことなく説教臭く、起承転結もない、淡々した十五分の物語。ぼくはマウンテンブラの斜はす向むかいのおぼろ堂文具店で張り込んでいる時、この台本を必死に暗記したんだ。

　十一時半過ぎ。外灯すらない未舗装の道。月明かりの下、聞き終えた妃唯がいう。

「ウーン、なんかあんま楽しくない話だったよ。ね、ね、今のなんだったの？」

「噂長から妃唯へのプレゼントだよ。今度はぼくからの贈り物がある。いこうか」

　ぼくはハテナ顔の妃唯の手を引いて、まぼろ樹海へと進んでいった。



　五分後。ライムから奪い取ったケータイで、ライムの番号に発信する。

　バリ４。真ま魅みばあちゃんとの最後の会話は、心の準備をさせてくれる呼びだし音も短く、すぐ繋つながった。あの世はもう三十分後の世界だ。あの世との電波状況は最高。

「……もしもし、ばあちゃん」

「は、春はる男おちゃん。どうしたの？　噂長は倒せた？　現実世界に戻れた？」

「噂長を倒したよ。なあ、ばあちゃんはいずれぼくが地伝を解決する役目を引き継ぐと知っていて、噂長と戦ってたんだね。１００％負けるとわかっていたのに」

「……春男ちゃんはばあちゃんに似て賢いわね。確かに勝てないとわかっていたのに戦ってたわ。でも、香か奈な子こさんはばあちゃんのことを倒そうとはしなかったわ。ばあちゃんはうっかりしてたわ。病気に気づかないで、あっけなく死んでしまったんだもの。春男ちゃんを置いていって、ごめんなさいね」

「謝らないでくれ、ばあちゃん。ちょっと電話を代わるよ」

　ケータイのディスプレイの明かりが妃唯の顔に当たる。その瞳ひとみが潤うるんでいた。それが嘘うそ泣きではないとぼくにはわかった。妃唯は初めての感情に打ちひしがれている。

『思いやり』と『悲しみ』という感情を与えられ、ぼくがばあちゃんを失った『悲しみ』を共感しているのだ。しかも、ぼくにその悲しみをもたらした張本人は自分だという事実に、妃唯は震ふるえていた。

「……ッ、なにこれ。この気持ちはなに。すごく楽しくない。すごくうれしくない。すごく寒い。すごく……悲しいよ」

　今まで妃き唯いが口にしていた「悲しい」という言葉は演技による空洞だったが、この「悲しいよ」は、確かに感情が詰まっている。

　ケータイを持とうとしない妃唯。ぼくは電話口を押さえていった。

「ぼくはおまえに『悲しみ』を教えてやったんだ。さあ、電話にでろよ。悲しみを知った心で、ちゃんとぼくのばあちゃんに謝るんだ」

「ハルちゃん、嘘うそつきだよ。贈り物があるっていってたじゃん。悲しいのヤダ。どこにあるのプレゼント？」

「妃唯がばあちゃんに謝る機会をあげたことが、ぼくの贈り物だ。文句ないだろ？」

　妃唯は震ふるえる手でケータイを持つ。耳に当てても、声にならない涙を落とすだけ。ばあちゃんの優しい声が聞こえた。

「あら、どなたかしら？　泣いてるの？　誰だれかにひどいことされたの？」

「……ボク、ひどいことをしてしまったんです」

「あら、それはよくないわね。どんなことをしたの？　よかったら聞かせてちょうだい」

　人生相談に乗って上げるのが得意だったばあちゃん。妃唯はこれまで生きてきて、名付けられなかった『悲しみ』に纏まつわる記憶を一気に思いだしていた。いっぺんに味わう悲しみ。妃唯の涙が止まらなくなっている。

「ボク、それがひどいことだってわからないで、わからなくて」

「いいのよ。わからないことはあるわ。わからなかったことがわかるようになったのなら、それはとてもいいことなのよ」

　そこからの会話のやりとりは不思議だった。

　妃唯は自分の罪を告白した。真ま魅みばあちゃんは、妃唯を責めたりしなかった。真魅ばあちゃんは静かに妃唯の話を聞いている。

　妃唯は真魅ばあちゃんに泣きついて、謝り続けた。

　許す許さないの話は二人の間ではでていなかった。十数分ほどの会話が流れた。まだ繋つながっているケータイを耳から離して、妃唯がいう。

「ハルちゃんはもうマボチューにいかなきゃ。もう、あと十分ちょっとであの世に着いちゃうよ」

「妃唯。おまえは現実世界に戻るつもりはないのか？」

「ボクは戻れないよ。ボクは噂そん長ちよう様やハルちゃんの大切な人を奪った。それに噂長様は、ボクを遠ざけてる。噂長様はボクを成じよう仏ぶつさせたいと思ってるんだよ、きっと。ボクは人の嘘が見破れるから、噂長様がそう思ってるの、なんとなくわかるんだ」

　ハナさんに、一緒に暮らすことを誘った噂長の姿が蘇よみがえる。

　噂長は妃唯を見放したわけじゃないと思いたい。噂長は妃唯が最後まで『悲しみ』など知ることなく、楽しい気持ちのままでいてほしいと願ってたんだろうな。いや、噂長がこれからの妃唯に対して考えていることは、結局わからないや。

　妃唯の離したケータイから、ばあちゃんの声が漏れてた。ケータイを受けとる。

「春はる男おちゃんは、こっちにきちゃダメよ」

　ばあちゃんにはお見通しのようだ。

　でも、ぼくはついさっきまで死んでもいいなんてこれっぽっちも思っていなかったんだ。ただ一度、妃き唯いにはばあちゃんと話をしてもらいたいと思って、ここにきて電話をしているうちにどんどん帰る時間がなくなったって話なんだ。終電を逃してしまったような気分なのかな。妃唯が本心からばあちゃんに謝ってくれたんだ。とにかくよかった。眠すぎるし、疲れすぎたのかもしれない。このままじゃあ死んでしまうかもっていう実感も全然湧わかないんだ。

「……真ま魅みばあちゃん。ぼくはばあちゃんが好きだったよ。ううん、今でも好きだよ。そのばあちゃんを死なせた妃唯を許せるのか許せないのか、今でもやっぱりわからない。妃唯がこの世界と心中するっていうんなら、ぼくは見届けたいと思うんだ」

「ばあちゃんは、春男ちゃんが自分で決めたことをなるべく応援してあげたいって、いつも思っているわ。でも、これには反対よ。ばあちゃんも春男ちゃんのこと好きよ。春男ちゃんのことを好きだって思ってる子が、春男ちゃんの生きてる世界にはいっぱいいるんだから、春男ちゃんはこっちにきたらいけないわ。春男ちゃんはばあちゃんのお願いを聞いてくれるわね？　元気でね」

　ぼくはバリ４の機能で知らないことがあった。向こうからだって、電話を切れるのだ。キャッチホンだってあるんだから、それは当然のことなのかもしれない。

　ぼくは切れたケータイを見つめた。ずるいよばあちゃん。お願いされたら、いうこときかなきゃって思ってしまう。ディスプレイはあと十分であの世に辿たどり着くと知らせている。もう無理だ。身体能力が上がっているとはいえ、ここから走って、日付が明日に変わるまでにマボチューに着くようにいくのは厳しすぎる。

「ハルちゃん、マボチューへ走ろう。ボクは最後にいいことしたい。それはハルちゃんをあの世にいかせないことだと思うんだ。だって、ハルちゃんがあの世にいっちゃったら、悲しむ人いっぱいいるよ。コトリくん、エリアスくん、ハナくん、フネちゃん、草そう一いちちゃん、桑くわ島しまちゃん、中なか村むらくん、ジーズちゃん、エンジンちゃん、かま子こくん、ライムくん……」

　あなたが死んだら悲しむ人がいるのよなんて、いわれてもピンとこないものだ。でも、悲しみという感情を手に入れたばかりの妃唯に、一人一人名をあげていわれるとぼくの気力が戻ってきた。そうだよ、なに死んじゃおうなんてしてるんだ、ぼくは。

　このまま自分が死んでしまうなんて、なによりぼくが悲しいぜ。

　ぼくと妃唯は弾はじかれたように、基地局のまえをあとにした。



　まぼろ樹海をでた時は、午後十一時五十三分。

　あと七分。時速１００キロで駆け抜けなければもう無理だろう。世界はあと少しであの世に辿り着いてしまうことも気づかずに、穏おだやかに存在し続けている。静かな夜だ。

　その時、「ウォオオオオオーン」という獣の咆ほう哮こうのようなものが聞こえた。巨大なスピーカーのまえで重低音を受けたみたいだ。声の圧が、全身を震ふるわせる。月明かりを吸い込む巨大な黒い影が、未舗装の道路の砂利を鳴らしながら、迫ってくる。

　ぼくは息を呑のんだ。視界いっぱいに広がる闇やみのような毛並み。身体からだが触れてもいないのに熱を感じた。目の前にいたのは、象のように身体の大きな犬だった。口からはキングサイズのベッドカバーのような舌を垂らし、覗のぞいた犬歯はコンクリートですら噛かみ砕けそうなほど巨大で、漲みなぎる力を感じさせる。でもぼくは悲ひ鳴めいをあげることはなかった。どれだけ身体が大きくなろうともやさしそうな目は変わっていなかったから。

「ワンワン。ワアアアン、ワン！」

　喜びを表すようにでたらめに鳴く犬。それはかま子こだった。大きくなって目線もテンションも高いようだ。かま子の背中にいたエリアスとライムが最初から、泣いた声でいう。

「春はる男お」

「あなた」

　ベッドカバーの舌がぼくの顔を舐なめる。かま子の唾だ液えきがべっちょり。見上げていった。

「ああ、これはどういうこと？」

　かま子は牛の胴体くらいありそうな前足を薙なぎ、ぼくと妃き唯いを捕まえる。一人掛けソファのような肉球のクッション。つぎの瞬間には背中に乗せられていた。

　まだ身体が大きいままのエリアスの声が飛ぶ。

「説明はあとよ。マボチューにゴー」

　そっからは時速１５０キロの世界だった。



　最強になれるジュースを飲んで身体を大きくしたエリアスだが、もともと小さい身体は一缶まるまる飲む必要はなかった。ジュースはほとんど残していたらしい。そういえば、初めてエリアスが最強になれるジュースを飲んだ時も、作用が効きすぎて三日間も大きくなっていたっけ。それで残ったジュースをかま子が飲んで、さらに発達した嗅きゆう覚かくでぼくを見つけだしたとのこと。足のケガは回復するまでは至らなかったが、圧倒的筋力を得た三三本足での疾走は十分可能だったのだ。

「妃唯となにしてたのか、現実世界に戻ったらちゃんと話してよ！」

　かま子の背中で、エリアスの言葉は強烈な風に流れた。ぼくは必死に声を上げて返事をした。かま子の毛の束を握る。まだ握力が全快ではないぼくの右手。その手を確かな力で包み込んでくれる手が見えた。ライムだ。

「今度は絶対、離さないからね！」



　あと四分であの世いき。そんなギリギリのタイミングでマボチューの視聴覚室に着いた。

　驚いたことにクラスメイト達はみんなまだ残っていた。ぼくが帰ってくるのを待っていてくれたんだ。ありがとうみんな。コトリがまえにでていう。

「春はる男おくぅん、おかえり、おかえりっ、おかえりぃ」

　コトリが抱きついてくる。ぼくはいう。

「ああ、ただいま。さあ、みんな現実世界に戻ろう」

　クラスメイト達の歓声。視聴覚室に設置されているスクリーンが輝きだす。ぼくは物もの干ほし竿ざおで小突き、かま子この身体からだをもとに戻す。歩み寄ってきた妃き唯いが、おもむろにいう。

「……その、物干し竿で、ボクも叩たたいて」

　困った。ぼくの視線は妃唯のうしろに佇たたずむ噂そん長ちように逸それた。噂長いいのか？　ぼくの声にならない疑問を噂長は察して、答える。

「アタシはもう噂長じゃない。不老不死じゃないし、地伝を生みだす力ももうない。ユイキイは全まつたく無から地伝の元凶として生みだしたから、アタシが噂長じゃなくなったら生きてはいけないの。ユイキイは消えてしまうの」

　こちらの様子に気づいていないクラスメイト達。これで無事に帰れるんだという希望に顔を輝かせてスクリーンに一人、また一人入っていく。ぼくは妃唯になにもいえない。噂長が背後から妃唯を抱きしめて、いう。

「ハルオ君の持つ地伝の元凶を救う力なら、きっとユイキイをいい方向に連れてってあげられるわ。一年半まえ、アタシはユイキイという存在をなかったことにしようとした。今は違うわ。ユイキイに今度こそ素敵な生みの親のもと、まともな人生を生きてほしいの。ハルオ君、ユイキイが真ま魅みさんにしたこと……本当にごめんなさい」

　噂長の涙が妃唯の頬ほおに流れた。自分のお腹のまえに重ねられた噂長の手に触れ、妃唯がいう。

「ボクは、噂長様に生んでもらえてよかったよ。今日までずっと楽しかった。でも最後に悲しみがわかってよかった。悲しみを知らないまま、ボク消えちゃったら、それがきっと一番悲しかったと思うから。ハルちゃん、罪って言葉で、あってるよね？　ハルちゃんのばあちゃんが消えちゃった原因はボクなのに、罪を償わないまま消えちゃって、ごめんね」

　妃唯は「死」という概念を知らない。消えちゃうと思ってるんだ。ずっと消えちゃったままになると思ってるんだ。

　スクリーンに消えていくクラスメイト達。あの世まであと一分。妃唯が消えるところを多くの人には見せたくない。エリアスやコトリやライムやかま子もスクリーンに消えていく。教室の隅にダルマさまとオカマ石せつ膏こうだけが残っていた。

　ぼくは妃唯にある大事なお願いをした。

　妃唯はそれは可能だといって了承してくれる。オカマ石膏が妃唯にいう。「美しいわたくしが一緒に成じよう仏ぶつしてあげるわ」。ダルマさまは、全身頭のような身体で力強く頷うなずいた。

　ぼくは地伝の元凶を救う力を持つ物干し竿で、ダルマさまとオカマ石膏に一撃。

　そして、妃唯に静かな一撃を与えた。妃唯の形が光の粒子の残像となって、その場になんでもない空間を残して消えた。悲しみも知らずに笑いながら生まれてきた妃唯は、悲しみを知った今も笑いながら消えていった。

　ぼくと噂そん長ちようはスクリーンに入っていった。異世界での最後の一瞬に零こぼした噂長の涙は、もしかしたらあの世にまで届いてるかもしれない。ぼくはもらい泣きしそうだったが、堪こらえた。

　地伝の元凶を救う力によって、妃き唯いが幸せに生まれ変われることを祈っていたんだ。



　ぼくが妃唯に最後にお願いしたのは、上書き睡眠をつかってくれないか、ということ。

　このスクリーンで異世界と現実世界間を飛び越える時、わずかな睡眠状態に入るのは昨日から知っていた。

　その睡眠中に、この異世界で起こった地伝絡みの記憶や新しん藤どう先生の噂長としての姿をみんなの記憶から忘れてもらったのだ。新藤先生はこれからもぼく達の担任だ。敵じゃない。みんなには異世界で大いに遊んで、おいしいものを食べた記憶だけ残っていればいい。異世界には敵なんていなかったんだから、ヒーローの記憶だっていらないんだ。ぼくが地伝を解決していたっていう記憶も忘れてもらった。

　もう地伝が起こらない真ま幌ぼろ市ではＭＢなんて、お呼びじゃないからさ。



    

  
    
      


　　エピローグ





　月曜日の午前九時過ぎから行方不明になっていたぼく達は、水曜日に日付が変わったばかりの現実世界に戻ってきた。

　クラスメイト達は興奮冷めやらぬ状態だったが、真ま幌ぼろ市民の興奮に比べればそうでもないだろう。およそ六十名の生徒達が突如いなくなって突然帰ってくる。町の大事件だよな。

　だから、ぼく達は水曜日の朝方には、もみくちゃになって新聞社やテレビ局の取材を受けた。なにも覚えてませんと全員口を揃そろえて、あしらったけどね。そんな混乱があったから水曜日のマボチューは臨時休校。全員無事に帰ってきたことだし、騒ぎは沈静化されていくだろう。いずれね。

　フネは、現実世界に帰ってきた瞬間から、異世界の出来事を記事にまとめようとしていた。でもどうしても、ところどころ思いだせないことがあるそうだ。無理もない。ＭＢや噂長の記憶は消えているのだから。

　休校になった日の午後。異世界で裂傷を負った右手に包帯を巻き直して、ぼくはボストンバッグにかま子こを忍ばせ、あやかし大観覧車にいった。ほとんど全員集合でね。なにせ異世界にいった二クラス分の男子と女子＆エリアスにライムもいたんだ。

　あやかし大観覧車の入場料は、新しん藤どう先生のおごり。もう地伝は起こらないから、物もの干ほし竿ざおを買う必要がなくなったぼくでもお小遣いは大事だ。新藤先生にみんなで感謝。



「かま子こ、もう少しで観覧車に乗れるからな。お利口でいてくれよ」

「……ワァン」

　ボストンバッグのなかのかま子はほんの小さな鳴き声で返してくれる。オープンしたばかりの観覧車は平日でも盛況で、長い列ができていた。観覧車オープン記念期間中ということでヒーローショーまでやっている。ぼくのうしろでなにやら、女子達がいい争っていた。ライムの肩に乗ったエリアスの声がする。

「観覧車は四人乗りよ。いったい誰だれが春はる男おと一緒に乗るか、公平に歌唱力で決めましょ」

「ちょっとエリエリ、なんで歌で決めるの。そんなの、絶対コトリちゃんとエリエリで二人分は決定じゃない。あたし、歌に自信ない。年俸一億円以上のプロ野球選手の名前、古今東西で決めましょ」

「そんなのいけないですよ谷たに崎ざきさん。古今東西をするなら、ハナはジブリ映画のキャラクターがいいです」

「二人ともっ、ここはじゃんけんにしようよぉ」

　コトリが最初はグーといった時に、カメラのクルーを連れたレポーターの女性にぼく達は話しかけられた。「君達、チョットいいかしら」

　エリアスはライムの肩の上で人形のふり。地元のテレビ局の夕方の情報番組のようだった。たぶん中学生の集団が固まっていたから、目立ったのだろう。

　レポーターはいう。ヒーローショー絡みの緩ゆるい質問みたいだ。

「あなたはどんな人をヒーローだと思いますか？」

　男子達はレポーターにそれぞれ、ヒーロー像を勝手にいっている。ケータイでワンセグを見ていたジーズが興奮した声をあげる。

「あ！　いま生放送でギャルゴ様がチラッと映りましたよ。ギャルゲーゴッド様がついにテレビデビューですよ」

　この時のぼくは、ボストンバッグのなかのかま子を係員にバレないようにするのに必死で気づいていなかった。コトリ、ライム、ハナさん、人形のふりをしていたエリアス、新藤先生、シュシュ、それになぜかその場にいた二クラス分の女の子達の視線が、ある一人の人物に集まっていた理由に。

　妃き唯いの上書き睡眠には効果が発はつ揮きできなくなる唯一の制限があった。それは好きな人への記憶は上書きできないというもの。

　フネに片かた想おもいの中なか村むらさんの素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた。

「女子のみんな、なんでギャルゴのほうを見てるの？」

おわり



    

  
    
      


　　　ビックリマークの多いあとがき



　ギャルゴ！！！！！六巻ができました。そして、ギャルゴ！！！！！が完結しました。ギャルゴ！！！！！が終わっちゃいました。

　うるうる。ここまでギャルゴ！！！！！についてきてくれた読者の皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。おいら泣きそうです！

　ということで、いきなりですが感謝している人々においらの気持ちを思いっきりぶつけたいと思います。



　いつもギャルゴ！！！！！を力強く支えてくださった担当の児こ玉だまさん。二巻の時は、小休憩挟んで約36時間電話で著者稿をすりあわせたのはすごい思い出です。いっぱいご迷惑かけました！

　胸がキュンとする絵を沢山描いてくれた絵師の河かわ原はら恵けい様。三巻の巨乳風か邪ぜという話は、河原様がギャルゴ！！！！！の絵を描いてくれてなければ、誕生しなかった話だと思ってます。河原様の描く女の子の乳は天下一品です。河原恵作かま子このイラストはとってもキュートです。

　執筆が終盤になると、「もはや句読点の打ち方すら忘れた」が口癖のおいらの誤字だらけの原稿を、いつもとってもしっかり直してくれた校正様。その仕事っぷりに、もはや愛しております。

　ギャルゴ！！！！！シリーズを、全力プッシュしてくれた営業部様。ギャルゴ！！！！！フェアのご恩は忘れません！

　ギャルゴ！！！！！を売ってくれた書店さんありがとうございます！

　ファンレターをくれた神奈川県のＨ・Ｓさん。あなた様がおいらにファンレターをくれた最初の人です！　ありがとう!!

　しょっちゅうギャルゴ！！！！！の相談にのってくださって、数々のナイスなアイディアをくれた三み浦うら勇いさ雄お先生あざーす！　ギャルゴ！！！！！のアイディアをくれたあとに決まって「聖剣（の刀鍛冶ブラツクスミス）のアイディアをくれよ」という三浦先生に、おいらは決まって「いやいや、先輩の小説にアイディアをだすなんて、おいらなんかでは畏おそれ多くてとてもとても」といって、なんの役にも立たずすみません！　今後もアイディアよろしくお願いします。

　そして、ギャルゴ！！！！！を六巻まで読んでくれた読者の皆様。何度だっていいたい。本当にありがとうございます。ギャルゴ！！！！！を好きだといってくれる読者の皆様とは、小説を通じて、繋つながっていると思ってます。いきなり、あなたは比ひ嘉が智とも康やすと繋がっていますといわれて、気味が悪いでしょうが、また機会があれば、おいらと小説で繋がってほしいです。



　　　ギャルゴ！！！！！を書いていた約２年間、とっても幸せだった比嘉智康でした。
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